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私のゼオライト研究遍歴

高石哲男

豊橋技術科学大学名誉教授

30余年にわたる私のゼオライト研究を回顧し，いま研究中の問題，将来の課題について述べる。

1．はじめに

私はゼオライトのガス吸着から出発し，C1802と

骨格間の180アイソトープ交換反応を測り，ゼオラ

イトの反応性を求める手法を完成した。次に，ゼオ

ライト中のAlの規則分布決走法を確立し，Alの規

則分布がゼオライトの特性を如何に支配するか，数

例を示したが，進行中のものもある。例えば，rAl

を2個含む5貝環は不安定であるj という経験則と

か，F結晶成長時のプリカーサ分子中のAl分布が格

子中に転写されるjなど，一部証明したが，完全で

はない。現在進行中である。

これらは古典的にストレートに解ける問題だが，

そうはいかない問題がある。ゼオライト骨格の柔軟

性が主役を演じる現象で，これらをどう理論化する

か？目下思案中。

以下，解けた間遺，未解決の問題を含めて研究経

過を解説する。紙数の制限もあり，かいつまんで話

の筋道だけを説明しよう。

2．ガス吸着

2．1A型ゼオライトのガス吸着

ガス吸着の研究を長く続けてきた関係で，1970年

頃小松電子金属の八叙君がFsiH4（分子径5Å）中

1ppmのPH3（分子径4．5Å）を吸着で取り除けない

か？jと相談にきた。『4A型ゼオライトでは両者と

も吸着しないし，5A型ゼオライトは両者とも吸着

してしまう。適当なイオン交換をしたら，何か良い

ものが出来るかもしれない。』と極めて無責任な返

答をした。聞いた方もいい加減で，F手元にあった
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3A型ゼオライトをPbやZnで交換したら，何か変な

ことが起きた。考えてみて呉れ。Jとしミう次第で，A

型ゼオライトを本格的に調べることになった。

まず板橋慶治君（現東ソー）がK12－AのZnイオ

ン交挽等温線を測るとステップが出現し，小松から

派遣された遊佐厚君（現オリンパス研究所所長）と

私が吸着特性を測り図1を得た1）。A型ゼオライト

のαケージヘの窓は8貞環で，K＋がこの8貞環を塞

いでいるから，有効隙間径は普通は3Åである。図

1はFzn2＋を単位胞当り3．5個ほど入れると有効隙

間径が4．5ÅになるJことを示している。如何にし

て有効孔径が4．5Åになったか？色々調べた結果

Fzn2＋イオンの影響でK＋の住んでいるポテンシャル

の底がフラットになり，有極性分子がアタックする

と容易に道を空ける。Jことが分かった。

結果を1973年第三回IZCで発表したら，Imperial

CollegeのDr．Parsonageがrバーコレーション理論で

解析したか？」と質問した。田舎で独りポッチで研

究している身には何のことか分からないからrNo！j

と返答。手の内を見すかしたか，パーティの時バー

コレーション理論の何たるかを説明してくれた。そ

もそもパーコレーション理論は電話回線網の有効活

用のため開発されたもので，その後果樹園団地にお

ける害虫の伝播防止，地震の機構の説明など広く利用

されていた。ところで，A型ゼオライトはHammersley

がバーコレーション理論計算に用いたモデルにピッ

タリである。遊び心が湧いて，実験的に理論を精密

実証をしたのが図2である2）。バーコレーション曲

線としては，全分野を通じて此れが最高のものと自

負している。

UCCのBreckがトランスー1－ブテン，トランスー2－

プテンとシスープテンを分離できる点に大変興味を
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囲1Zn∫K12＿むAゼオライトの分子ふるい作用1）
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図2 C恥Na12＿むAゼオライトのN2吸着におけるバーコレ

ーション作用2〉 ○，実測値；実線，理論値

示した。誰も実用化しなかったが，ゼオライト特性

の多彩性を実現した例として理論的意義は大きい。

PH3を多量に含むSiH4を（K，Zn）－Aゼオライトの

カラムに通すと，PH3濃度は1／106に激減する。PH3

初期濃度を10「6とすれば，最終濃度は10～12になる

筈であるが，ガスでは分析出来ないから，小松電子

金属で純化ガスから単結晶を作り抵抗を測ると，ジ

ーメンスでzonere幻ningを60回かけて漸く達した抵

抗値を一発で実現し，tWelve－nineの純度であること

が実証された。然しこの方法ではorderは出る申音，

絶対値には誤差を多い。そこで立教原子力研究所の

物理の人に，この結晶から放射線固体検出器を作っ

て貰うと素晴しい性能のものが出来，1×10‾12の精

度でPの濃度が求められた。この方法で極高純度si

の標準試料を作り，不純物分析簡便法の検量線作成

に利用した。（極高純度siの話は，拙著解説r極高

純度への挑戦j3）を参照されたい。）

当時はLSI開発の揺らん期であり，SiH4にdonor

やacceptor成分を加えてSi単結晶上にepitaxial膜を

積む技術の完成が急がれていた。出発siH4をきちん

と制御してから不純物を加えた方が安定した工程で

ある。某社の担当ボスに其の主旨を説明したが，r先

生，私たちはもっと程度の低い事をやっているので

す。Jとのことで，今の常識では考えられぬ状況だ

った。さらばと，日本生産技術研究所の五味さんに

此の吸着剤を使ったSiH4Purifierを試作して貰い特

性を測り，斤βV．∫c∫．血∫上川椚．4）に発表し，同社から

売り出して一件落着。実用研究では，特許逃れを防

ぐためつまらぬ実験もしなければならないし，吸着

剤の寿命や再生など，科学的には興味のない研究も

必要である。これは懲の肌にあわないので，以後実

用研究はやるまいと思った。

2，21次元吸着ガス

吸着現象を基本から理解するには，吸着熱，吸着

分子のエントロビー（配置のエントロビーと熱エン

トロビー）全てを知らねばならない。固体内と異な

り，表面では欠陥が矢鱈に多く，表面不均一を無視

した理論は絵空事である。吸着の教科書に表面不均

一をチョコツと取り入れた理論も載っているが，あ

まり役に立たない。なるべく均一表面の試料を探し

ても，理想には速い。実際Langmuir式で近似でき

る実験データは今までに3つしかない。こんな状況

では，配置のエントロビーと熱エントロビーを別々

に求めることなど出来ない。何か理想的な系がない

ものか？吸着分子が自由飛行していれば，表面が不

均一でも分子は平均化されたポテンシャルを感ずる。

つまり不均一の影響を消すことができる。然し理想

的と思われるグラフアアイト上でも，局在化吸着し

易く，不均一性の影響が出てくる。
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図3 モルデナイトに吸着した分子の熱エントロピー5）

モルデナイト中の1次元吸着ガスー思案の末1次

元吸着ガスがクローズアップして来た。ゼオライト

の1次元ポアー中では分子は四方から引っぱられ，

孔壁に縛られず宮に浮くから，自由飛行が実現しや

すい。Ar，02，N2のモルデナイトへの吸着等温線

（10g吸着量vs．10gP）は低圧域では0．999の相関で

直線になり，Henryconstant：転が正確に求まる。た打

の温度係数から吸着分子の熟エントロビーを求める

と，図3を得る5）。一方，理想気体分子の熱エント

ロビー∫thermは次式で与えられる：

∫therm畑＝COnSt．＋和1n r，

傾斜〃＝（飛行次元数）／2＋（回転の自由度数）／2

＋（ポテンシャル底における振動の自由度数）。

図3で，Ar，02の傾斜乃はそれぞれ2．5，3．5で，

教科書に載るようなデータである。N2は高温では

乃＝3．5に，低温では乃＝2．5に収れんする。N2は大

きな四重極モメントを持ち，孔内の電場との相互作

用が大きく，低温では回転が束縛される。一方

const．の項からは，ポテンシャル底における振動の
周波数が求まる。

02は常磁性で，ガス状ではESRで感知できるが，

トラップされるとスピンー格子媛和時間が短くなり

ESR信号が出ない。02が本当に1次元ガスにならば，

ESRで捕えられる筈である。吸着02のESR信号は

3次元ガスのものと同じ位置に出て，線幅の庄プロ

ードニングは1次元ガスの衝突時間から計算した値
に一致した。これも第三回IZCで発表した。

以上，低吸着量の領域はうまく解析出来たが，吸

着量が増し理想気体からズレると解析不可能になる。

それは（孔径）＞（分子径）のため，密度が増すと

1次元性を維持出来なくなり，配置のエントロビー

は複雑になり，手がつけられない。（孔径）と（分子

径）が接近すれば，密度が増しても1次元性を維持

出来るであろう。そこで孔径の小さいフェリエライ

トが浮上する。

フェリエライト中の1次元吸着ガスー高吸着量

領域まで1次元性を維持していれば，吸着分子同士

間の相互作用を正確に求められる。吸着分子同士間

のポテンシャルは自由空間中の分子間ポテンシャル

とは当然異なる。その差分を問題にするのである。

一般に多体系の相互作用ポテンシャルは村間ポテ
ンシャルの和で近似する。しかし場合によっては，

三体効果を考慮する必要も生ずる。まず3個の分子

からなる系を考える。仝系のエネルギーUt。tは次式

で与えられる：

Ut。t＝〃12＋U23＋U31＋〃123

ここに〃ijは村間ポテンシャル，qjkは三体項（量子

三次摂動エネルギー）で，気体の第三ビリアル係数

に効いてくる。吸着エネルギー払dsは

払ds＝∑Ul・i＋∑i，た㌣1－ij（1）1

で与えられる。ここにi，jは吸着媒を構成する原子

を指定する。この場合の三体項を実験的に分離測定

するのは難しい。2個吸着した系の仝系のエネルギ

ー〃t。tは

q。t＝払ds，l＋払ds、2＋〃12＋∑〃Ⅰ2，i （2）
1

で与えられる。三体項∑〃12．i中の1つ1つは小さい

けれど，和をとると大きくなる。こうして，吸着分

子間のポテンシャルは自由空間におけるポテンシャ

ルと異なってくる。精密な測定をしてこの項を求め

るのが吸着基礎研究者の間で長年の懸案であったが，

EverettもHalseyも成功しなかった。当時の真空技

術では無理であった。

さて1980年代前半物理吸着測定に必要な真空技術

はほぼ出揃った。これらを採用して私が作った容量

法吸着測定装置では，気体圧力1、1000Torrを5桁
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の精度，±3×10▲つKの温度制御，壁からの放出ガ

スは極めて小さく，10一石Torrの真空を長時間維持で

きる。Ⅹeをプローブ・ガスに使えば，rlOcm2の

BET面積を3％の精度で測れる」。この装置で大面

積を持つゼオライトを測るのだから，記録的高精度

のデータを得たわけである。吸着等温線は

1n（丹c）＋1nたH＝2βc＋（3α2）c2十（4上）／3）c3＋‥

c＝鴨ds／エ （3）

と表わされる。ここにエはポアー全長，β，C，βは

1次元ガスの第二，第三，第四ビリアル係数であり，

たH，β，C，βとそれらの温度係数まで求まる。（3次

元ガスでCの温度係数まで求めた例は少なく，まし

てβを測った例は全くない。）βの解析から三体項が

大きな反発カであることが分かり，シミュレーショ

ン計算の結果と実測値とは大略一致している。

等量吸着熱qstはClausius－Clapeyronの関係式で与

えられる：

官st＝－た【∂1nタ／（1／乃】Nads
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図4フェリエライトに吸着した1次元ガスの等量吸着熱の

吸着量依存6）

一方（3）式から

ヴst＝官stO－た【2cdβ／d（1／乃＋（3／2）c2dC／d（1／乃

＋（4／3）c3dβ／d（1／T）＋‥・】 （5）

図4では，（4）からの値を点で，（5）からの値を線

で表わした。（5）の2項目まで（CurveI），3項目まで

（CurveII），4項目まで（CurveIII）と近似を上げて

いくと，CurveIIIで実測点に収れんする6）。

たいていの場合dβ／d（1／乃，dC／d（1／れ，dβ／d（1／乃

＞0，つまり吸着分子同士は反発しあうが，02だけ

はdβ／d（1汀）＜0である。4量体02－02－02－02では，

何らかの凝集カが倣いててることを示す。02のチェ

ーンを作れば半導性を持つかも知れないなど，空想
を巡らしたくなる。閑話休邁。精度を向上すると，

予測もしないことが分かるものである。

2．3 Ca6Aゼオライト中の反故性04分子

02分子の2量体，すなわち反磁性04の存在は未解

決の問選であった。1914年のPerrier＆Kamerling－

Onnesの実験，Lewisのオクテツト説による説明，

Paulingの計算と，連綿と論じられて来たが確証は

得られず，否定論者が優勢であった。前項で4量体

02－02－02－02が捕まったが，2量体02－02の気配は

全くない。2量体が出来るとすれば，孤立したカチ

オンにトラップされた場合で，低温でCa6Aゼオラ

イト中のCa2十上が有望になる。

真空天秤と磁化率測定器を組み合わせて，吸着量

と吸着酸素の磁化率を同時に測ると，吸着酸素の一

部は反磁性になっている。反磁性酸素は04であると

して，データを整理すると図5を得る7）。等温線は

よい直線性を示し，万事oK！と思われるが，そう

ではない。液相や気相なら，【04】／【02】2＝COnSt．とな

るが，吸着柏ではLangmuirの項β／（トβ）が掛かっ

てくる筈である。この矛盾を解かねばならない。

A型ゼオライトの単位胞中には，六貞環が8個

（うち6個にCa2十が居る），四貞環が12個含まれてい

る。rO2は六貞環と四員環上に吸着できるが，04は

Ca2＋上にしか吸着しないj と仮定して計算すると，

図5の●を得る。吸着熱，反応熱は次のようにな

る：kJ／molの単位で，

官st（02／Ca）＝12；2（02／Ca）＝（04／Ca）＋2；

202（gas）＝（04／Ca）＋26

04の形は次のようにして決まる。04が四角形なら
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図5 Ca6Aゼオライトに吸着した酸素分子の磁化率から求

めた反磁性分子qの濃度7）

160－160

】l
180－1SO

21gO－160が起きるし，

線形なら160－160－柑0－180－2180－160は起

きない。実測によればアイソトープ交換はおこらな

いから，04は線形である。これはLewisやPauling

の予想に反しているが，分子軌道法では納得できる

結果である。

3．格子の反応性

吸着や触媒に使う場合，欠陥が活性点として働い

ていないか？心配になる。活性点の格子酸素は，

CISO2と容易にアイソトープ交換するであろう。ま

た，正常の格子酸素の交換反応性はゼオライトの耐

熱性の目安になる。交換反応の研究から色々のこと

が分かる。

A型ゼオライト ーA型ゼオライト中のカチオン

分布は徹底的に調べあげてあるので，これとC1802

間のアイソトプ交換を温度と組成の関数として測っ

た。学生の遠藤章（現原子力研）が4年間，約6千

時間かけて求めた結果を要約すると，以下のとおり。

1）約2％の活性格子酸素があり，欠陥に帰属される。

2）結晶学的に異なる3種の格子酸素について，交換

反応速度係数を別々に求めた。
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図6 C1802とゼオライト骨格酸素間の180交換反応8）。

Jl′2，骨格酸素の半分を交換するに要する時間

3）K12＿2∬Ca∫－A，Na12＿2JCa∫－A（6≧∫≧0）につい

て，交換反応速度を求めた。

4）格子酸素の半分が交挽されるに要する時間をJl′2

とすると，図6を得る。（CO20】allice）・2cationな

る活性錯体を想定し，既定のカチオン分布を参照

すると，図6の複雑なカーブをスマートに説明で

きる8）。

ZSM－5－ZSM－5をGaイオン交換すると，Gaが

格子位置に入るという信じ難い話があった。これは

格子欠陥にGaが入るに違いないと考えて，アイソ

トープ交換とH20の吸着カロリメトリーを突き合わ

せて，予測を証明した。（吸着カロリメトリー関連

は以下にも出てくるが，境和男教授が別論文で詳説

する。）1987年ベルギーでのゼオライト・ワークシ

ョップのとき，遠藤君が八嶋研の山岸孝司君にアイ

ソトープ交換の有用性を懇切に教えた。山岸君はす

ぐマス・スペクトロメターを買って貰い，アトム・

インプランテションをおこない，大成功した。

A肝04－5－UCCでAIPO4－5の合成に成功したと

き，有機不純物の吸着剤（とくに半導体工業用水の

処理剤）として期待した。ところがAIPO4－5は親水

性を示し，期待が外れた。r結晶学的には疎水性に
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決まっているから，親水性は欠陥に帰せられよう。」

と考えて，アイソトープ交挽とH20の吸着カロリメ

トリーを併用して，この予想を定量的に証明した。

750℃でさらに交換を進めると，格子酸素の1／4

だけが交換する。AIPO4－5には結晶学的に4種の酸

素（0Ⅰ，0ⅠⅠ，0ⅠⅠⅠ，0IV）があるが，0ⅠⅠだけが交

換反応すると断定できた。最近AIPO4－5の結晶構造

の精密解析が進み，0ⅠⅠの住むポテンシャル谷はダ

プル・ミニマムらしいと言われている。それなら

0ⅠⅠは反応し易いわけだ。

4．AトSi乗駅叫分布とゼオライトの特性

4．1AトSi規則分布決定法

吸着や触媒特性を調べる場合，カチオンの正確な

位置が分からぬまま通り過ごしている。カチオンの

位証を知らずに，特性の根本的理解はありえない。

カチオンの位置はAlの分布に支配されているが，

XRDではAトSi分布を決定できない。AlとSiのⅩ

線散乱能の差がごく小さいからである。Al－Siの短

距離オーダーは29SiMASNMRで求まる。Al－0－Al

回避則を満たすAl規則配置を理論的に求めて，29Si

MAS NMRスベタトラムに合致するものを選べば，

問題解決である。この方針で，1987年ゼオライト・

オメガ，1988年ゼオライトLを解いた。この場合，

小手先細工の直観的方法を使用しているので，解の

唯一性の保証はない。

次に，モルデナイトは直観では解けない。板橋君

の実験データーを仔細に検討すると，3c長周期構造

がある。Al規則配置には数千の候補が出てきて，従

来法では手も足も出ない。退官後3年かけて一般的

解法（connctivity－COnfigurationmatrices法）を完
成して，再挑戦した。この間の実験と理論とのタグ

マッチについては，板橋君が後続論文で詳説する。

4．2．5鼻環の不安定性

モルデナイトの解析中に次の経験則を得た：rAl

を2個含む5鼻環は不安定であるJ。この経験則から，

フェリエライト等多くのペンタシル・ゼオライトで

Si／Al＝5になることが，自動的に出てくる（以下，

Alを2個含む5員環を5－ring（2Al）と略記する）。高

耐熱性のクリノプチロライトは5－ring（2Al）を含ま

ず，同一骨格で耐熱性の極めて低いヒュウランダイ

トは5－ring（2Al）を含む。ヒュウランダイトを脱Al

して高耐熱性に転換し，r熟的不安定の原軋ま5－rin9

Ca6A112Si24072 Na18A118Si18072

－・－ト

○，Alatom

Ca6－CHA NaばCHA

囲7 種結晶ca－チヤバザイトからNa－チヤバザイトの合成。

プリカーサー分子の振る舞い

（2Al＝こあるJと実証する実験を計画中である。

1997年Ricchiardi＆NewsamはAlフリーのZSM－

5にAlを導入するシミュレーション計算をした。Al

導入時5貞環は揺らいでエネルギー極小点に落ち着

くのに時間がかかる。Alを1個導入するだけでも極

小点が数個生ずるらしい。彼等はこれを奇数貞環不

安定性と呼んでいる。Alを2個導入すれば，多分カ

クストロフになるのでは，と推測される。将来の重

要テーマである。

4．3．ブリカーサー分子とAトSi規則分布

チヤバザイトープリカーサー分子がゼオライト

結晶表面と縮合（脱H20あるいは脱NaOH）して結

晶が成長する。Si（OH）4やAl（OH）3がバラバラに降

ってきて成長するのではない。そうすると，プリカ

ーサー分子とゼオライト表面のマッチングの良否が

結晶の成長を左右する。そして，プリカーサー分子

中のAl分布がゼオライト格子中に転写されることに

なる。Engelhardt社のThrush＆Kunickiの実験は

これらを支持している。適切な組成の溶液中で天然
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チヤバザイト（図7のCa6A112Si24072）をシードと

してNa－チヤバザイト（図7のNalSAllgSilgO72）を

合成した9）。新結晶は天然チヤバザイトの上に積も

るのではなく，新しい場所に成長する。図示すれば

図7のような過程で合成される。そして，結晶成長

におけるインダクション期間は次の2段階，（ブリカ

ーサー分子が蓄積して臨界濃度に達する）一（ブリ
カーサー分子からの結晶薇の生成）に別けられ，シ

ードの役割はr自分が溶けて第一段階を促進する」

にある。板橋君の永年の経験によれば，シードが溶

ける条件下でのみシードが有効である。この結果も

定性的だが上記の見解を支持する。

フオージャサイトーチヤバザイトのプリカーサ

ー分子として，Si606環とSi3A1306環があった。こ

れから2種の二次構造単位D6R－3（Alを3個含んだ

2重6員環）とD6R－6（Alを6個含んだ2重6貞環）

が出来る。一方，フオージャサイトの骨格も同様の

二次構造単位から出来ている。しからば，フオージ

ャサイトのプリカーサー分子もSi606環とSi3A1306

環であろう。Si606環とSi3A1306環が適当な濃度比

で存在するとき，これらを規則的に配列して，色々

な対称性の結晶を組み上げられる筈である。それを

試みて次の結果を得た：

Fd3

25．0

24．9

▲
X
）42

＜＼。q▲TI

742

一3Dn

包

ー
肘 ー3D爪 和

4る 54 60 66 72 78 84 90 96

→ ［A＝

図8 フオジャサイトの構造のAl濃度依存性

α0，格子常数；【Al】，単位胞当りのAl原子数

［Si3A1306】／【Si606】＝4／4，

あるいは

【D6R－3】／【D6R－6】＝4／0，

の組成で規則的配列を得，

符Fお（同順）となる。

95

5／3，6／2，7／1，8／0，

3／1，2／2，1／3，0／4

空間群はダお，碕P41，

これら理想組成からズレ

ると，Si606環とSi3A1306環の過不足が生ずるが，

Si2A1406等が混入するわけではなく，乱れを含んで

不完全乍ら元の空間対称性を維持する。そして，各

相聞の境界は真ん中にある。図8に，格子常数doと

【Al】（単位胞当たりのAl数）の関係をしめす。上に

求めた各相の境界にステップが生ずる10）。なお

【Al】＝60前後の，図示したように平板な膚対称の

結晶が合成され，Gra¢¢社の特許になっている。以

上，理論は実験により広範に支持されている。1995

年当時【Al】＝90～96のデータが無かったが，この

組成のLiXゼオライトがPSA法酸素濃縮に有効なこ

とが発見され，合成も進み，試料が入手し易くなっ

た。さらにデーターの蓄積を計画中である。

5兵環則－モルデナイトやフェリエライトの二

次構造単位は5－1である。Si4AlO5－SiOに対し

Si3A1205－SiOは不安定であるから，ブリカーサー分

子はSi4A旧5－SiOで，これが格子に転写されて，前

項の5具環則が成立したのであろう。

一方，ヒュウランダイト格子の二次構造単位は

4－4＝1であり，プリカーサー分子は4員環で，格

子を組む際5－ring（2Al）の生成を避けようとする。

（4－4＝1というプリカーサー分子は考えにくい。）

従って5ィing（2Al）回避則の束縛は，直接転写に比

べて綴るく，合成条件によっては5－ring（2Al）を含

むことがあり得る。

4．4 AトSi規則分布と双晶

フイリプサイトとハーモトムーフイリプサイト

（（K，Na，Cao．5）∫Al∫Si16＿∫032）とハーモトム（十字

沸石，Ba2（Na，Cao．5）A15SillO32）は同一形の骨格を

持ち，天然物はすべて双晶をなす。何故か？答えは

Fトポロジカルに同等なAl分布が数種あり，それら

の相は同じ確立で現われ，互いの相の間で双晶を作

る」。図9（a）は仮想的Alフリーのフイリプサイトの

dC一面の格子である。（夏01）面はα軸に垂直であるか

ら，本当は斜方晶系であるが，比較のため単斜晶系

のc軸を描いてある。さて，（夏01）面の左右に2種の

Al分布を導入すると，格子は図9（b）のようにそれぞ

れ歪み，r境界面（201）⊥α軸」の条件が破れる。垂
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図9 フイリプサイトの骨格，双晶，モルフォロジーの関係

直からのズレが大きいと，左右南柏は結合できない。

実測によれば，フイリプサイトとハーモトムでは垂

直からのズレは極めて小さい。これはAl導入による

格子の歪みが小さく，且つ境界面でAl配置のみだれ

（Al－0－Al回避のための再配置）が少ない為である。

換言すれば，この条件を満足するAl分布だけが現品

を作る。

ハーモトムには，トポロジカルに同等なAl分布

が8種ある。詳しい説明は省くが，これらが上記の

条件を満たしているので，十字形の美しい外形をし

めす（表紙見返しのSEM写真参照）。何故こんな美

しい外形をしめすのか？今まで全く分・からなかった

が，Alの規則配列がその原因とは！自然の妙としか

言いようがない。

X線構造解析の破綻一一般にX線構造解析では，
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図10 ⅩRD構造解析における相対誤差と採用空間群の関係。

ゼオライトでは最小自乗法がしばしは破綻する

村稀度を下げパラメーター数を増せば，相対誤差尺

は低下し一定値に収れんする。大容量コンピュータ

ーでPl対椅で解析すれば，自動的に解が得られる筈

である。ところが，ゼオライトでは図10のようなこ

とが起こる。村杯を低下し過ぎると尺が増加する。

従来この事実を不問に付してきたが，Al分布を考慮

すれば原因は分かる。

フイリプサイトとハーモトムでは，境界面左右で

結晶軸方向に測定可能の差が出てくるから，双晶境

界面生成フリーエナジーは余り小さくなく，発生頻

度は少ない。他方，Si／Al比の大きいゼオライトで

は，Al導入量が少なく，導入歪みも小さく，及晶境

界面生成フリーエナジーは極く小さくなり，発生頻

度は著しく増す。その結果，各相のドメイン・サイ

ズは小さくなり，ⅩRDでは各相を弁別できず，全相

の平均回折像を得る。この回折像は，見かけじょう

成分各相より高い村林性を持ってしまう。一方，

2ウSiMAS NMRは局所情報だから，それぞれの相

の対称性を反映して，XRDより低い対称性を与える。

XRDは正しい対称性を与えず，正確な原子座標を与

えられない。29SiMAS NMRは正しい対林性を教

えるが，原子座標を与えられない。クリノプチロラ

イト，フェリエライト，モルデナイト等では，この
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状況にある。

吸着や触媒作用を原子レベルで理解するには，活

性点周囲の原子の座標を正確に知らねばならないが，

ⅩRDはこの要望に答えられない。マイクロ・ドメイ

ンの影響を考慮して図10の異常を説明し，ⅩRDの

与える原子の座標がどのくらい狂っているか？定量

化するため，コンピュータ実験を計画中であるが，

これは問題の提示であり解決にはならない。今のと

ころ解決は絶望的である。

5．ゼオライト骨格の柔軟性と多体問題

ZSM－5の空間群は低温でP21／d，高温で伽椚d，多

量のバラキシレン吸着下でタ212121になる。このこ

とはXRDその他で確認されていたが，全体像は分

からなかった。堤研究室の学生中鉢薫が3年がかり

で，精密な吸着等温線と吸着熱曲線を測り，私が統

計熱力学的解析をし，全貌が明らかになった。詳細

は堤教授の後続解説に譲り，ここでは以下の議論に

関連する事項にだけ言及する。

日本触媒学会標準試料，ZSM－5－1000Na（Si／Al＝

639）のバラキシレン微分吸着熱曲線を352Kで測る

と，微量カチオンによる初期ピークのあと平坦部が

続く。平坦部では，ZSM－5の空間群はP乃椚β，如iff

＝80（Na型），78（H型）kJ／molである。ピークの高
さがNa型とH型で異なるのは当然だが，平坦部は

カチオン種に関係ない筈である。7個のユニットセ

ルに1個しかないカチオンが，速く♯れた無縁の27

個のサイトの吸着熟を左右している。単純な近距離

力では説明できない。骨格が柔軟であり微量の組成

変化で変形し，それに応じて吸着，触媒特性も変化

するとしか考えられない。

1998年ゼオライト研究発表会の特別講演で11），

小野嘉夫教授が同根の現象を述べている。H－ZSM－5

のOHとD2間のH－D交換反応で，わずか1％Naイ

オン交換すると，交換反応速度は45％も低下する。

つまり，酸点を孤立したものとして扱えない。

瀬川幸一教授によれば，Si／Al＝5のモルデナイト

をEDTAで軽く脱アルミすると，エチレンジアミン

合成触媒活性が急増する12）。新しく活性点が出来た

と考えれば日新らしいことではない。しかし，NH3

微分吸着熱曲線を見ると，残りの全酸点の強度も減

少している。これは素朴な孤立酸点モデルでは考え

られぬ現象である。

ローカルな原子配置では理解できない現象は多々
あろうが，研究が精密になり上記3例がやっと陽の

目を見た。ゼオライトの特性は，格子の振動をふく

めて，全系のダイナミックな運動に支配されている。

カオスやソリトンの概念を利用せねf棚できない

であろう。私も長い遍歴を経て，漸くゼオライトの

核心に近づいたようである。核心を究めるには（才

能）×（長時間）が不可欠だが，残念ながら，年老

いて才枯れ余命幾許もなく，ゴールには達せられま

い。才能溢れる若い人々に後事を託したい。
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Tetuo Takaishi

Emeritus Pro飴ssorofToyohashiUniverslty OfTechnology

Ihaveengagedinthe托SearChofzeoliteoverthirtyyears．Myworkscovertheadsorption，

reactivitiesofthe什amework（isotopeexchangesbetweenC1802andframeworks），detemination

ofthe ordered distribution ofAlatomsin the什amework andits relations to properties of

ZeOlites．Inthispaper，thesearereviewed，andsomeproblemsunderinvestigationandimportant

免ltureissues are described．

Keywords：ZeOlite，entrOPy Ofadsorbates，180－isotopIC eXChange，Al－Siorderingln

ZeOlites，Orlgln Oftwin，04
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Framework and Non－FrameworkCation Ordering Phenomena

John M．Newsam

Molecular SimulationsInc．

Theinterplay between short－andlong－rangeinteractionsleads tointeresting phenomena，

both with zeolite constituents as wellas with those researching them．In considering over

adecadeofinteractionswithProf・Takaishiandhiswork，Ontheoccasionofhis77thbirthday，

itis the number ofoverlapsin the paths that our separate researchinterests have fol10Wed

thatis perhaps most notable．Itis a privilege to have the opportunity to recount some of

these overlapsin a personalfashion and，in so doing，tO eXPreSS my reSPeCt for Prof．

Takaishiand my appreciation for the many fruitfulideas he has already contributed；Iam

Certain there willbe many more．

Keywords：Aluminumdistributions，Si－29NMR，gal10Silicates，nOn－什ameworkcations，StmCture

design，mOlecularsimulation

Althoughindirect overlaps came earlier，aS

notedbeneath，my伽stdirect，yet Stil110ng柑nge

interaction with Prof．Takaishioccurredin1987，

immediately followlng his analysIS Of aluminum

distributionsin zeolite omegal）．Having just

COmPletedastructuralstudyoft11eMAZ－什amework

gallosilicate analog of zeolite omega2），We had

SCrutinizedalsoaluminosilicate3－4）andgal10Silicate5）

LTL－framework materials uslng POWder neutron

diffraction．Of particularinterest were the

distributions of the framework cations．While

29SiNMRhadalreadyyieldeddetailedinformation

On thelocalorderings of aluminum and gallium

in FAU－framework materials such as zeolite X

andY andtheirgallosilicatecounterparts6〉，these

StruCtureS bave but a single unique T－Site（T＝

Tetrahedralspecies，SiorAl）．Zeoliteomega（MAZ－

framework）and L（LTL－Fig．1）possess two，

With averagelocalenvironments that are similar

inL，butquitedif托rentinomega．Thus，払rexample，

theSト2Albandpositionsinthe29siNMRspectrum

9685ScrantonRoad，SanDiego，CA92121，U．S．A．

OfLoverlapclosely，Whilethoseinomegaareo抒set

什om each other by severalppm．The di肘action

data on the LTL－托amework materials provided

information on the partitionlng Of aluminum3）or

gallium5）0VerthetwoinequlValentT－Sitestogether

With good geometricaldata・We then applied a

PrO鎖1eanalysISmethod，alreadywellestablishedfor

analysisofpowderdi肘actiondata，tOthe29SiNMR

SPeCtrum7）tohelpinterpretationofthedetails・The

Peak positions for both zeolite omega and zeolite

L，COmPuted on the basis ofour analyses of tbe

geometrica18）andcompositiona19）dependenciesof

the29Sichemicalshiftsagreedencouraglnglywell

With experimentlO）．

We were，tO SOme degree，Satisfied，but

Prof．TakaishiwasimmediatelylntereStediIl

extracting stillmore from the data．At his direct

instigation，We aPPliedprofile analysis to the29Si

NMR spectrum ofgallosilicate zeoliteL．We did

not，though，eStimate Si－〃Gapeakpositions asthe

data on the compositionaldependence ofthe29Si

Chemicalshiftsin FAUイramework gallosilicates，

thebasisforquanti付ingthedeshieldinginnuence

Of first and second neighbor gallium atoms，WaS
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Fig・1The LTし什amework structure drawn so as to

illustrat¢the10bein the one－dimensiona112－dng

Channels（right），the two crysta110graf血ically

inequivale爪t T－Sites and the accepted numbering

ofthe什ameworkconstituents（a触r4））．

muchsparser（Fig．2）．Amedwiththealuminosilicate

and gallosilicate data，Prof・Takaishideveloped a

detailedanalysisofthe10Calaluminumandgallium

Orderings that reproduced wellthe experimental

SトnAland Si一〃Gaintensitiesll〉．He also used

similarmethods
to consideraluminum distributions

in mordenite12），in zeolite X13），in analcimes14），

inZK－19andchabazite15），SOme Ofwhich results

were highlightedin this same publication16），and

in mordenite12）．In thelattermost study Prof．

TakaishiproposedalimitingcompositionofSi4Al

払r5－ring units．

Theddversofmeasuredaluminumdistributions

havebeenveryintensivelystudied・Loewenstein’s

mle ofA1－0－Allinkage avoidance was known to

be followedinvariablyin Si：Al＞1materials

PrOduced by hydrothermalcrystallization・The

role of’Dempsey■s rule’of AトOISト0－AIsecond

neighboravoidancewaslessclear，andtheanalysis

of Takaishiet a1．of mordeniteindicatedit
to be

inconsequentia117）・Here，agaln，Ourinterests

intertwined，but from quite different directions・

Rather than detailed analyses of combinations of

localcon凸gurations，inourworkweleveragedthe

burgeonlng POWer Ofdirect computer simulation・

WeexploredhowLoewenstein－sruleandDempsey’s

mlewouldbemanifestedinaluminumdistributions

in LTA andFAU－什amework zeolites as a function
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Fig．2 Thequantitativedeshieldingin爪uenceofsecond－

neighbor gallium atoms can be extracted from

the distinct variationsin th¢29Sichemicalshi銃

Of silicon atoms with O，1，2，3and4first

neighbor gallium atoms，in FAU一托amework

ga110Silicates（for more comf〉1ete data on

aluminosilicates see9））．

OfSi：Alratio．Takingperiodicmodelsoftheactual

framework topo10gleS，an eXtenSion of f汀eCurSOr

work based on cubic and diamondlattices18），We

used simulated annealing to optimize aluminum

distributionssu叫ectto variablyweightedfirstand

SeCOnd neighboravoidance19・20）

As wouldbe predicted什om Prof．Takaishi－s

analysesof10Calorderings，theexperimentalSト〃AI

POPulations could not be reproduced satisfactorily

by these random simulations19）・The aluminum

distributionsinzeolitesoftypeXaremoreordered

thatwouldbedevelopedsolelythroughapplication

OfLoewenstein－sandDempsey’smles・Prof・T水aishi

explored the concept that the details ofa zeolite

materialmight，infact，COnVeylnSightintocertain

ofthemolecularcontroIsatsynthesis21），aCOnCePt

also deve10Pedin Melchior’s detailed analysIS

of aluminum distributionsin FAUイramework

materials22・23〉

Aluminumdistributionswa汀antSCrutiny，glVen

the slgnificantimpact they have onintrinsic

PrOPerties．Prof．Takaishi，for example，has

COnSidered the acidityln ZeOlite L24）and the

distribution of non－什amework cationsin systems

such as sodium zeolite
A25）and analcimes14）
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Fig・3 Twoc昭eSSuitable払rconstructlngZeOlite什ameworks，drawnasinterconnectedT－atOmnOdes，bothofwhich

havetwo7－memberrings（highlightedwithsphe化S）andねcesymboIs4241728〃（和＝11拍，乃＝2right）・Theたすdcage

〈1eft）has been descri如d byJ．Ⅴ．Smithin his compilation ofpolyhedra and cages（J・Ⅴ・Smith，Private

communication1994）．The cage at right has not，tO the best ofthe author’s knowledge，be¢n CategOrized

previouslyand，havinga77motif，isof托redhereasthe”Takaishicage’’・

Thelatter什ameworktyperepresentsanotheroverlap

POint，havingbeen the su叫ect ofcrysta110graPhic

Studies26）．Aparticularlyinterestingcaseissodium

ZeOlite X，glVenits complexity，the role ofnon－

framework cation placementin
determining

PrOPerties，andthedataavailableoncrystallographic

sけuctures and on aluminum
distributions．Prof．

Takaishiconsidered which sites would be the

most favorable for non一什amework sodium cations

glVen aSSumedlocalaluminum
distributions・For

sodium zeolite
X he obtained good agreement

withtheaverageddi肘actionresults27）・Ourrelated

Pathin this area，beyond adding to accumulated

CryStallographic
knowledge，WaS tO deve10P

simulationprotocoIsthatwouldbeabletoautomate，

reliably，this prediction ofnon一什amework cation

con鎖guration．AppliedfirsttozeolitesLi－A（BW）28）

肌dA28，29），thenalsotozeoliteX30），themethodology

hasbeenimprovedsubstantially31）andappearsto

havebroad applicability・Itmayindeed provide a

usefulvehicle，SOughtbyProf・Takaishi，払rrelating

measured non－framework configurations to

什amework cation distributions．

Short rangeinteractions had opportunity to

OPeratein1990，atthetimeofthe‥Chemistry of

Microporous CrystalMeeting‖in Tokyo，WhenI

爪nallyhadtheopportunitytomeetProf・Takaishi

in person and to e叫Oy both scient泊c and social

discussions．Thelatter，Iwellrecall，COntinuedover

severalhours andlocales．

Our overlaps predate，though，the first

COmmunications and meetings．Our recent

COIISideration，analyticallyandbysimulation，Ofthe

effbct of varylr噌COnCentrations ofpore－block昭e

inト，2－and3－Dporesystems32・33），StePS伽mly

in the footprintsleft earlier by Prof・Takaishi

Who，SOme20years ago now，aPPliedpercolation

theorytozeoliteAwithvarylngdegreesofcalcium

substitutionねr sodium34）and potassium35）・A

long－Standinginterestin developlng methods to

Simulatethebehaviorofsoねateswithinmicroporous

CryStals36），reSOnateS With Prof・Takaishi－s recent

con5iderationsofthein爪uenceoflocalenvironment

on the clustering of dioxygen molecules37，38）

WithananalysISOfpossiblepolyhedralconstituents

Of zeolite frameworks（Fig．3），Simulation also

PrOVides a route to virtuallibraries of zeolite

StruCtureS．

While never having had the opportunity to

be a formalcollaborator，these many overlaps

evidence that my own researchinterests have

followed closely those of Prof・Takaishi・Based

On this close alignment ofinterests over the past

decadeorso，IcanonlyguessthatProf・Takaishi

isnowintriguedbytheapplicationofcombinatorial

andhighthroughputexperimentationtecbniques39，40）
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toopportuれitiesinzeolitescie爪Ceandapplication・

Ilook forward to stim山ating discussions with

himonthistopIC，an aPPrOPriatelyexpansive one

with whicb to start the next mi11ennium．
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《解 説≫

合成モルデナイトの物性とAl原子分布5貞環則の発見

板僑慶治

東ソー（株）南陽研究所

合成モルデナイト中の規則的Al原子分布を決定した解析過程を概説する。Si／Al比＝5～10の

合成モルデナイトの吸着特性およびxRDデータから3c長周期構造を見出し，29SiMAS NMR

データからsiに置換されるAlサイトを推定した。新しい解析手法であるconnectivity－

con鞄urationmatrices法を適用し，物性，特性変化の組成依存性と一致するAl原子分布を決定
した。得られた規則的Al原子分布から，2個のAl原子を含む5員環は不安定であるという，r5－

ring（2Al）回避則」を見出した。Loewenstein則を補足するこの経験則の妥当性と重要性につい
ても述べる。

はじめに

ハイシリカゼオライトの一種である合成モルデナ

イト（典型組成：Na8【（A102）8（SiO2）40】・24H20）は，

Sandらの研究成果1）を基にNorton社により初めて

商品化された。そのSi／Al比は5～6程度であった。

Si／Al比≧6のモルデナイトはWhittemore等2－4）に

よって合成されていたが，構造特性や吸着特性につ

いてはほとんど報告されていなかった。

東ソーでは1980年にモルデナイト合成研究をス

タートし，比較的短期間に有機アミン類を使用せず

にSi／Al比＝5～10の結晶の工業的生産処方を確立し

た。商品化に際して，これら一連のハイシリカモル

デナイト結晶の物性，特性を自らの手で明らかにし

たいという思いが，この研究のスタートであった。

キャラクタリゼーションの過程を，順を追って分

かりやすく説明したい。

1．物性と特性

1．1吸着特性

Si／Al比が増加し，Na＋の数が減ると水分吸着容量

は減少し，逆にベンゼン吸着容量は増加する5）。こ

の吸着特性の変化は，結晶の親・疎水性の変化と一

次元細孔であるメインチャンネルの空孔容積の変化

によるものである。細孔内のベンゼンを一次元液体

と考えると，ベンゼン分子（3．2×6．5×7．5Å）と

〒746－8501山口県新南陽市開成町4560

E－mail：k＿ita＠tosoh．co．JP

メインチャンネル径（6．7×7．0Å）の大きさから，

ベンゼンは図1のように2列に並んでおり，陽イオ

ンはベンゼン分子を排除する5）。すなわち，ベンゼ

ン吸着容量は図2に示すように陽イオンの大きさと

数に比例する。図2の直線は次式で与えられる。

Nb＝AM－BM（N。－5．2） at512≦Nc≦8

であり，

Nb＝AM at Nc＜5．2

ここでNbは単位胞あたりの吸着ベンゼン分子数，

AMは飽和吸着分子数，BMは陽イオンM＋が排除す

るベンゼン分子数，Ncは陽イオン数（単位胞あたり

のAl原子数【Al＝こ等しい）である。また，陽イオ

「
一JT

℡l

4T
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B n
門
〕
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一丁ん．’、＜∽．ト、＿
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n榊∪㊥0
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図1モルデナイト骨格とメインチャンネル内のベンゼン分

子吸着モデル
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ンM十の“exclusionlength’’lM（Å）は，ベンゼン

分子の長径7．5Åから

1M＝BMX7．5

と表され，その値は図2から求めると結晶イオン半

径のほぼ2倍に等しい6）。【Al］＝8のときメインチャ

ンネル壁側にある陽イオン数は2・8±0・2，【41】≦

5．2±0．2ではメインチャンネルには陽イオンは存在

しないことを示している。2．8という非整数値の理

解にはしばらく時間を要した。

1．2 29SiMAS NMRスペクトルの【Al】依存性

29SiMAS NMRスペクトルの【Al］依存性を図3

に示す。Si（乃Al）（乃＝0～2）の値はいずれも直線的

に増減する6）。その変化は

d【Si（OAl）】／d【Al】＝－4，d【Si（1Al）】／d【Al］＝2

d【Si（2Al）】／d【Al】＝1

である。これは図4に示すように，骨格内アルミノ

シリケート鎖末端のTxサイト上のAlがSiに置換さ

れる場合にのみ起こり得る変化である。環状や鎖状

アルミノシリケートの内部のAlがSjに置換されて

もこのような変化は起きない。ⅩRD構造解析7・8）や

理論的計算9〉および29SiMAS NMRによる方法10〉

などによる多くの解析結果一4貞環の対角線上にAl

が存在する－は完全に否定された。また静置法で合

成した結晶や他社品のSi（〃Al）分布もこれらの直線

上に乗る。したがって，骨格中のSトAl原子配列は

合成法や結晶粒子形状に依存せず，【Al】のみによっ

〓
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て決まる。

1．3 Stackin9ねultsの間度

モルデナイトの粉末Ⅹ繰回折図において，（111），

（130），（241）および（002）などの特定面指数の回

折強度は［Al］に比例して変化し，その強度比は直

線的に増大する5・6）。イオン交換すると比の値は変化

するが，直線性は全く失われない。これは何を意味

しているのであろうか？

モルデナイトの構造は一般的には空間群C椚C椚と

されているが，図1における4貞環のc軸方向位置の

組合せ（表1）により，類似構造群としてC椚椚椚，

J椚C椚およびJ椚椚椚の3つのタイプがある11）。これ

らの中で，C椚C椚とJ椚C椚ではメインチャンネルは

一次元細孔であるが，C椚椚椚とJ椚椚椚ではサイドポ

ケットが貫通して2次元細孔が形成される。二次元

細孔が形成されれば吸着特性や触媒特性は大きく変

化すると推定される。C椚C椚とC血椚椚構造が共存し

ているとすると，Si／Al比の違いによる特定面指数

の回折強度の変化を説明できる。この点を明らかに

するためにRietveld解析を行った。当初はこの仮定
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表14貞環のc軸方向の位置と構造種
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の基に，結晶のSi／Al比が高いほどC椚C椚構造の存

在割合が増加してstacking faultsが減少すると考え

た。しかしながら，詳細解析を行った結果この回折

強度の変化は，サイドポケット内のNa＋，吸着水が

Si／Al比の増加と共にメインチヤネル方向にシフトす

るためであることが分った。また計算上存在する筈

のC椚椚椚に帰属される回折線は全く検出されないの

で，X線で検出し得るほどのstacking faultsは存在

しないと結論した12）。

一方，Al含有量の変化に伴う格子定数および各原

子サイトの変化も正確に求めることができた。

1．4長周榊造の発見
含水ゼオライトのRietveld解析による＜T－0＞ボ

ンド長は誤差が大きく信頼性なし，が高石先生の持

論であったが，Rietveld解析による囲5のデータ12）

を再検討して次の結論を得た。＜T－0＞ボンド長の

誤差を覚悟で増減の傾向を信頼すれば，AlからSiへ

の置換により＜T－0＞が縮む。すなわち，まずT4上

のAlがSiに置き換わる。

ところで，メインチャンネル内の陽イオン数

2．8±0．2／u．cをどう解釈するか？AlとNa＋が規則的

分布をするならば，整数となるべきである。r2．8±

0．2＝8／3と考えれば，C軸方向に3倍の長周期構造

があるJ一高石先生の直感である。そして図5の折

れ線の折点の座標は3c長周期構造では整数となる。

したがって，T4サイト上のAlに配位した陽イオン

がベンゼン分子を排除する。

従来の方法で3c長周期構造のAl分布を求めるこ

とは不可能であった。新しい解析法が必要になり，

試行錯誤を経て，後に述べるconnectivity－COnfiguト

ationmatrices法を高石先生が創出した。

2．Al原子分布の決定13）

以上の測定，解析結果から全Al原子分布の決定を

＜
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む
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図5 各＜T－0＞結合距離のAl含量依存性

試みた。Al原子分布は結晶構造と調和して完全に規

則的であると考えた。その解析プロセスは極めて複

雑なので詳細は原論文に譲り，ここでは結果を単純

化して説明する。

2，1モルヂナイトの空間群とTサイト
従来モルデナイトの空間群はC椚C椚とされていた

が，これはAlとSiを区別せずに解析した結果であ

る。Alを規則的に配列し，Aト0－Al結合を回避する

空間群はその下位グループであるCcである。村杵

性が低下するため4種のT原子の等価点数は1／4に減

少する。したがって，Tサイトの数は48×3×1／4＝

36／u．cとなり，Alの数は3倍周期の新単位胞では最

大6個（＝8×3／4）となる（非等価なTサイトはTi，j

のように二重サフイツタスで指定する必要がある）。

2．2Connectivity－COnfi9uration matri¢¢S法

単位胞中の全丁原子の三次元的結合状態を表記す

る行列がconnectivity matrixである。モルデナイト

の3倍周期の新単位胞では36列36行のmatrixとな

る13）。表2にその一部を示す。表中“1’’は酸素原

子を挟んでお互いに隣同士であることを示し，“0’’

はさらにもう一つ先の隣同士，無印はそれから更に



（19）

表2 Connectivitymatrixの一部
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遠く離れていることを示す（＊については後に述べ

る）。

Connectivitymatrixの中から，Al原子が存在する

であろう乃個のTサイトの〃列分を組み合わせた行

列と各行の和を示したのがcon凸gurationmatrixであ

る。その例を表3に示す。行の和が托であればその

サイトのSiはSi（乃Al）の結合状態にあることを示し

ている。この組み合わせの検討の結果，Si（乃Al）の

分布が実測値と一致しているもののみがその結晶の

Al配置である。Loewenstein則のみの制限下ではそ

の組合せの数は数百もあるが，NMRスペクトル実

測によるSi（和Al）分布と図4の配置を満足するもの

は表4に示す8通りの組合せしか存在しない。

2．3 候補の絞込み

脱水ゼオライト中の骨格外陽イオンはAl原子近傍

に位置しているので，陽イオンの実測位置からAlサ

イトを推定できる。モルデナイトには5種類のイオ

ン交換サイトがあり，イオンの分布はMortier等に

より詳細に調べられている14）。前記8通りのAl分布

候補についてMortier等によるイオン分布との整合

性を調べると，配列Ⅰのみが実在結晶と同じイオン

交換サイトを有し得るとの結論を得た。

図1から分るように，T2とT4はメインチャンネル

に面したサイドポケット入口の8員環上に，そして

TlとT3はサイドポケットの奥の8貞環上に存在する。

したがって，Si／Al比の増大と共にメインチャンネ

ルサイトのAlが優先的にSiに置換される。

3．5イin9〈2Aり回避則の発見13〉とその妥当性

モルデナイトの29SiMASNMRスペクトル中には

Si（OAl）がたくさんある。このSiをAlで置換しても

Aト0－Al珂避則が破られることはない。したがって

Al含有量は【Al】＞8となってもよいのではないか？

実験的に【Al】≦8となるのは何故か？これは他の

ハイシリカゼオライトにも共通の疑問であり，Al－

0－Al回避則の他に何らかの回避則が働いているに違

いない，と推定した15）。

これを求めるためにAl規則分布を再検討すると，

配列ⅠⅠ～VIIIにはAlを2個含む5貞環（以後，5－

ring（2Al－）と略記）が存在するが，配列Ⅰのみには無

いことが分った。また，5貞環中のAlが1個以下の

配列を計算で求めると，配列Ⅰ以外に3種の組合せ

が存在するが，それらの配列ではSi（nAl）スペクト

ルが実在結晶と全く異なる13）。可能な配列の中の一

種のみが実現する理由は現段階では明らかではない。

結晶化過程における陽イオンを含むアルミノシリケ

ート種および骨格構造全体の安定性に関与している

と推定きれる。

前記のconnectivity matrixにおいて，＊は‘‘同一

5貞環に属する”ことを意味している。5ィi咽（2Al）

回避則を満たすためには，COnfiguration matrixの

各行は“＼”と“＊”を同時に含んではならない。

5－ring（2Al）回避則の安当性を調べるため，5貞環

を含む数種のゼオライトについて，“＊”を含む

COnneCtivity matrixを作成して検討を行った。単位
胞あたり入り得るAlの最大数（［Al】max），すなわち

Si／Al比の最低値を計算して実験値と比較すると表5

に示すように両者は良く一致していた。

そこで，新法則を適用してフェリエライト骨格中

のAl原子分布の検討を行った。36列×36行の

COnneCtivity matrix（フェリエライト単位胞あたり
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表5 5貞環を含むゼオライト骨格中の最大Al原子数

（20）

【Al］棚／u．c

¢alculat¢d ex erim●nta1

8 8

6 6

8 6．9
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16 ＜さ
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Na8【（A102）8（SiO2）仰〕・如H20

Na2Mg2【（A102〉6くSiO2）30］・18H20

（Na．K）¢【（A102）¢（SiO2〉30】124H20

Ca一〔（AIO2）さ（SiO2〉2さ〕・24H20
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の骨格原子数＝36）を作成し，入り得る最大Al数6

の場合の配列組合せを求めた。Al原子分布の結晶学

的対称性の高いものほど結晶は安定であり，それが

実現しているとすると，該当する組合わせは2種し

かない。この配列から計算されるSi（〃Al）（乃＝0～

2）は実測値とほぼ一致している。この2種のAl原

子分布の特徴は6貞環にAl原子が3個づつ入ってい

ることであり，その違いはP〃椚椚かJ2椚椚かの対称

性の違いだけである13）。

また，HEU型ゼオライトではクリノプチロライト

とヒューランダイトについての解析を行った。合成

および天然クリノプチロライトでは5貞環則が守ら

れているが，天然ヒューランダイトでは5貞環別が

破られているために耐熱性が劣ることが明らかとな

った16）。5貞環別にはこのような例外が存在する。5

貞環に2個のAl原子が入ると非常に不安定になるこ

との好例である。

おわりに

フオージャサイト骨格中のAl，Si原子配列の検討

結果から，Si（2Al）は静電的に不安定なためにSi／Al

比が同じならばsi（2Al）が最も少ない配列か安定と

なる，というDempsey則が提唱されている17）。そ

の後，Si／Al比の低い数種のゼオライトについて

Dempsey則が成立するとの報告がある18－19）。しかし

ながら上記のように，5貞環を多く含みかつSi／Al比

が比較的高いゼオライトではこの法則は全く成立し

ていない15〉。

実験結果から求められた5－ring（2Al）回避則は

Loewenstein則を補完する経験則であり，その意義

と信頼性は大きい。5員環を含むゼオライトがハイ

シリカになり得るのは，この回避則が成立している

からこそである。結晶学的考察を加えればゼオライ

ト中のAl原子サイトを決定することが可能であり，

Al原子分布がゼオライトの物性と特性に大きく関与

していることは上記のとおりである。固体酸特性の

解析やゼオライトの結晶化機構を考える上でも大き

な足がかりとなるだろう。

ハイシリカモルデナイトのキャラクタリゼーショ

ンを自らの手でと思い立ってから20年近い月日が流

れた。非常に長い時間はかかったが，企業の一研究

者のカではとてもここまでの解析は不可能であった。

恩師である豊橋技術科学大学名誉教授高石曹男先

生の御指導のおかげである。手取り足取りして懇切

丁寧に教えて頂き，解析研究の本質を体験させてい

ただいた。COnneCtivity－COnfiguration
matrices法は

高石先生の独創であり，5貞環則も先生の発見であ

る。この新法則を“高石則”と名づけることを学会

に提案して，長年の御指導に対して御礼を申し上げ

たい。
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Characteristic Properties ofSynthetic Mordenite and

Discovery of5－ring（2Al）AvoidanceRule

KeわiItabashi

Nanyo ResearchLaboratory，TosohCorporation

Our analyticalstudies of the determination of ordered distribution of Alatomsin the

什amework ofsynthetic mordenite are‘reviewed．The existence ofa supeトStruCture With3c

Cellconstant was foundby adsorption properties and XRD data ofthe mordenite（Si／Al＝5－

10）．AIsitespreferentiallysubstitutedby Siwereestimatedfrom29SiMAS NMRdata．The

OrdereddistributionofAlatomsinthe什ameworkwasdeterminedbyconnectivity－COn爪guration

matricesmethod．meobtainedresultconsistentlyexpl由nedtheobservedcomposition－dependence

Of the characteristic properties of the mordenite・A new rule named as’’5－ring（2Al）

avoidance rule’’in which a5ィing holding2Alatoms was unstable was discovered by this

Study．OnecanexplainvariousphenomenaunsoIvedinzeolitescontainlng5－ringsbyassumlng

the new rule．

KeyWords：mOrdenite，Aldistribution，COnneCtivity－COn爺gurationmatricesmethod，5－ring（2Al）

avoidance rule
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高石先生との思い出

堤 和男

豊橋技術科学大学

高石暫男先生，喜寿を迎えられてお目出度うござ

います。

学問上では未だに活発な現役である高石先生にた

いし思い出話では失礼になるので，今までの共同研

究というより先生のご指導による研究の概観を述べ

たい。

とは言うものの多少の思い出を記載してもお叱り

は受けないだろうから，10年間同じ大学に在籍して

受けた強烈な印象にも触れたい。

先生のことを最初に識ったのは大学院の学生時代

に日本化学会で行われた「化学者のための群論」が

テーマの講習会であった。当然のことながら強烈な

講習でした。ノーベル物理学賞受賞者のウイグナー

が12歳の時に11歳のフォン・ノイマンに群論を教

わって以来生涯劣等感を持ったという話があるが，

それほど高レベルの問題ではないにしろ似たような

感慨が残っている。次が，1970年同じく化学会講堂

で行われた「第2回国際ゼオライト会議」の報告会

であった。その会議には記憶する限り日本からは5

人が出席し，どういう訳かその報告をする会があり，

筆者が吸着・触媒などの報告をした。かなり細かい

質問を受け，諸外国の動向に大変興味を持たれてい

た。その頃は先生がアルカリハライドヘの物理吸着

の研究から2次元・3次元の規則的細孔への吸着へ

と仕事を拡張された時期であり，筆者のような若輩

にたいしてもゼオライト研究仲間として接していた

だいた。その後は，勤務先に訪ねて来られたり学会

でお話する機会が急激に増えた。1978年に先生は新

設の豊橋技術科学大学に移られ，3年後に筆者も別

な講座ではあるが移った。

〒441－8580豊橋市天伯町雲雀ケ丘1－1

それからの10年間は先生との会話を通して筆者に

とって最も充実した議論と知識の蓄積が可能な時期

であった。しかし，同時に研究者の端くれとして己

の未熟と非才さを感じさせた10年でもある。先生の

偉大さは読者も当然ご理解の筈だからくどくど述べ

ないが，近くでのおつき合いが10年だったのは幸い

だったかもしれない。

大学に在籍しある程度の年齢になれば当然管理運

営にもタッチせざるを得なくなる。先生も例外では

なく，また普段のご高説から周囲が願って管理者に

なら咋たが，その間にもさもありなんという話がい
くらでもある。これを話しだすときりがないので割

愛するが，陳腐な表現ながら大変ユニークな管理者

で一部の頑迷固随な人達の批判を除け与封自手喝宋で

あった。特に，若い教官からは絶大な信頼と尊敬を

受けた。

大学を退官されて11年，喜寿を迎えられながらも

斬新なアイデアと緻密な解析は全く変わらない。「現

場で活躍する名誉教授」の椅号を差し上げたい。ご

近親の方達の多くがご長命とのことなので，是非長

生きをされて未熟な後輩達の範になっていただけれ

ば幸甚である。

筆者の研究対象のうちゼオライトに関連するもの

は1／3～1／2であり，その中でも先生との共同研究は

結果としてこちらの得意な分野のカロリメトリーの

利用による研究が主体である。

80年代の先生の仕事の中に同位体交換反応により

ゼオライト内酸素の反応性を決める手法の確立があ

った。ゼオライトの酸素多貞環は「パクパク」と呼
吸していると言われている。つまり，酸素は骨格に

固定されず常に出入りしている訳である。ご存知の

ように骨格の酸素もその構造的配置により多種類存
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在し，また物質的環境あるいは欠陥の存在によって

も異なった種となる。当然その相違により酸素とし

ての反応性も変わり関連する活性も異なってくる。

酸素の反応性を180でエンリッチした二酸化炭素と

の交挽反応により定量的に解析する手法をZSM－

5，－111）およびAIPO4－52）に適用し，欠陥構造の解

明とその活性を熱測定により明らかにし，相関性を

求めた。ZSMではGa置換効果を周囲の酸素の反応

性の変化として捉え，反応性酸素を定量することで

Ga置換の場所を明らかにした。また，Ga置換によ

って生ずる酸点の数をアンモニアの吸着熱測定から

求め，Ga数と比較した。これらの結果を併せて，Ga

置換が欠陥構造に関係しその欠陥がZSMの調製過

程によることを示した。ゼオライトあるいはその関

連物質の特性が調製時のノウハウによることは，従

来型のゼオライトはもちろん最近のMCM－41や

FSM－16にも当てはまる3）。後者ではノウハウの確

立が実用化への鍵であろう。AIPO4－5は構造からも，

また表面自由エネルギー解析4）から判断して疎水性

のはずだが，水の吸着・吸着熱から一部親水基の存

在が示唆される。これも欠陥構造，主として骨格Al

またはPの脱離，に由来しその濃度が同位体交換反

応および吸着熱の両方で一致した。このようにゼオ

ライトでは欠陥構造は不可避であり，その定量化を

C1802の交換反応により先生が確立した功績は大き

い。なお，この研究は筆者の研究室で引き継ぎ，モ

ルデナイトやフオージャサイトの脱Alによる欠陥と

の関連性の解析に用いている5）。

アルミノ珪酸塩ゼオライト内ではAlの存在で骨格

が負に荷電しそれが基で活性が生じる。したがって，

骨格内でのSiとAlの分布を知ることは活性点の解

析には不可欠である。構造解析に用いるX線解析で

は決められず永年の懸案であったが，固体NMRの

出現が解決へのきっかけとなった。80年代後半から

退官後の現在まで，高石先生は既存の経験別に加え

て5貞環についての新しい経験則などを基にSトAl規

則分布決定の理論を提唱したことは周知である。す

でに多くのゼオライトについて分布が決められたが，

その前触れの研究例にゼオライトLがある。プロト

ン型Lの酸点はストレート孔路の壁面の8貞酸素環

より成るボート面に位置する。理想構造はボートに

1または3個のAlが存在するが，欠陥あるいは不整

構造故にその分布の仕方には6種類あることが固体

NMRの解析から明らかになった。アンモニアの吸

着熱は吸着量にたいしてステップ型変化を示し，そ

の量と強度はNMR解析の結果と完全に一致した。

当然ながら8員酸素環に結合するAlが少ないほど強

酸点になる6）。熱測定はゴミ箱あさりとよく言われ

るが，測定の感度が高いばかりにあらゆる現象の熱

の出入りを拾うからである。特に固体表面の関係す

る測定はその好例であり，解析に苦労するが，筆者

の知る限り吸着熱と構造との相関性でこれほど美し

い結果の報告例は無い。

吸着がゼオライトの相転移を誘起することはよく

知られた現象である。ゼオライトは多形構造を示す

が，相によっては吸着分子の存在で初めて安定にな

る相も存在するからである。ZSM－5は低温では

P21／〃だが高温ではP乃椚αに転移する。一方，ある種

の吸着分子を有す場合，この転移以外に更にP212121

まで転移する。平衡庄を増すとそれを緩和すべく吸

着容量の大きい相へ転移するわけで，Le Chatelier

の平衡移動の法則が具現する。Si含量の多いZSM－5

にバラキシレンを吸着すると，吸着等温線は

Langmuir型を示しそのLangmuirプロットは相関係

数0．9999で直線である7）。それはこの系が「表面均

一性」と「単分子層吸着」というLangmuir理論の

条件に合致するからである。飽和吸着量は4分子／単

位胞であり，ストレート孔路とジグザグ孔路の交差

部に吸着する。平衡庄をさらに増すと，吸着量が再

び増しLangmuirプロットは折れ曲がる。すなわち，

P〃椚dがP212121相になるわけである。タ21／和および

P乃椚α相ではジグザグ孔路の断面はほぼ円形のため

バラキシレンは入れないが，タ212121では，楕円形

に変形するので収容できる。Al量やカチオン種によ

ってそれぞれ挙動が異なるが，高Si／Al比ZSM－5に

おいて低温なら2種類の相転移が観察される。これ

らの相の骨格の差はαC面の重ね合わせの相違であり

intergrowthが起こりやすい。したがって，結晶はド

メイン構造を取りやすく強磁性体などと同様に履歴

現象があり，それが吸脱着等温線に現れる。吸着熱

の吸着量依存性を測定すると，転移が起こる際に井

戸となる。各相のエンタルピーは吸着量と共に低下

するが，転移はエンタルピーの高い相へ起こるため

に吸着熱に井戸が出来るわけである。タ21／〃から

P柁椚αへの転移では吸着サイトは変わらないので単

純だが，P212121相では2種類の吸着サイトがある
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ので複雑である。転移現象および各相の熱力学的パ

ラメータは吸着熱の値と統計熱力学によりすべて定

量的に求めることができた。また，転移庄の温度あ

るいはカチオン依存性も定量的に説明できる。この

研究は，従来から知られていた吸着誘起相転移を等

温線と吸着熱の測定から初めて本質的に解析した研

究である。これも先生の長年にわたる統計熱力学を

用いた吸着現象の解明があったからこそ実現した解

析例である。

ゼオライト科学への高石先生の貢献のごく一部を

分担した者として，このようなかたちでゼオライト

学会ニュースレターに拙文が掲載されたことに心か

ら感謝したい。
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Statement honorlng Pro飴ssor恥tsuo Takaishi

KarlSefr

Chemistry Department，Universlty OfHawai’i

CongratulationstoPro托ssorTetsuoTakaishi

On the occasion ofhis Seventy－Seventh Birthday！

Thereisnogreaterstatementthatcanbemade

Of a scientist than”Heloves his science．‥ When

heretiresandhecontinuestostudyscience，tOread

the prlnCipaljournals，tO think，and to write and

Publishin them，then one sees that he really

loved bis science for allof years that went

before．

Ⅰ凸rst became aware of Professor Takaishi

throughhisworkpublishedinthescient泊cjournals．

The first paper of his thatInoticedi爪VOIved

usingZn，K－A（zincandpotassiumexchangedzeolite

A）toremovephosphorus什omsilicon，SPeCifically

Phosphine and other polarimpurities什om silane，

for the preparation of ultrapure silicon
for the

Semiconductorindustry．We had an opportunity

to meet at aninternationalmeeting and had an

exciting conversation about that．Then，uPOn

Prof．Takaishi’ssuggestion，WeinHawallPrOCeeded

topreparealargeslnglecrystalofthatmaterialand

to determineits structure crystallographically・I

hopeit was usefulto Prof．Takaishi，in refining

hisideasofhowthatzeolitewasabletoselectively

remove trace
quantities ofimpurities什om silane・

Åfew
years ago，Prof．Takaishiwasin

Honolulu at aninternationalmeeting ofChemical

Societies．Hispurposewasnot，however，attendance

2545The Mall，Honolulu HI96822－2275，U．S．A．

e－mail：ksef埠gold．chem．hawaii．edu

at that meeting．It was to visit our research

groupattheUniversityofHawaii，tOtellusabout

hiscu汀entreSearChideas，andtourgeustodoan

incisive
experiment which could conBrm atheory

that he was pursulng．It was an honor to us to

have him here for that slngular purpose，andit

WaSeye－OPenlngtOmygraduatestudentstoseetbat

he was so deeplylnVOlved with his work．They

Were VerylmPreSSed．

Ihave seen Tetsuo Takaishiregularly over

the years．He has been a dinner guest at my

homein Honolulu．We spent a day togetherin

Honolulu，in thelaboratory and at dinner、a few

yearsago．WehavetalkedregularlyatIntemational

Zeolite Conferencesin cities allover the world

払rtwentyy¢arS，andwehavebeenattheirdinners，

Parties，and excursions together．

Therehavebeenmanyopportunitiestodiscuss

Our SCience seriously and
to
get silly and have

fun．

Everyoneinthezeolitecommunityworldwide

knows Professor Takaishi・Heis either showing

his big smile，Obviously
happy to be amongst his

COlleagues，Seelng the faces of theI）eOPle whose

WOrk he has studied，Or heis serious，discusslng

hisscience，Chooslnghiswordscare如11y，eXPlaining，

teaching，1istening，andlearnlng．Thatiscertainly

theimagethatIwillhaveofhiminmymindfbrever．
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ゼオ ラ イト

講習会「ゼオライトと吸着現象」参加報告

ゼオライト学会主催により毎年行われている講習

会が，平成11年度は「ゼオライトと吸着現象」とい

う題目で，5月28日に大阪市福島区の海老江西コニ

ュニティーセンターにて開催された。大阪開催にも

関わらず，東は東京・茨城，西は山口・大分と，ほ

ぼ日本全国からの参加者22名が集まった。今回はゼ

オライトヘの吸着現象をテーマに，吸着理論，ガス

吸着による表面積・細孔容積・細孔径測定法，吸着

等温線の解析法などを大阪教育大学名誉教授の近藤

精一先生から，最新の吸着理論に関する研究・解析

例を日本ベル株式会社の仲井和之先生からご講演を

戴いた。近藤先生からは，吸着等温線・吸着等温式

の説明，古典的な吸着理論からの「表面積」の算出

法，現行の吸着理論では解析できない細孔径領域の

話など，非常に多岐に渡るお話を伺うことができた。

仲井先生からは，吸着ポテンシャルから導かれた吸

着等温式とその問題点，その改善として提唱された

（26）

早稲田大学理工学部 小倉 賢

DFT〈汎密度関数法）理論に基づく細孔分布解析の方

法を詳細に説明いただいた。各講師の先生方の講演

後には質疑応答の時間が設けられ，BETとLangmuir

の「表面積」はどちらが正しいのか？そもそもゼオ

ライトの幾何学的な「表面積」とは？吸脱着曲線の

ヒステリシスに対する考え方は？メソポーラス物質

の壁の厚みの測定は？といったゼオライト特有の話

題で大変に盛り上がった。これらの質疑応答から，

結果の鵜呑みは危険であり吸着現象の中身を良く知

ることが非常に大切であることを痛感させられた。

また講演の中休みには，日本ベル（株）のご協力によ

り，吸着測定装置および磁気浮遊式天秤装置等を日

本ベル（株）大阪営業所にて見学させていただいた。

最後に，本会世話人の横浜国立大学教授辰巳 敬

先生，会場設営，資料作成，当日の会場係など大変

ご尽力いただきました日本ベル株式会社の方々にこ

の場をお借りして感謝申し上げます。
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「第7回ゼオライト夏の学校」に参加して

第7回ゼオライト夏の学校が，6月24日～26日の

3日間，長野県茅野市の東京ガス蓼科山荘にて開催

された。ちなみに第2回夏の学校もこの山荘で開催

されており，参加者の好評を得て再度東京ガスのご

好意を仰ぐことになった。今回の学校は片田先生

（鳥取大）と里川さん（東京ガス）で開催の準備にあ

たられ，参加者は講師を含めて企業から8名，大学

から38名，計46名であった。最終日は晴れたもの

の，初日，2日日は共に雨で勉強とディスカッショ

ン以外にやることがない，絶好の■■夏の学校日和‥に

恵まれた。

講演は1件あたり1時間30分で，その後に30分間

休憩というスケジュールであったが，実際には講演

中に自由に質問が許されるというスタイルのためか，

講演中に質問が相次ぎすべての講演が2時間近くか

かりそれでも議論は尽きなかった。残る議論は休憩

時間や食事中，さらには，夜の懇親会の席上でも展

開されていた。

岐阜大の窪田先生は「有機Structure－Directing

Agentと生成ゼオライトの相関」と題し，ハイシリ

カゼオライト合成における有機カチオンの役割やゼ

オライト合成に有用な有機カチオンの特性について

例を上げて詳しく説明された。特にこれから研究を

始める方にとっては有用な情報ばかりで参考になる

内容であった。

北陸先端大の佐野先生は「HZSM－5ゼオライトの

脱アルミニウムーリアルミネーション挙動」と還し

てプロトン型ZSM－5ゼオライトの脱アルミ過程につ

いて速度論的解析から得られた結論について講演さ

れた。骨格外アルミをリアルミネーションする試み

についてもお話しいただいて，大変勉強になった。

東大の尾中先生からは「有機合成屋から見たナノ

空間の活用法」という邁目で，ゼオライトやメソポ

ーラスシリケートを用いた大環状ラクトン類やポル

フイリン類の合成に関するお話をいただいた。未発
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昭和電工（株）辻 勝行

表の最新のデータを織り交ぜた大変興味深い講演で

あった。

豊橋技科大の松本先生は「吸着熱測定による細孔

性固体表面の特性化」に関する講演で吸着熱測定の

基礎から実際の測定結果から導かれる考察に至るま

で，吸着熱に関する広範な内容をご教授された。吸

着熱測定がゼオライトの解析において如何なる場合

に有用で，どのように測定されるのかが素人の私に

も十分理解できた。

京大の増田先生は「ダイナミックな手法を利用し

た触媒の活性点分布の評価」と遺して通常のNH3－

TPDの抱える問題点を解説され，活性点の分布を評

価するために先生が開発された測定方法（dc－TPD

法とdC－TPD法）について測定原理から装置，得ら

れたデータの解析結果までご説明いただいた。

広栄化学の阿部先生は「ピリジン塩基類の合成と

高選択的合成触媒プロセスの開発」と遺し，アルデ

ヒドとアンモニアからZSM－5をベースとする触媒を

用いてピリジン類を選択的に合成するプロセスにつ

いてお話しされた。開発の裏話もお聞かせいただい

て大変参考になった。

写真1広栄化学阿部先生による講議
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写真2 好天に恵まれた最終日

ポスター発表は13件で，初日にショートトークと

称した簡単な内容紹介とそれに続くフリーデイスカ

ツションの時間枠で行なわれた。お酒も手伝って議

論は盛り上がり，予定の時間だけではすべての発表

を見きれないほど内容の濃いものとなった。夜の懇

親会では発表内容に関する議論は勿論，プライベー

トな内容にまで議論はおよび，参加者がお互いの親

睦を深めることに大いに役立った。

時間配分にゆとりのある講演スケジュール，寝る

時間を気にする必要のないエンドレスディスカッシ

ョン，大先生とも気楽に話せる雰囲気，今回の夏の

学校も我々若輩者にとって大変勉強になる実り多い

イベントであった。今後も益々発展した会となるこ

とを心から期待する。最後に，会場提供および色々

な面でご支援を頂きました東京ガス株式会社，講師

の先生方および開催の準備および運営をなされた世

話人の方々に感謝申し上げます。
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第15回ゼオライト研究発表会
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第15回ゼオライト研究発表会を下記の要領で北海道北見市の市民会館で開催致します。ゼオライトおよびそ

の類縁物質の基礎と応用について新たな展開を志向します。充実した研究発表と活発な討論の場に，多数の研

究者・技術者が参加されることを期待します。この機会に奮ってご参集下さい。

主 催 ゼオライト学会

共催等（順不同）化学工学会，触媒学会，石油学会，

日本セラミック協会，日本地質学会，日本粘土学会，

日 時 平成11年10月21日（木），22日（金）

舎 埠 北見市民会館（北海道北見市常盤町2－ト10）

きバスにて北見バスターミナル下車（約45分）後，

日本イオン交換学会，日本エネルギー学会，日本化学会，

有機合成協会

JR北見駅から徒歩約10分，女満別空港から北見市内行

徒歩約10分

テーマ ゼオライトおよびその類縁化合物に関連した研究の基礎から応用まで

萱ヰ♯ 会員（主催並びに共催等の学協会の個人会員，およびゼオライト学会団体会員の法人に属する人を含

む）5，000円，学生2，000円，非会員8，000円（予稿集代を含む。当日申し受けます。）

予稿原稿持切 9月10日（金）

懇親会10月21日（木）講演終了後，会場近くにて。会費6，000円（学生3，000円）

講演の種類1）特別講演（2件），2）総合研究発表（成果がある程度まとまっている研究を総合したもの。し

たがって，既発表の研究成果であってもそ咋らをまとめた内容であればよい。討論を含めて30分），3）一般
研究発表（未発表の研究成果の発表。討論を含めて20分）

お農い 発表使用機器：OHPおよびスライド．

スライドは下図のように準備して，講演30分前までに提出して下さい．

見本
B18＿3

ZEOLITE

一一講演番号一映写番号

ー赤色に塗る

なお，やむを得ない事情で発表を取り消される場合は，

できるだけ早く下記事務局までご連絡下さい．

事務局 〒152－8550 東京都目黒区大岡山2－12－1

東京工業大学大学院理工学研究科化学専攻

小松隆之 TEL．03－5734－3532，FAX．03－5734－2758，

e－mailkomatsu＠chem．titech．ac．JP

問い合わせ先

松田 剛（北見工業大学工学部機能材料工学科

TEL．0157－26－9448，FAX．0157－26－4973，e－mail：

MATSUDんTakeshi／mtri＠king．cc．kitamトit．ac．jp）

N

（わ

王池川 罷註89号♯

1丁目

■
北見市民会館

北見市役所

重■走

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
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第84回触媒討論会A

「ミクロ・メソポーラスマテリアルの

合成と横能」セッション

日 時：1999年10月1日（金）9：00～16：15

会 場：秋田大学手形キャンパス

プログラム（講演時間 特別：60分，依頼：30分，

一般：15分）
特別講演「ミクロ，メソ多孔体：電子顕微鏡で観え

たものと観え（てい）ないもの」

（東北大院理）寺崎治

依頼講演「CIT－6：ベータ型ジンコシリケートの合

成と種々のベータ型ゼオライト合成への利用」

（三菱化学）武脇隆彦

一般講演

・「Co置換シリコアルミノホスフェート

（CoAPSO－34）の構造と機能」（大分大工）○西

口宏奉，石原達巳，滝田祐作

・「チタノシリケートメソポア分子ふるい触媒を用

いたシクロヘキセンのH202酸化」（野口研）○陸

新紅，古谷方彦，中嶋粛

・「高温排気したメソポーラスシリカの表面特性」
（名大院）○海老ケ瀬隆，川合健司，稲木喜孝，青

田寿雄，薩摩篤，服部忠

・「Y型ゼオライトの固体酸性質とパラフィン分解

活性」（鳥取大工）○景山奉書，片田直伸，丹羽

幹

・「有機基を直接導入したTトMCM－41を触媒とす
る不飽和アルコールの酸化反応」（横国大工）○

辰巳敬，A．Bbaumik

・「水熱合成スメクタイト系メソ多孔体の細孔径制
御」（東北大反応研・東北工研）○青木久里子，三

浦壮弘，白井誠之，鳥居一雄，荒井正彦

・「水熱合成スメクタイトによるチオフェン水素化

脱硫」（東北大反応研・東北工研）○湊由依，青

木久里子，白井誠之，鳥居一雄，荒井正彦

・h－ペンタンの水素異性化反応における水素のス

ピルオーバー効果：貴金属＋ゼオライトハイブリ

ッド触媒の接触状態依存性」（東大院）○草メリ俊

明，冨重圭一，藤元薫

・「Synthesis ofSSZ－31by
Dry GelConversion

MethodUsingl，6－Diazoniahexanes」（岐阜大工・

豊田中研）R．Bandyopadhyay，小川正美，窪田

好浩，杉義弘，杉本憲昭，福鴫喜章

・汀i－MCM－41を触媒とするスルフイドの不斉酸

化」（北大触化セ）○広角次朗，田中康裕，岩本

正和

・「タンタル系メソポーラス化合物の光触媒活性の
検討」（東工大資源研・CREST）○高原佳子，野

村淳子，堂免一成

・「Y型ゼオライト触媒の外表面特性と水素化分解

活性」（物質研）○佐藤剛一，西村陽一，島田広

道

・「Dry GelConversion法によるジンコシリケー

トの合成」（早大理工）○野村幹弘，菊地英一，松

方正彦

・「ゼオライトベータ細孔内に取り込まれたTEA＋

の15N－NMRによるキャラクタリゼーション」（早

大理工・秋田大工資）○松方正彦，大崎貴之，菊

地英一，中田真一

・「メソポーラスモレキュラーシープMCM－41の固

体酸性特性」（帝京科大理工）○清水広幸，大岩

宏治，早坂忠春，難波征太郎

・「有機アルミニウム化合物によるMCM－41への

Alの導入」（北陸先端大院）○高木宏之，王正宝，

近江靖則，魚住俊也，佐野庸治

・「MCM－41により吸着分割したメチルアルモキサ

ンの助触媒性能」（北陸先端大院）○萩本年，土

井恵子，魚住俊也，近江靖則，佐野庸治，曽我和

雄

・「ゼオライト外表面の触媒活性に関する研究」（北
陸先端大院・東北大院）○近江靖則，佐野庸治，

宮本明

・「銅イオン交換メソポーラスアルミノシリケート

の酸化還元および触媒特性」（長崎大工）○寺岡

靖剛，高橋基信，馬渡芳夫，瀬戸口由加子，朝長

成之，安武昭典，泉順，古川博志，森口勇，鹿

川修一

間合先：討論会参加に関する詳細は，中田（e－mail：

Snakata＠ipc．akita－u．aC．JP，TEL＆FAX．018－

889－2437）まで。または「触媒」vol．41，No．5

（1999），No．6（1999）をご参照下さい。
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日本表面科学会主催（1999年）

第20回表面科学セミナー

ー表面分析による材料評価の実照一

主 催：日本表面科学会

協 賛：ゼオライト学会ほか

日 時：1999年10月21日（木）～22日（金）

会 場：金属材料技術研究所材料試験所会議室（東

京都目黒区目黒2－3－12，TEL．03－3719・2271）

参加定員：80名（定員に達し次第締切ります）

プログラム：

10月21日（木）

・半導体の組成・構造解析事例（NIT－AT）鈴木峰晴

・化合物半導体探さ方向解析事例（JEARC）田沼繁夫

・半導体プロセス解析事例（沖エンジニアリング）
味岡恒夫

・ハードディスク解析事例（HOYA）田所信幸

・ガラスの表面解析事例（池硝子）林春夫

・触媒の解析事例（トヨタ中研）堂前和彦

10月22日（金）

・電池・電極材料の表面解析事例（都立大）金柑聖志

・脆性破面の解析事例（新日銭）鈴木茂

・鉄鋼産業における表面評価の役割（川崎製鉄）山
本公

・印刷産業における表面評価の役割〈大日本印刷）
黒田孝二

・自動車産業における表面評価の役割（日産アー

ク）志智雄之

・高分子産業における表面評価の役割（帝人）三木

暫郎

受講料：（テキスト代，

申込資格

表面科学会正会員

表面科学会維持会員

表面科学会賛助会員

表面科学会学生会員

協賛学協会会員

学生（非会員）

その他

消費税を含む）

大学・国公立 民間企業

研究所

20，000円

5，000円

30，000円

10，000円

35，000円

円

円

円

円

円

0
0
0
0
0
0
0
0
〇
一
〇
〇
〇
一
㈱

5

0

5

5

0

つ一

2

2

つJ

4

申込締切：1999年10月15日（金）

申込先：〒113－0033 東京都文京区本号2－40－13

本郷コーポレーション402

日本表面科学会 第20回表面科学セミナー係

TEL．03－3812－0266 FAX．03－3812－2897

申込方法：受講者1名につき1枚の官製ハガキまた

はFAXを使用して下記の項目を記入し，申込先

へ送付下さい。

1

2

つJ

（4

〈5

「第20回表面科学セミナー申込」

氏名（ふりがなを付けてください）

勤務先 所属

勤務先所在地（〒付記）TEL／FAX

自宅住所（〒付記）TEL／FAX

（6）連絡先（自宅または勤務先いずれかを指定）

（7）申込資格（参加費表の区分，所属学会を記入）

第10回キヤタリシススクール

主 催：触媒学会関東地区事業委員会

共 催：（株）大倉理研，〈株）島津製作所，日製産業

（株），日本電子（株），日本分光（株），ユアサアイ

オニクス（株）

協 賛：日本化学会他

期 日：11月8日（月）～12日（金）

場 所：スクーリングは早稲田大学理工学部

参加費：70，0榊円（主催／協賛学会貞），100，000円

（一般）

申込締切：定員

プログラム：

11月8日（月）

・触媒とは何か

・触媒表面化学

・電気化学触媒

・触媒反応工学

（50名）になり次第

「触媒の基礎」

（東工大工）大塚潔

（筑波大物質）中村潤児

（山梨大工）渡辺政廣

（工学院大工）五十嵐暫

11月9日（火）憎虫媒を作る，見る」

・触媒調製Ⅰ金属（埼玉大工）三浦弘

・触媒調製ⅠⅠ酸化物（静岡大工）上野晃史

・キャラクタリゼーションⅠ酸塩基（鳥取大工〉丹
羽幹

・キャラクタリゼーションⅠⅠ吸着種（東工大資源
研）野村淳子

11月10日（水）「分析実習（共催各社にて）」

・日製産業（sEM，HRTEM）

・大倉理研（昇温脱離，ガス吸着量測定）

・日本電子（sEM，HRTEM）
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・日本分光（FrIR，レーザーラマン）

・島津製作所（ⅩPS，AFM）

・ユアサアイオニクス（ガス吸着，表面積測定）

11月11日（木）憫虫媒研究一日体験

・触媒調製コース

・触媒反応コース

ゼオライト （44）

〈各研究室にて）」

・キャラクタリゼーションコース

・表面科学コース

11月12日（金）憫虫媒を使う」

・錯体触媒（東エ大工）横田宗隆

・触媒劣化（千代田化工）高塚透

・環境触媒〈北大工）岩本正和

・工業触媒（エヌ・イーケムキヤツト）室井高城
申込先：東京工業大学大学院理工学研究科物質科

学専攻 鈴木条一（〒152－8550 東京都目黒区大

岡山2－12－1TEL．03－5734－2118 FAX．03－5734－

2878 E－mail：eSuZuki＠0．CC．titech．ac．jp）

ZMPC2000

INTERNÅTIONÅL SYMPOSIUM ON

ZEOLITESÅND MICROPOROUS CRYSTÅLS

Second Circular／Callfor Papers

SendaiInternationalCenter，Sendai，Japan

August6－ウ，2000

0rganizedbyJapan Association ofZeolite

InteIⅦatiomalSymposium on Zeolites a爪d

Micropor仙S Crystals

TheOrganlZlngCommitteecordiallyinvitesyou

to participatein theInternationalSymposium

On Zeolites and Microf〉OrOuS Crystals（ZMPC

2000）．Itwillbe held during August6－9，2000

inSendai，Japan．TheJapanAssociationofZeolite

Willorganize this meeting as a continuation of

ZMPC’93 and’97．

Seope

The Symposiumis aimed at promoting the

fundamentaland applied studies of zeolites，

microporousandmesoporousmatedds，andlayered

COmPOundsIThem叫OrtOPICSOfthesymposium

Willbe：

1．Mineralogy and CrystalChemistry

2．Synthesis and Characterization

3．Ion Excha昭e and Mod捕cation

4．Adsorption，Dif知sion and Permeation

5．ComputationalChemistry

6．Intercalation and Crosslinking

7．HosトGuestInteractions，Quantum Size Ef托ct

8．Catalysis

910therApplications

Scienti爪c Program

Tbe program willco爪Sist ofpIenarylectures，

invitedlectures and contributed papers．

Ple皿ary Lec仙res

・M．W．Anderson（UMIST，UK），’’GrowthModels

OfMicroporous and Mesoporous Materials’’

・F．F如ula（France，ENSCM），”UniqueSurfaceand
Catalytic Properties of Mesoporous Alumino－

Silicates‖

・J．M．Newsam（Molecular Simulations，USA），

’’High Throughput Experimentationin Zeolite

Chemistry：Prospects for Combinatorialand

ComputationalTechniques’’

・T・J・Pinnavaia（MichiganStateUniversity，USA），

■’Mesoporous Molecular Sieves with Wormhole

Framework Stmctures’’

・T．Tatsumi（Yokohama
NationalUniversity，

Japan），川Tトcontaining Hydrophobic Zeolites

andMesoporousMolecularSievesasLiquid－Phase

Oxidation Catalysts’’

・J．Weitkamp（UniversityofStuttgart，Germany），
’’BaseCatalysisonMicroporousandMesoporous

Materials－Recent Progress and Perspectives‥

ÅPartialList ofI血Yited Le〈：turerS

D・E・Akporiaye（Norway），M・A．Camblor

（Spain），B．Chmelka（USA），J．F．Haw（USA），

R．F．Lobo（USA），L．McCusker（Switzerland），

M．Nakano（Japan），M．Payne（UK），Ⅴ．

Ramamurthy（USA），P．Ratnasamy（India），J．

Sauer（Germany），F・Sc仙th（Germany），M．

Tsapatsis（USA），R．A．van Santen（The

Nethedands），Ⅰ．Wang（ROC），0．M．Yaghi（USA），

J．Yu（China）

Ⅰ皿StrllCtion払rÅuthors

Allauthors（oralandpostersessions）a陀requeSted
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tosubmitanabstractoftwopages（1．51inespacing

On A40r8‖×11－－size paper with marglnS Of

atleast2cmiれaCameraイeadyform），i爪Cluding

tables，ngureSナand references・The first page

Shouldinclude the title ofthepaper，the name，

a爪liationandaddressoftheauthorsunderlining

the name of author to whom correspondence

Shouldbeadd陀SSed・Onthedgh‖opofthecomer

Oftheabstract，thenumberofthetopICSinthe

Scopeinwhichthepaperistobeaccommodated，

andtheauthorsIpreference（Oral，Poster，OrEither

Oralor Poster）should beindicated．

Selection of the papers and the mode of

PreSentation willbe made by the Organizlng

Committeebasedonthetwo－Pageabstracts．Four

COPleS Oftheabstract shouldbe senttoProf．A．

Miyamoto，Chairman of the Symposium，by

October31，1999．Notice ofthe acceptance and

modeofpresentation willbe senttotheauthors

byJanuary31，2000．

Proceedings

The Proceedings of the Symposium willbe

Published a托er a scientific review as a special

issueofMicroporous andMesoporousMaterials

including plenarylectures，invitedlectures，and

Oralpapers．ManuscrlPtS Willbe due at the

Symposium（August6，2000）．

Symposium Site

The Symposium willtake place at the Sendai

InternationalCenter．SendaiTanabata Festival

WillbeheldduringtheSymposium．Mainstreets

are decorated with elaborate decorations and

StreamerS attaChed to bamboo poles．

La瓜guage

Allsubmitted papers aれd presentatio爪S muSt be

in English．

Correspondence

Prof．AkiraMiyamoto，Chairman，ZMPC2000

Department of Materials Chemistry，Graduate

ScboolofE爪gineenIlg，TohokuU爪iversity，Aoba－

yamaO7，Sendai980－8579，Japan．

Facsimile＋81－22－217－7235，

Phone＋81－22－217－7233

E－mailzmpc2000＠aki．che．tohoku．ac．JP

Pre・SymI〉OSium

‖Catalys】S and Cbaracterization州AdvaれCed

Micro－and Meso－POrOuS Materials’’，August5，

2000at Cooperative Research Center，Akita

University，Akita－City，Japan・

Correspondence：Prof．S．Nakata，AkitaUniversity

Fax＆Tel．＋8ト18－889－2437，E－mailsnakata

＠ipc．akita－u．aC．JP

Post・SymPOSium

‖State－0トthe－Art Science of Micro－ and

Mesoporous Materials Synthesis‖，AugustlO－

11，2000atRihgaRoyalHotelWaseda，S上山りyuku，

Tokyo，Japan．

Correspondence：Prof．M．Matsukata，Waseda

University Fax＆Tel．＋81－3－5286－3850，E－mail

mmatsu＠mn．waseda．ac．JP

Ⅱome PageÅddress

http：〃www．zmpc2000．止i．che．tohoku．ac．JP

Key Dates

October31，1999

January31，2000

February29，2000

May31，2000

August6，2000

Deadline for extended absはact

Notice ofacceI）tanCe

Finalcircular

Deadline for registration

Symposiumbegins

Ⅰ皿ter皿ationalÅdvisoryBoard

C．R．A．Cat10W（UK），K．－J．Chao（ROC），A．

Corma（Spain），M．E．Davis（USA），W．F．

H61dedch（Gemany），T．Inui（Japan），P．A．Jacobs

（Belgium），J．M．Newsam（USA），Y．Ono（Japan），

P．Ratnasamy（India），Y．S．Uh（Korea），H．van

Bekkum（The Netherlands），J．Weitkamp

（Germany），R．Xu（China），T．Yashima（Japan），

S．Ⅰ．Zones（USA）

Orga皿】Z】山g Committee

A．Miyamoto，Chairman（Tohoku University），

0．Terasaki，Chaiman（Tohoku University），S．

Namba，Treasurer（Teikyo University of Sci．

and Tech．），M．Niwa，Publication（Tottori

University），Ⅹ．Kuroda，Publication〈Waseda

University），M．Kubo，Secretary（Tohoku

University），Y．Akai（IdemitsuKosan），Y．Arima

（Catalysts＆ChemicalsIndustries），S．Asano
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（Tosoh Corporation），S．Asaoka（Chiyoda

Corporation），T．Hattori（Nagoya University），

M．Imanari（MitsubishiChemical），H．Ishida

（AsahiChemical），M．Iwamoto（Hokkaido

U几iversity），E．Kikuchi（WasedaUniversity），T．

Muroi（N．E．Chemcat），S．Ozawa（Akita

University），H．Sato（Sumitomo Chemical），T．

Sato（ShinTohokuChemicalIndustry），K．Segawa

（SophiaUniversity），S・Shimizu（KoeiChemical），

T．Tatsumi（YokohamaNati抑alUniversity），Ⅹ．

Tsutsumi（ToyohashiUniversityofTechnology），

K．Torii（Tohoku NationalInd．Res．Inst．），H．

Uchida（ShowaDenko），K．Usui（CosmoResearch

Institute），M．Yamada（Tohoku University），S．

Yamamoto（MitsuiChemicals），A．Yamazaki

（WasedaUniversity）

2ndlnternationalSymposium on the

Deactivation and Testin90f Cata】ysts

March26－31st2000，San Francisco

SponsoredbytheAmericanChemicalSociety，

Petroleum Chemistry Division

In1995we organized the8rst symposium on

the deactivation and testing of Hydrocarbon

ProcesslngCatalysts・TheSymposiumwasquite

a success and we had alarge group discusslng

the difficulties and developmentsin testing

catalysts・Now月veyearslaterwethinkitistime

againtoreviewthe爺eldandalsolookatthenew

developmentsinthenextmillennium・Sometopics

ofspecialinterest are：Realistic deactivation of

Catalysts，Sma11scale andlow costtesting，and

CombinatorialCatalyst Research．

Preliminary Timing

Letter ofi爪tent
Sef〉temberlst，1999

Title and summary
Decemberlst，1999

ACSpre－Printpaper January15th，2000

Ifyou areinterestedto participatecontactoneof

the organizers：

・Toru
Takatsuka

ChiyodaCorporation，R＆D Center

TEL．＋8ト45－441－1283，FAX．8ト45－441－1281

E－mail：ttakatsuka＠ykh．chiyoda．co．JP

3－13Moriya－Cho，Kanagawa－ku，Yokohama

221－0022，Japan

・PaulO，connor

Akzo NobelCatalysts

TEL．＋3ト33－4676588，Fax31－33－4676154

E－mail：Paul．oconnor＠akzonobel．com

Stationsplein4，POBox247，3800AEAmersfoort

The Netherlallds

申込先：千代田化工建設（株）高塚透（〒22ト0022

横浜市神奈川区守屋町3－13 TEL．045－44ト1283

FAX・045－441－4281E－mail：ttakatsuka＠ykh．

Chiyoda．co．jp）

Ⅰ

S

S

M

M

THE2ND

INTERNAT10NAL

SYMPOSIUM ON

MESOPOROUS

MOLECULAR SIEVES

（lSMMS2000）

Quebec City，

At Loews Le Concorde Hotel

August27－September2nd，2000

in
continuation ofISMMS98．

CONFERENCE OBJECTIVE

Toprovideaforumforthemostrecentadvances

inthebloomlng抗eldofmesostructuredmaterials．

CÅLL FOR PÅPER

Contributions areinvitedin allaspects ofthe

爺eldincludingselfassemblymechanisms，Surねce

dynamics，nuCleation－grOWtb，nOVelsyntheses，

adsorption and dif軸sion，Surface mod拍cations，

newmaterialsandadsorbents，neWCatalystsand

Otherapplications・Anypresentationdealingwitb

new deve10PmentSin the related field of

macrostructured materialsis also encouraged．

CONfTRMED LECTURE又S

The technicalprogramme托atures exceptional
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1ecturers：

K．J．Balkus（Dallas）；P．G．deGennes（Paris）；

P．A．Jacobs（Leuv¢n）；C．T．Xresge（Paulsboro）；

G．D．Stucky（Santa Baねara）

as wellas seven first rate keynote speakers．

FOR MOR瓦INFORMÅTION

ForanyinformationontheISMMS2000meeting，

Please visite ourWeb site at

http：〃www・Chm．ulaval・Ca／ISMMS2000

You can also contact thecon托renceplannerby

telephoneat（418）522－81820rinNorthAmerica

（800）618－8182．

13thlnternational

Zeolite Conference

Montpe11ier，France

July8－13，2001

Important dates

2000

February

July15

0ctober20

2001

January12

March15

Mayl

July5－7

July8－13

July14－16

Second circular，Callforpapers

Submission of abstracts for full

PaPerS

Acceptance oforaland poster

PreSentations

Fu11papers due

Submission of recent research

reports

Finalcircular and programme

Pre－Con托rence Schoo1

13thIZC

Field Trip

OrganlZlng Committee
● ●

GeneralChairman

Scienti凸c Chairman

Secretary

Treasurer

Pre－Conference School

F．FAJULA

J．VEDRINE

F．DIRENZO

P．MASSIANI

M．GUISNET

FieldTrip Subcommittee P．ROCHER

A．TUEL

Finance

Publications

135

J．－P．GILSON

A．GALARNEAU

Fur仙eri皿払rmation

The second circular，February2000，Willcall

for FullPapers
and Recent Researcb Reports

and wi11containinformationonthescienti爪cand

SOCialprogramme，aCCOmmOdationandr喝istration．

For additionalinformation contact：

Francois F如ula orFrancesco DiRenzoby post

（ENSCM，8meEcoleNomale，34296Montpellier

Cedex5，France）phone（＋33（0）467144323），

fax（＋33（0）467144349）e－mail：izc13＠argon．

enscm．什

ÅCC瓦SSIN NÅNOPOROtJS

MÅTERIÅLS．ⅠⅠ

Banff，Alberta，Canada

May25－28，2000

TheOrganlZlngCommitteecordiallyinvitesyou

to
partlCIPatein the Symposium on ACCESS

IN NANOPOROUS MATERIALS
－ⅠIby

PreSe汀tinganoralpaperoraPoster・Themeeting

Willtake placein beautifulBanff，Alberta，

immediatelya氏erthe16thCanadianSymposium

On CatalysIS．It willstart on Thursday evenlng

May25，2000，and finish on Sunday，May28，

2000．

SCOPE OF MEETING

We are hoping to bring togetherinvestigators

什ommultipledisciplinestodiscusscomplementary

af〉PrOaChesandrecentadvancesinthisimportant

凸eld．Materialsofinterestareallthosewithpore

Sizeslargerthanlnm．Thisincludes：Periodic

mesoporous materials such as M41S，FSM16

and related materials，Clays，Carbon molecular

Sieves，POrOuS POlymers，SOlgelandimprinted

materials．selfassembledorganicandotherzeolite－

1ikematerials．Studiesonsynthesis，mOd泊cation，

Charactererization and applications of such

materials are welcome．
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PLENÅRY LECTUR瓦S

・Pie汀eJacobs（KULeuven，Belgium）‥Mesoporous

Materials as Catalyst Supports’’．

・KazuyukiKuroda（Waseda
University，Tokyo，

Japan）‖Structuraland Morf〉hologicalControl

OfMesoporous Molecular Sieves’■．

・JunLiu（NorthwestNationalLabりRichland，WA，

USA） ‥Synthesis and Applications of

FunctionalizedNanoporousMaterialsforSpeci鎖c

Adsorption■’・

・GalenD．Stucky（UniversityofCali払rnia－Santa

Barbara，CA，USA）’’StrategiesfortheSynthesis

OfPeriodic Meso－and Macroporous Materials”．

X五YNOTES L宜CTUR瓦S

・James Clark（University of York，UX）

’’FunctionalisedMesoporousMaterialsforGreen

Chemistry－’．

・Gu叫unLiu（UniversityofCalgary，AB，Canada）

‖Diblock and Triblock Thin Films with

Nanochannels”．

・ThomasJ．Pinnavaia（MSU，East
Lansir噂，MI，

USA）‥MesostmcturedClays払rHeterogeneous

Catalysis－’．

・JohnR．払pmeester（SteacieInstitute払rMolecular

Sciences，NRC，Ottawa，Canada）‖Probi爪g the

Pore Spacein Mesoporous Solids with NMR

Spectroscopy and Magnetic Resonance

Microimaglng’’．

Due to thelimited time we have，POtential

Participants are kindly encouraged to adhere to

the fol10Wlng deadlines：

Åccommodatiom

Themeeti昭WillbeheldattheBanffParkLodge，

222LynxStreet，P．0．Box2200，Banff，Alberta，

CanadaTOLOCO，TEL．（403）762－443，FAX．（403）

762－3553，TollFreein North America：ト800－

661－9266，E－mail：reSerVations＠banf付ark10dge

．COm．

Accommodation for the conference may be

arranged by contactingthe hoteldirectly．

ORGÅNIZING COMMITTEE

Chairman：AbdelSAYARIれanO2＠gch．ulaval．ca

Vice－Chairmen：MietekJARONIEC jaroniec＠

SCOrPio．kent．edu，ThomasJ．PINNAVAIA

PlnnaVai＠cem．msu．edu

Members：B．Gran叫ean（U．Lavai），S．Hamoudi（U．

Laval），M．Kruk（KSU），F．Larachi（U．Laval），

W．Zhang（MSU）

SCIENTIFIC COMMITTE瓦

C．J．Brinker（USA），D．Brunel（France），C．R．A．

Catlow（UK），M．Camblor（Spain），K．Chao

（Taiwan），C．G．Coe（USA），A．Corma（Spain），

C．Detellier（Canada），H．C．Foley（USA），M．

Fr6ba（Germany），S．Inagaki（Japan），K．Kaneko

（Jaf〉an），S．Komameni（USA），C．T．Kresge（USA），

R．Kumar（India），K．Kuroda（Japan），J．A．Lercher

（Germany），J・Liu（USA），Th．Maschmeyer

（TlleNetberlarlds），J．01ivier（USA），E．Prouzet

（France），J．R．Ripmeester（Canada），D．M．Ruthven

（USA），M・St6cker（Norway），G．D．Stucky（USA），

T．Tatsumi（Japan），K．K．Unger（Germany）

KEY DÅTES

Juれe7，1999

Sep．6，1999

Nov．12，1999

Dec．10，1999

Submissio爪Ofabstracts（onepage，

Single spacing）

Submission ofmanuscipts

Referee－s reports

Revised manuscripts

CO且RESPONDENCE

Dr．AbdelSayari

Department of ChemicalEngineering，Laval

University，Ste－Foy，Qc，CANADA GIK7P4

TEL．1（418）6563563，FAX．1（418）656

5卵3，E－mail：nanO2＠gch．ulaval．ca，URL

http：〃www．gch・ulaval．ca／～Sayari／nano2／

本誌Vol．16，No．2のp．70に掲載いたしまし

たrお知らせJの中で，「1stInternational

FEZA ConferenceのrInvitelecturesJ」と

「ACCESSinNANOPORUSMATERIALS－

ⅠⅠのr招待講演J」の方々の内容が入れ代わっ

ておりました。謹んでお詫び申し上げます。
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国内特許

Vo1．16，No．3（1999）

1ト56143：ペット用尿処理材およぴその製造方

法（新東北化学工業）

1ト56243：粉末茶類の製造方法及び粉末茶類

（奈良県）

1ト56741：抗菌剤入りスポンジ体（ブリヂスト

ン，ブリヂストン化成品東京）

11－56987：消臭，抗菌性粒状基材（日本水処理

技研，太平洋炭鉱）

1ト57047：酸素吸入パイプ（日本空庄システム）

1ト57371：超溝浄空気の製造方法（大陽東洋酸

素，三菱電機）

11－57413：

1ト 57462：

1ト 57470：

業）

1ト 57480：

工業）

1ト 57481：

排ガス浄イヒ触媒装置（日産自動車）

排ガス処理用の吸着剤（三浦工業）

空気浄化用触媒構造体（ダイキン工

半導体光触媒複合粒子（積水化成品

芳書族炭化水素の変換のための触媒

および方法および芳香族炭化水素の製造における

それらの使用（中国石油化工総公司，中国石油化

工総公司上海石油化工研究院）

11－57482：芳香環水素化用触媒及び軽油の水素

化処理方法（工業技術院長，夜村雄二，安田弘之，

佐藤利夫）

11－57483：e－カプロラクタム製造用触媒およぴ

これをもちいてなるe一カプロラクタムの製造方法

（住友化学工業）

11－57484：排気ガス浄化用触媒及びその使用方

法（日産自動車）

1ト57485：排気ガス浄化触媒及びこれを用いた

浄化方法（東ソー）

11－57486：ハロゲン含有触媒の製造方法（出光

興産）

1ト57490：触媒ヒータおよぴこの触媒ヒータを

使用した触媒装置（松下電器産業）

11－57698：循環式湯水殺菌吸着装置（甲斐幸博）

1ト57734：除菌浄水器（尾崎奈津夫）

11－58567：合成木村（積水樹脂）

1ト58964二

1ト 59097：

11－ 60212：

法（福岡県）

11－ 60236：

（東ソー）

11－ 60460：

1ト60514：
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可逆性感熱記藤村料（三菱製紙）

擬木〈積水樹脂）

金属酸化物構造体およぴその製造方

ゼオライト0∪－1およぴその合成方法

皮膚化粧料（花王）

低級炭化水素を原料とする芳香族化

合物の製造方法（大阪石油化学）

11－60515：工チルベンゼン製造方法（旭化成工

業）

1ト60516：メタキシレンの製造方法（帝人）

11－60531：脂環式炭化水素の多価アルコール付

加体の製造方法およぴそれに用いる触媒（日本触

媒化学工業）

11－60533：2，2－－ビス（ヒドロキシメチル）アル

カナールの製造方法（三菱化成，日本化成）

11－60577：ゼオライト合成用有機テンプレート

（昭和電工）

1ト60804：抗菌性樹脂組成物及びそれを用いた

成形品（チッソ）

11－60830：ポリオレフイン組成物（グランドポ

リマー）

1ト60861：塩化ビニル系樹脂組成物（日本油脂）

11－60983：モノマー，オリゴマー及び／またはポ

リマーインターカラントならぴに表面修飾剤と層

状物とのコインターカレーションによって形成し

たインターカレーション物及び当該インターカレ

ーションで調製したナノ合成物（アンコル
INTERN CORP）

11－61130：病害抑止型土壌（日東化学工業）

11－61209：貴金属微粒子の分散体及びその製造

方法、並びに分散体を利用した構造体デバイス及

びその製造方法（京都第一科学）

1ト61567：粉体含有ポリエステル繊雑の溶融紡

糸方法（日本エステル）

11－61569：抗菌性複合繊維（ユニチカ）

11－61708：触媒効果を用いて大気中のNOxを除

去するコンクリート製品，及びその製造方法（フ

ジコン）

1ト62049：室内面構造（大林組，内外テクノス，

武田薬品工業）

1ト66991：配線器具（松下電工）
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1ト70157：揮散性薬剤の揮散終了時点が目視可

能な機能材（レンゴー）

11－70304：速効性に優れた抗菌フィルタ材及び

その製造方法（日新製鋼）

11－70306：水域浄化設備一 水域浄化用マット，

水域浄化用マットの押え杭用案内装置，ヘドロ回

収設備および濾過式水域浄化装置の濾過村支持体

（田中産商，木村知雄）

11－70319：無機ハロゲン化ガスを含有する排ガ

スの処理方法及び処理装置（荏原製作所）

1ト70334：触媒組成物とそれを用いた芳香族炭

化水素の転化方法（東レ）

1ト70923：真空断熱材用ゲッタの包村の印刷

（三菱瓦斯化学）

1ト70987：箸袋（中国パール販売）

11－71109：複合材料およぴその製造方法ならぴ

に複合材料含有樹脂組成物（イーアイ デュボン

デニモアス アンドCO，クニミネ工業，三井デ

ュボンポリケミカル）
11－71207：金属ピリチオンを包接するセラミッ

クスの製造法（カナエ塗料）

11－71305：エチルベンゼンの製造方法（旭化成

工業）

11－71584：ガス状炭化水素を含む廃棄ガスから

炭化水素を液状で回収する方法（システムエンジ

サービス，津留祥子）

11－71803：トイレ室（イナツクス）

11－73857：絶縁ガスを含む電気装置のための吸

湿装置（ジェー ウー セーアルストム テ エデ

SA）

11－76391：創傷治癒を促進させるためのモレキ

ュラーシーブの使用（ジョンソンアンドジョン

ソンメディカルLTD）

11－76696：衣類乾燥装置（シャープ）

1ト76715：流量調節構造を有する水質浄化装置

（高城寿雄）

11－76719：空気浄化フィルタ（高砂熱学工業）

1ト76722：空気浄化フィルタ及びその製造方法

及び高度清浄装置（高砂熱学工業）

11－76806：NO2吸収剤（日立造船）

11－76810：凝集ゼオライト吸着割と－ その製造

方法およぴ工業ガスの非極低温分離での利用（セ

カSA）

11－76817：排ガスi封ヒ用触媒（日産自動車）

1ト76825：排気ガス浄化用触媒（マツダ）

11－76826：排気ガス浄化用触媒及びその製造方

法〈日産自動車）

1ト76827：排気ガスラ封ヒ装置（マツダ）

11－76828：排気ガス浄化触媒の製造方法（次世

代排ガス触媒研究所）

1ト76829：

斯）

1ト76835：

の製造方法．

オン）

1ト 76981：

メタン酸化触媒の製造方法（東邦瓦

光触媒含有アルミノ珪酸塩粒子とそ

および光触媒含有高分子固体（ライ

重金属含有廃棄物用処理剤及び重金

属含有廃棄物の安定化処理法（日本化薬）

1ト77031：紫外線殺菌浄化方法とその装置（ラ

イザー工業，信州セラミックス）

11－79194：

1ト79253：

学工業）

1ト 79254：

食品包装袋（中国パール販売）

包装体および包装材料（三井石油化

ブラウン管用ガラスの梱包方法（日

本電気硝子）

1ト79701：ガス発生装置及びガス発生装置を組

込んだシステム（佐々木学）

1ト79706：

いる組成物

1ト 79722：

11－ 79732：

高濃度酸素供給方法およぴそれに用

（三洋電横）

炭酸ガス固定用炭素粒子（ユニチカ）

膨潤性フッ素雲母粉体の製造方法

（トビー工業）

1ト79743：ホーランダイト型結晶構造を有する

メソポア多孔体及びその製造法（科学技術庁無機

材質研究所長）

11－79808：人工骨村およぴその製造方法（宇部

興産）

11－79823：銀イオン交換ゼオライトを利用した

抗菌性壁材（篠崎義男，高崎裕圭，協同組合バ

イオライトユー号）

1ト 80044：

の製造方法

1ト 80056：

化成工業）

1ト80095：

1ト80096：

1ト80144：

ジアリールメタンまたはその誘導体

（日本石油化学）

環状アルコールの分離取得方法（池

炭酸ジメチルの製造方法（日本鋼管）

炭酸ジメチルの製造方法（日本鋼管）

オレフインの選択的エポキシ化法
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（ダイソー）

11－80500：抗菌性フェノール樹脂成形材料（住

友ベークライト）

11－80615：防汚塗料組成物（旭電化工業）

11－80642：活性エネルギー線硬化型オーバープ

リントニス組成物（東洋インキ製造，凸版印刷）

11－80643：オーバープリントニス組成物（東洋

インキ製造，凸版印刷）

11－ 81014：

11－ 81568：

11－81999：

工業）

11－82000：

工業）

1ト 82192：

ゴム手袋（住友ゴム工業）

耐火屋根板（三晃金属工業）

内燃機関の排気浄化装置（本田技研

内燃機関の排気浄化装置（本田技研

エンジンの有害成分除去構造及び方

法（日本電装）

1ト82924：加熱炉等における燃焼方法および装

置（森康夫）

1ト83734：ガス検知装置及びガス検知方法（三

菱重工業）

11－84087：焼却灰の処分方法（石川島播磨重工

業）

11－89918：抗菌材料（桜井小夜子）

11－89926：ハイドロコロイドドレッシング材及

び当該ハイドロコロイドドレッシング材を用いた

機能性外用材（日東電工，シナネン，日本ケミカ

ルリサーチ）

11－ 89953：

1ト 90126：

エルブイ）

11－90127：

エルブイ）

1ト 90152：

エルブイ）
1ト 90153：

エルブイ）
11－90225：

防火戸（田中サッシュ工業）

殺菌部村を有するストレーナ（ティ

殺菌部村を有するストレーナ（ティ

殺菌部材を有する気液分離器（ティ

殺菌部材を有する気液分離器（ティ

窒素酸化物除去用酸化物触媒材料並

ぴに窒素酸化物除去方法（京セラ）

1ト90226：排気ガス浄化用触媒（日産自動車）

11－90235：ディーゼルエンジン排ガス浄化用触

媒及び浄イヒ方法（エヌイーケムキヤツト）

11－92105：酸素濃縮器（山陽電子工業）

11－92132：層間支柱を有する粘土の有機複合体

の製造方法（工業技術院長）

11－92140：ダイオキシン類および酸性物質を含

む排ガスの処理剤（青沢石灰工業）

11－92191：軽量骨村の製造方法（神戸製鋼所，

テクノリソース）

1ト92314：無機系抗菌性組成物（神東塗料）

1ト92321：線虫の活性抑制剤（旭化成工業）

11－92564：高分子量セリシンを抽出して取得す

る方法（農林水産省蚕糸 昆虫農業技術研究所，

坪内紘三，

11－ 92769：

化学工業）

11－ 92771：

1ト 92790：

11－ 93646：

本電装）

11－ 99194：

山田弘生，高額陽子）

プラスチックの油化方法（三井石油

廃油の再生方法（荏原製作所）

洗浄剤（アクアガーデンハイテック）

排気ガス浄化装置の故障診断器（日

脱臭用組成物及びそれを用いた脱臭

装置並びに脱臭方法（日本クライメイトシステム

ズ，マツダ）

1ト99315：ガスを分離するためのPSA法（レー

ルリクイッドSA プール レチエードエ レタス

プロワタシオン デプロセデジオルジュクロー

ド）

1ト99331：

合研究所，

11－99335：

11－100332：

吸着剤及びその製造方法（コスモ総

コスモ石油）

脱硝触媒（触媒化成工業）

アルキル化反応生成物の残留オレフ

イン含有量を低下させる方法（シェブロンCHEM

COエルエルシー）

11－100333：単一環芳香族炭化水素の重質モノー

アルキレートをアルキル化する方法（シェブロン

CHEM COエルエルシー）

11－100381：ジアザスピロノナニウム塩（昭和電

工）

11－100455：遠赤外線放射性発泡体，及びこれを

用いた遠赤外線放射性製品（中村康男）

11－103715：

た海洋牧場

1ト104218：

成）

11－104430：

水産生物増確媒体及びそれを利用し

（グリーンカルチャア〉

抗菌性ペースト（鐘紡，カネボウ化

気体流の分離のためのPSA法（レー

ルリクイッドSA プール レチエードエ レタス

プロワタシオン デプロセデジオルジュクロー
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ド）

1ト104431：高純度一酸化炭素の分離回収方法

（三菱化工機）

11－104459：

浦工業）

11－104462：

ス浄化方法

11－104491：

学工業）

11－104493：

ダイオキシン頬の吸着除去装置（三

排ガス浄化用触媒一吸着体及び排ガ

（日本碍子）

COおよぴNOズの酸化触媒（日本化

排気ガス浄化用触媒及び使用方法

（日産自動車）

11－106209：

1ト106308：

1ト106356：

11－106359：

成）

1ト106364：

（帝人）

11－106538：

ロー化学，

1ト106551：

活性炭及びその製造方法（三菱鉛筆）

化粧料（花王）

混合化合物の吸着分離方法（東レ）

ブタンジオールの製造方法（三菱化

ポリエステル中間原料の製造方法

発泡体の製造方法（中野敏，サンア

シヤノン）

抗菌性のスチレン系発泡性樹脂粒子

（三菱化学ビーエーエスエフ）

1ト106757：石炭液化油の安定化方法（神戸製鋼

′所，三菱化成，日商岩井，出光興産，コスモ石油）
1ト107033：抗菌性セルロース繊雑及びその製造

方法（中村憲司，中村輿司）

1ト107386：

11－107740：

11－107744：

車）

1ト108409：

1ト108500：

家屋の耐久化方法（三共薬品工業）

エンジンの排気浄化装置（マツダ）

排ガス浄化用触媒装置（トヨタ自動

全熟交換素子用素材（ダイキン工業）

空調および熱処理技術装置のための

収着装置（エレクトロルックス レジャー アプラ

イアンシイーズAG）

1ト108918：無機分離膜の検査方法（ノリタケカ

ンパニーリミテド）

1ト113387：植物栽培用吸水性樹脂及びそれを用

いた植物栽培方法（昭和電工）

1ト114359：揮発性有害物質のプラズマ分解法及

びプラズマ分解装置（工業技術院長）

11－114364：低沸点溶剤含有ガスの処理方法（東

邦化工建設）

1ト114370：排ガスの脱硝処理方法及び装置（三

菱重工業）

11－114410：蒸気吸放出材料（豊田中央研究所，

日本電装）

11－114412：油漬浄材及び油溝浄装置（三菱重工

業）

1ト114413：排ガス浄化用吸着村（日本碍子）

1ト114425：パラフィンの異性化用触媒及び異性

化方法（日本石油）

11－114549：製紙汚泥焼却灰からの水質浄化村製

造方法（日本電信電話）

11－114581：入浴水改質器（東京アオキ，駒形石

灰工業，ツカダ，ワタナベプレス）

11－116234：含水層状ケイ酸塩及び粒状非イオン

性洗浄剤組成物（ライオン）

11－116235：高純度の膨潤性フッ素雲母系鉱物及

びその製造方法，並びにこれを用いてなるポリア

ミド複合材料〈ユニチカ）

11－116238：無機物質の水性懸濁液及びその使用

（プルススタウフアーAG）

11－＝6306：セメント混和材及びそれを含有した

セメント組成物（電気化学工業）

11－116416：植物の成長促進剤及びそれを用いた

植物の栽培方法（字山静雄，比嘉健詞）

11－116463：

NV）

11－116507：

1ト116513：

法（東ソー）

11－116731：

11－117187：

種製紙）

1ト117713：

局所洗浄用組成物（ユニリーバー

吸着分離剤及び吸着分離方法（東レ）

高選択的4－ブロモスチレンの製造方

浴室内機器部村（高木産業）

乾燥用ボード及びその製造方法（特

化学書熱式吸気冷却装置（日立製作

所，中部電力）

11－123330：排ガス浄化触媒及びその製法（日野

自動車工業）

11－123331：排気ガス浄化用触媒（日産自動車）

11－128746：有機化合物変換反応に使用される新

規触媒（アンスチフランセデュペトロール）

11－128747：排気ガス浄化触媒および浄化方法

（大阪瓦斯）

11－130406：一酸化炭素の選択的除去装置及び触

媒体の作成方法（松下電器産業）

11－130422：硫酸処理精製アロフ工ン土及びその
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製造方法（活生）

11－130424：結晶性アルミノ珪酸塩の製造方法

（東燃）

1ト130425：結合剤を含有し．リチウムイオン及

び二価イオンで交換された粒状A型ゼオライトの

製造方法及び空気の吸着分離のためのその使用

（バイエルAG）

11－130426：亜鉛アルミノケイ酸塩（エア プロダ

クツアンドCHEMINC）

1ト131047：有機一粘土複合体と有機溶剤よりな

る組成物（コープケミカル）

1ト137969：水素同位体の分離・回収方法及びそ

の装置（岩谷瓦斯）

11－137981：ゼオライト膜担持用基村（ノリタケ

カンパニーリミテド）

1ト137996：排ガス浄化用触媒及びその製造方法

（トヨタ自動車）

111138005：排ガス浄化用触媒及びその製造方法

（日産自動車）

11－138006：排気ガス浄化用触媒及び浄化方法

（日産自動車）

1ト138007：排気ガス浄化用複合触媒〈本田技研

工業）

11－138008：排ガス浄化用触媒（トヨタ自動車，

豊田中央研究所）

1ト139820：

色用組成物

11－139822：

菱化成）

1ト139998：

土石油）

11－140026：

菱化成）

11－140068：

着色雲母およぴそれを用いた毛髪着

（ライオン）

結晶性酸化物及びその製造方法（三

ジアルキルナフタレンの製造法（富

力ルポン酸エステルの製造方法（三

プロピレンオキサイドの製造方法

（住友化学工業）

11－147002：

の回収方法

11－147041：

1ト147042：

元素周期表第∨＝族金属錯体化合物

（ダイセル化学工業）

排ガス浄化触媒（日野自動車工業）

ヒドロキシカルポン酸誘導体の製造

方法（三菱瓦斯化学）

11－152235：光学異性体の吸着分離方法およぴメ

ントール誘導体（東レ）

US Patent

141

USE OF COMPOSITE CÅTÅLYST FOR TIIE DISMUTÅTION

AND／OR TRANSALKYLÅTION OF ÅLXYLÅROM▲TIC

HYDROCÅRおONS，INVENTOR（s）：Alario Fabio Neuilly sur Seine，

BenazziEric】Montesson くFR）．ASSIGNEE（s）：Institut Fran
cedilla

ais
du Petrole（FR〉．PATENT NO∴5，919，995（19990706），FILED：

（19970207）

PROCESSES FOR PRODUCING ALDE打YDE ACIDS OR S▲LTS，

INVENTOR（s）：PacketlDiane L¢e South Charleston，Eisenschmid

Thomas CarlCross Lanes．Brammer MichaelAllen Hurricane，

Mah¢rJohn MichaelCharleston（US），ASSIGNEB（s）：Union Carbide

Chemicals＆Plastics Technology Corporation（US），PATENT NO∴

5，919．978（19990706），FILED：（19970415）

HYDROXIMIC ACID D瓦RIVATIV瓦S，INVENTOR（s）：Kirio Yoshi¢，

Maeda Takako，SasakiNorio．Toshima Norishige，SawaiNobumitsu，

Mi11iganBruce（JP）．PerezJoseph，VorsJean－Pierre（FR〉．GantDaniel

B・Durham（US）．ASSIGNEE〈s）：Rhone－PoulencÅgrochimi¢（FR），

PATENT NO∴5，919，825（19卵0706），FILED：（19980210）

ÅMIDE ETH瓦R C▲R捗0ⅩYLÅTE／AMIDE ETH宜且 DET瓦RGENT

COMPO5ITION．INVENTOR（s）：Sakamoto Yuichi，Hayase Taeko．

Ide Kazutoshi，Tosaka Masaki，MoriiNoriyuki，Shibata Tomoko

（JP），ASSIGNEE（s）：Kao Corporation（JP〉，PATENT NO．：5．919．749

（19990706）．FILED：（19951128）

PREPARATION OF S正CONDARY Al。KYL SIJLFÅTE P▲RTICLES

WITHIMPROVED SOLUBILITY，INVENTOR（s）：Kazuta Takaslli．

Ebihara Fukuji（JP〉．ASSIGNEE（s）：The Procter＆GambleCompany，

（US）．PATENT NO∴ 5．919．747く19990706），FILBD：（19980908）

ÅLKÅLINELIPOLYTICENZYME，INVENTOR（s〉：Hirayam＆Satoshi

くJP）．Halkier Torben（DK），ASSIGNEE（s）：Novo Nordisk A－S（DK）．

PATENT NO∴5．919、746（19990706），FILED：（1997082阜）

ZEOLITEL CATA1．YST，INVENTOR〈s）：Verduij爪Joha爪neS Pet川S，

Gelli爪gSPieterErnstOosIvoor几e（NL）．ASSIGNEE（s〉：ExxonChemical

PatentsI几C（US），PATENT NO∴ 5，919，722（19990706），FILED：

〈19970203）

MICROFILTRÅTION OF ZEOLITES，INVENTOR（s）：Potter Mark

James（US）、ASSIGNEE（s）：ExxonChemicalPateIltSInc〈US）．PATENT

NO．：5，919，721（19990706），FILED：（19950525）

COLORCLARIFICATION MET打ODS，INVENTOR（s）：SalmonSonj乱
丁り Mishra Anila R．（US）．NielseIIJack 臥（DK），ASSIGNEE（s）：

Novo Nordisk A－S（DK），Novo Nordisk Biochem North Am¢ricaInc

（US〉，PATENT NO∴5．919，697（19990706）．FILED：（19961018）

ENZYME ÅND ENZYME P牡EPÅRATION WITlI

ENDOGLUC▲NASEÅCTlVITY，INVENTOR（s）：Schulein Marlin，

Oxenb．o slashed．11Karen Margrethe、Amdersen Lene Nonboe Birker．o

Slashed．d，Lassen、S．o slashed．renFlensted，Ka叩PlnenMarkusSakaれ
NielsenJack Bech（DK），ASSIGNEE（s）：Novo Nordisk A－S（DK），

PATENT NO∴5，919，691（19990706），FILED：（19970320）

MEM＄RANES CONTAINING INORGÅNIC FILLERS ÅND

MEM丑RANE ÅND ELECTRODE ÅSSEMBLIES AND

ELECTROCHEMICÅL CELLSEMPLOYINGSAM瓦，INVENTOR（s）：

Grot Walther Gustav、Rajendran Govindarajulu（US），ASSIGNEE（s）：

EIdu Ponlde Nemours＆Company（US），PATENT NO∴5，919．5阜3

（19990706〉，FILED：（19970829）
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CONFORM▲且LE TÅPE FOR BONDING A TlIERMOPLÅSTIC

LENS BLOCKING MÅTERIÅL，INVENTOR（s）：ParishJr．William

LりMartimPhilipGりHydePatrickD・（US），ASSIGNEE（s）：Minnesota

Mi爪ing＆Manufacturing Company（US），PATENT NO．：5，919，563

（19990706〉，FILED：（19960913）

RECORDING S打EET，INVENTOR（s）：Nakano Yukihiro，Miyamoto，

Ma＄arumi，DoiYasuhiro（JP），ASSIGNEEくs）：Kao Corporation（JP）．

PATENT NO．：5，919．559く19990706），FILED：（19960923）

PLANTGROWTIIREGULÅTOR，INVENTOR（s）：MaekawaYoshio，

YoshimiYukihiko，AkiyamaTaizoh（US），ÅSSIGNEE（s〉：TakiChemical

CoLtd（JP），PATENTNO．：5，919，44＄（19990706），FILED：（19980223）

PR瓦PÅRÅTION OF CRYSTAl－LINE MICROPOROUS AND

Ml；SOPOROUS METAL SILICATES，P又ODIJCTS P文ODIJC】≡D

TI柑REBY ANDIJSETHEREOF，INVENTOR（s〉：HasenzahlSterr¢n，

Mangold Helmut，Roland Eckehart，SchoIz Mario，Thiele Georg

（DE）．ASSIGNEE（s）：DegussaAktiengeselIschart（DE），PATENTNO∴

5，919，430く19粥0706），FILED：（19970619〉

ÅMORPHOUS ÅLUMINOSILICÅTE AND PROCESS FOR

PRODUCING THESÅME，INVENTOR〈s〉：HaradaAtsushi，Funakoshi

Hajime，Ozawa Tak¢Shi（JP），ASSIGNEE（s）：Tosoh Corporation

くJP），PATENT NO．：5，919，427（19990706），FILED：（19960426）

US瓦OF S付EET SILICÅTES，INVENTOR（s）：BauerIlarald（DE），

ASSIGNEE〈s）：Clariant GmbH くDE）．PATENT NO．：5，919，371

（19990706），FILED：（19970327）

REMOVÅL OF SULFUR FROM▲HYDROCÅR＄ON STREÅM BY

LOWSEVEkITYÅDSORPTION、INVENTOR〈s）：BartekRobert（US），

ASSIGNEE（s）：Maral土10几OilCompany（US），PATENTNO．：5，919，354

（19990706），FILED：（19970513）

INTEG又AT瓦D RESIDUÅUPG又ADINGÅND FLUID CÅTÅLYTIC

CRÅCKING，INVENTOR（s）：SerrandWillibald（DE），HammoIld David

GりJacobson Mitchell，Pa呈elJobn Fり Poole Martin C．（US），

ASSIGⅣEE〈s）：Exx伽R8SearCh＆E爪gi爪eering Co叩S〉．PATENT

NO∴5，919．352（19990706），FILED：（19970717〉

PROCESS FOR TIIE PURIFICÅTION OF Å SOLUTION OF

LITnIUM S▲LTS CONTÅMINÅTED BY METAlふIC CÅTIONS

ÅND USE OF THIS PROCESSIN TIIE PRODUCTION OF

ZEOLITESEXC打ÅNG瓦D WITIILIT拙IUM，INVENTOR（s）：Moreau

Ser宰eくFR），ASSIGNEEくs）：L’AirLiquideSoci飢eAnoIlymePOurl－Etude

etl’Exploitatiom des Procedes Geo柑eS Claude（FR），PATENT NO∴

5，919，2基7（19990706）．FILED：（19961230）

PSAIIROC瓦SS FOR REMOVEL OF NITROGEN OXIDES FROM

GÅS．INVENTOR（s）：GoldenTimothyChristopher，Tay10rf；redWi11iam

（US）．Kalbassi，Mohammed Ali（GB），Schmidt William Paul（US）．

ASSIGNEE（s）：Air Products＆ChemicalsInc（US），PATENT NO∴

5，919，286（19990706），FILED：（19970306〉

DETE又G瓦NT COMPO5ITION COMIIRISING C瓦LLULASE

ENヱYME AND NONIONIC CELLULOSE ETIIER．INVENTOR（s）：

Baillely Gerard Marcel，HallRobi爪Gibson．Guedira NouトEddine

（GB），AS5IGNEE（s）：Procter＆GambleCompamyくUS），PATENTNO∴

5，919，271〈19990706），FILED：（19970630）

DEVICE FOR DRYING WETINTE又10R SURFACES OF打OLl。OW

CONTÅINERS，INVENTOR（s）：Cooke Barbara（US），ASSIGNEE（s）ニ

La L乱La La Ltd（US）．PATENT NO∴ 5，918，379（19990706〉，

FILED：（19971003）

SORおENT・BÅSED FLUID STORÅGEÅND DISPENSING VESSEL

WITn ENHÅNCED HE▲T TRÅNSF五R MEÅNS，INVENTORくs）：

Tom Glenn M．（US）．ASSIGNEE〈s）：Advanc¢d T¢Chnoloきy Materials

Inc（US）．PATENT NO∴5，917，140（19990629），FILED：（19970520〉

CÅRBON DIOXIDE PRESSURE SWING▲DSORPTION PROCESS

USING MODIFIEDÅLUMINÅ ADSORBENTS，INVENTOR（s）：

GaffneyThomasRichard，GoldenTimothyChristopher，MayorgaSteven

Gerard，BrzozowskiJeffrey Ricbard，Taylor Fred William（US）、

ASSIGNEE〈s）：Air Pro血cIs and ChemicalsInc（US），PATENT NO．：

5．917．136〈lウ990629）．FILED：（1舛61003〉

GAS CONC瓦NTRATION SENSORÅND CONTROL FOR OXYGEN

CONCENTRÅTOR UTILIZING GÅS CONC瓦NTRATION SENSOR，

INVENTORくs〉：Michaels Gregory AりBi柑nきiHomayoun（US）、

ASSIGNEE〈5）：Invacare Corporatio爪（US），PATENT NO∴5，917，135

（19粥0629〉，FILED：く19970612）

DEVICE FOR DEPOLYME又IZINGIJざEDAND WÅSTEPLÅSTICS．

INVENTOR（s）：HolighausRolr，NiemannKlaus，StreckerKlaus，U11rich

Dieter、Hecka Christian（DE），ASSIGNEE（s）：VEBA OEL AG（DE），

PÅTENT NO．：5，917．102（19990629），FILED：（1ウ970321）

METAL・LIGAND COMrLEX CÅTAl。YヱED P又OCESSESl

INVENTOR（s）：Bryant David Robert，NichoIsonJames Clair，Briggs

John Robert，Packett Diane Lee，MaherJohn Michael（US），

ASSIGNEE〈s）：Union Carbide Chemicals＆Plastics Techno10きy

Corporati州くUS）、PATENT NO．：5，917，095（19卵0629〉．FILEDニ

（19970311）

PURIFICÅTION OF．▲LPHÅ．・ÅCIDS ÅND．BETÅ．・ÅCIDS，

INVENTOR（s）：Ting Palrick LりRerlingJay R．Va一丁Sanrord Michael

AりGoldstein Henry〈US），ASSIGNEE（s）：Miller Brewing Comf〉any

（US）．PATENT NO∴5，917，093（19990629），FILED：（19971113）

METAL EXC肘ANGED ZEOLITE CÅTAIノY5TS FO又ALCO付0Ⅰ一

ÅMINATION．INVENTORくs）：VedageGaminiAna爪da，Emig Lenore

A几n，Li．Honき－Xin、Armor，Johm NelsoIl〈US），ASSIGNEE（s〉：Air

ProducIsandChemiぐalsInc（U5），PATENTNO．：5，別7．092〈19舛0629）、

FILED：く19980327）

PROCESS FOR PRO【柑CING CYCいC ET打E又SβY1．IqUID

PHAS瓦RE▲CTION．INVENTOR（s）ニChen Shien Chang，Chu Chemg

Chang，Lin Fu Shen．ChouJllne Yen，Chu Millg Hui（TW），

ASSIGNEE（s）：Dairen ChemicalCorporation（TW），PATENT NO．：

5，917．061く19990629）、FILED：（199SO428）

FLÅME・RETÅkDÅNT TlIERMOPLÅSTIC RESIN COMPOSIT10N，

INVENTOR（s〉：Sa呈ane Hiroshi．HashitaniRyukiくJP），ASSIGNEE（s）：

DaicelChemicalIndustriesLtd．TechnoPolymerCo Ltd（JP），PATENT

NO∴5，916，936（19990629），FILED：く19970324〉

PROCESS FOR PREPARING DETERGENT GRANUL瓦S，

INVENTOR（s）ニAouad Youser Georges（SR），Dickenson Hayden

Guy William（GB），ASSIGNEEくs）：The Procter＆Gamble Company

（US），PATENT NO∴5，916，867（19990629），FILED：＝9960717）

PREI＞ÅRÅTION OF LÅUNDRY DETERG瓦NT TABLETS、

INVENTOR（s）：Daγie5A】anP血illip，EdwardsSaraJane，WraigeDougIas

（GB），ASSIGNEE（s）：Lever Brothers CompaIly，Division orConopco

Inc（US〉．PATENT NO．：5、916．866（1999062ウ），FILED：（19970625）

MET桝OD OF MÅNUFACTURE OF MOLECIJLÅR SIEVES，

INVENTOR（s）：Toufar Helge，Toufar Simone（DE），Maher Philip

Kenerick．Ojo Adeola Florence，Fitc血Frank R‥8uiow Martin

（US）．ASSIGNEE〈s）：The BOC Gro叩Inc〈US），Tricat Management

GmbH〈DE），PATENTNO∴5，916，836（19990629）．FILED：く19970401）
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ANDÅRYL瓦STER，INVENTOR（s）：Ueda Youichi．Endo Yasuhiro，

Shibata Mitsuhiro，YamasakiKaori（JP），ASSIGNEE（s）：Sumitomo

ChemicalCompany Ltd（JP），PATENT NO∴5，916，683（19990629）．

FILED：（19971104）

RECORDING SHEETS FORINKJET PRINTING，INVENTOR（s）：

FrybergMario，KurzeIIRoland，HaarmannKlaus（CH〉，BlednickDia爪e

L．，Rog¢rS DanielR．（US）、ASSIGNEE（s）：Ilford AG〈CH），PATENT

NO∴5，916，673く19990629），FILED：（19970731）

SPIRAL FIXED・BED MODIJL瓦 FOR ADSORネER AND

C▲TÅLYTIC REÅCTOR．1NVENTOR（s）：PallChuen Yong

（CA），PATENT NO∴5，916，531く19990629）．FILED：（19970429）

LOW封UE PガOTO方LEÅCIIES，lNVf三NTOR（s）：Wil】ey Alan David

（US），ÅSSIGNEE（s）：The Procler＆Gamble Company（US）．PATENT

NO．：5．916，481（19990629），FILED：（1996061＄）

CÅTALYST FOR TIIE HYDROISOMERIZÅTION OF

CONT▲MINATEDfIYDROCÅRBON FEEDSTOCK，INVENTOR〈s）：

T句adaJor£eA呵andro．RomeroYildaMargot，ReyesEditoJose（VE），

ASSIGNEE（s）：Intevep，SA（VE），PATENTNO．：5，916．433（19990629），

FILED：（1卵71021〉

RBFRIGERATING OR AIR・CONDITIONING ▲PPÅRÅTUS，

INVENTOR〈s）：Yoshida Yuji，Matsuo Mitsuharu，AkiyaTakaji，Owa

Masaru，OzekiMasataka（JP），ASSIGNEE（s）：Matsushita Electric

lndustrialCo Ltd（JP），PATENT NO∴5，916．252く19990629〉，FILED：

（19971029）

HIGlICAIlÅCITY GAS STORAGE▲ND DISPENSING SYSTEM，

INVENTOR（s）：Tom Glenn M．（US），ASSIGNEE（s）：Advanced

Techno10gyMaterialsInc（US〉，PATENTNO∴5．飢6，245（19ウ90629），

FILED：〈19980407）

AIJTOMOTIVE 打YDROCARBON ADSORBER SYSTEM，

INVENTOR（s）：BuhrmasterCaroIL．，HertlWilliam．PatilMallanagouda

D．SocわaJr．Louis S．，WilliamsJimmie L．〈U5），AS5はGNEE（s）：

Corni几gIncorporated（US），PATENT NO∴5，916，133（1卵90629〉，

FILED：（19970609〉

CONT10L OF EX月▲UST EMI5SIONS FROM ÅNINTERNÅL

COMBUSTIONENGINE，INVENTOR（s）：ModicaFrankS．、BarrMark

KりHurrG¢OrgeA．，CaytonRogerH．，AlexanderBruceD・，Kretchmer

RichardA．（US）．ASSIGNEE（s〉：BPAmocoCorporation（US）、PATENT

NO∴5，916，129（19990629），FILED：（19970709）

PREFORMED OPnTIIALMIC LENS BASEBLOCK．INVENTOR（s）：

Sed10CkCarole，Min爪eaPOlisくUS），ASSIGNEE（s）：Minnesota Mi几in£

and Ma爪ufacturing Company（US〉，PATENT NO∴ 5，916，017

〈l卵90629），FILED：（19960913）

▲IR rUlIFICATION P且OCESS，INVENTOR（s）：Jain Ravi，Tse咽

ねmes X．（US），ASSIGNEE（s〉：The BOC GroupInc（US），PATENT

NO．：5，914．455（19卵0622〉．FILED：（19ウ70930）

SEPA又▲TIONOFLINEÅRF10M耳RANCfI瓦DIIYDROCÅRBONS

USING A C▲RBON MEMBRÅN瓦．INVIミNTOR（s）：Soffer Abraham．

GilronJack，CohenHaim（IL），ASSIGNEE（s）：Carbon Membra爪eSLtd

（IL〉，PATENT NO∴5，914，434（1ウウ90622）．FILED：（19970929）

PROCESS FOR PRODUCING POLYMER GRADE OLEFINS，

INVENTOR（s）：MarkerTerryL．（US）．ASSIGNEE（s）：UOPLLL（US〉，

PATENT NO∴5．914．433〈19990622），FILED：（19970722）

PROC五SSFORPRODUCINGETIIERCOMPOIJND，INVENTOR〈s）：

FujiiYasuyuki．FurugakiHisakazu．KitaKatsumi，UnoMitsuru，Tamura
Eiko．Matsumoto Hiromasa（JP），ASSIGNEE（s）：KaoCorporation（JP〉．

PATENT NO．：5，914．430（19990622），FILED：（19960705）

CYCLIC PHOSPHONITES ÅND THEIR USE

FOR ORGANIC MAT瓦RI▲LS，INVENTOR（s）：

Take10Shi．Fukuda Ka爪ako（JP〉，ASSIGNEE（s）：

ComIほ爪y Limited（JP），PATENTNO∴5．914．361

〈19970S26〉

ÅS STÅ且ILIヱERS

InuiNaoki，Kikuchi

Sumitomo Chemical

（19卵0622）．FILED：

PROCESS FOR MAKING Å HIGI‡DENSITY DETERGENT

COMPOSITION VIA POST DRYING MIXING／DENSIFICATION，

lNVENTOR（s）：DeNome Frank William．LangeJohIIFr¢derick叩S），

ASSIGNEE（s）：The Procter＆Gamble Company〈US）．PATENT

NO．：5，別4．307（19990622），FILED：（1996iO15）

PEROXYNIT太ITEBASED心LEÅCHINGSYSTEMS，INVENTOR（s）：

MadisonStephenAlan，McCallumJer¢myElliotBongardt，RojasWahl

Roy Uwe（US）．ASSIGNEE（s）：Lever Brolhers Company，DiYision

OrConopcoInc（US）．PATENT NO．：5，914，305（19990622），FILED：

（19971029〉

P宜RC▲R且0ⅩYLIC▲CIDS．INVENTOR（s）：SankeyJoh爪Phi11ip．

James Alun Pryc¢（GB）．ASSIGNEE（s）：SoIYayInterox Limiled

（GB）．PATENT NO∴5，914，303（l卵90622），FILED：（19960530）

A芯SOR芯ENTÅNDIIROCESS FOR REMOVING SULFUR OXIDES

FROM▲G▲SEOUS MIXTURE，INVENTOR（s）：Bhattacharyya

Alakananda，ForalMichaelJりReaganWilliamJ．（US〉，ASSIGNEE（s）：

BP Amoco Corporalion（US），PATENT NO．：5．914，293（19990622），

FILED：（19980403〉

POINT．OF．USE C▲TALYTIC OXIDÅTION ÅPPARATUS

▲ND METHOD FOR TRE▲TMENT OF VOC＿CONT▲INING

GÅS STRE▲MS，INVENTOR（s）：HoIst Mark R．，01ander W，Karl，

TomGle爪nM．（US）．ASSIGNEE〈s〉：ATMIEcosysCo叩（US），PATENT

NO∴5，914，091（19990622〉．FLED：（19960215〉

IMMO＄lLIヱED Bl▲NCIIED POLY▲LKYl－EN瓦IMINf：S．

INVENTOR（s）：Li爪doy Leo札ard Francis，Eaglen Peter Lewis（AU），

Alldr8dge Robert Louis（US），ASSIGNEE（s）：Melre－Inl¢r爪alionaIInc

（US）．PATENT NO．：5．914．044（19990622）．FILIミD：（19961220）

FLIIID FILTERING METIIOD，INVENTORくs）：Farley David K．

（US）．PATENT NO∴5．914，043（19990622），FILED：（19980202〉

REFOIMING PROCESS WITIIC▲TALYST PR五TRE▲TMENT，

INVENTORくs）：Wilson Charles R．，HoltermaIl爪Den】1is L．くUS），

ÅSSIGNEE〈s）：CheYrOn ChemicalCompany（US〉、PATENT NO・：

5．914．028（19990622〉．FILED：（19970110〉

SELECTIVE THERMÅL AND P日OTOOXIDATION OF

HYDROCÅk∬ONSIN ヱ五O1．ITES BY OXYGEN，INVENTOR〈s）：

FreiHei几Z〈US）、Blatter Fritz（CH）．Sun Hai（US），ASSIGNEE（s）：

The Regents or the University of California叩S）．PATENT NO・：

5，914，O13く19990622），FILED：く19970613）

PROCESS FOR T出E PURIFIC▲TION OF A CIYOGENIC

FLUID且Y FILTRATION▲ND／ORADSORPTION、INVENTOR（s）：

Gary Danie1．Lardeau Rene，Frayss¢Philippe，Caslellanet Frederic

（FR），ASSIGNEE（s）：L’Air Liquide．Soci¢はAno爪yme POurl’Etude

etl■Exp10itation des Procedes Georges Claude（FR），PATENT NO・：

5，913，893（19990622〉．FILED：（19971128）
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METIIOD FOR PURIFYING HYDROGEN BÅSED GAS MIXTIJR宜

USING▲LITIIIUM・瓦ⅩCIIANGED，ⅩZ正OLITE，INVENTOR〈s）：

Bomard Olivier，JutardJerome，Moreau Serge，Vigor Xavier（FR）．

ASSIGNEE（5）：L■Air Liqujde，Societe A80刀yme Pour L－Etude
el

L●Exploitation des Procedes Georges ClaudesくFR），PATENT NO∴

5，912，422（19990615），FILED：く19粥0121）

METIIODOFCl－EANING SOILEDF人心RICS，INVENTOR（s）：Black

Robert札（US），PÅTENT NO．：5，912，406（19990615），FILED：

〈19980520）

ENIIÅNCERS SUCH AS ÅCETOSYRINGONE．INVENTOR（s）：

SchIleider Palle，Damhus Tur¢（DK），ASSIGNEE（s）：Novo Nordisk

A／S（DK）．PATENT NO∴5，912，405（19990615〉，FILED：〈19970220）

RÅFFIN▲TE LIN苫 FLUS拝IN SIMlTLÅTED CONTINIJOUS

MOVING BED ÅDSORPTIVE SEPÅRATION PROCESS，

INVENTOR（s）：NoeRobertJ．L．（US）．ASSIGNEEくs）：UOPLLC（US），

PÅTENT NO∴5，ウ12，395（19990615），FILED：く19980209）

METALLOÅLUMINOrHOSrHÅT瓦MOL苫CULÅR SIEV瓦WITII

NOVEL CRYSTÅL MOIPnOLOGY ANDMETHÅNOL TO OLEFIN

P呼OCESS USING TI柑S柑VE，INVENTOR（s）：Barger PaulT‥

Wilson Stephem TりReynolds Thomas M・（US），ASSIGNEEくs〉：UOP

LLC（US），PATENT NO∴5，912．393（19990615），FILED：（19971209

打IG封EざFICI五NCY EPOXIDATION P又OCESS，INVENTOR（5）：

Chang Te（US），ASSIGNEE（s）：Arco CbemicalTechnology L P

（US），PATENT NO∴5，912，367（19990615），FILED：（19970701）

M瓦DIUM DENSITY CIILORINÅTEDI■OLYVINYL CIILORIDE

FO▲M AND PROCESS FOR PREI＞ÅRING，INVENTOR〈s）：

D¢tt¢rman Robert EdwillくUS），PATENT NO∴5，912，277（19990615）、

FILED：（19980203）

LÅUNDRY D苫丁瓦RGENT COMPOSITION COMPRISING

SU且STÅNTI▲LLY W▲TER・INSOLl！BLE rOLYMERIC DYE

TRÅNSFERIN‡ⅠIBITING AGENT．INVENTOR（s）：Van Leeuwen

PetrusJohannes（NL），Co爪VentS AndreChristian，Busch Alfred，Cachet

Thierry Laurent，Joos Conny Erna Alice（BE），ASSIGNEE〈s）：

Procter＆GambleCompany（US〉，PATENTNO・：5，912，221〈19990615），

FILED：（19970620）

LOW FOAMINGÅUTOMÅTIC DISHWÅSHING COMPOSITIONS．

INVENTOR（s）：Chatt¢りee Kuntal，Scheper William Michael（US），

ASSIGNEE（s）：The Procter＆Gamble Company（US〉，PATENT

NO∴5．912，218（19990615），FILED：〈19961212）

LIJ耳RICÅTING OIL COMPOSITION，INVENTOR（s）：l呈araShi

Jj刀ic払MatsuyaJna Yoko．Sbika‡a刀iYuta女a，Yo5hida To5血io（JP）、

ASSIGNEE〈s）：Nippon OilCo Ltd（JP），PATENT NO∴ 5－912、212

（19990615〉，FILED：（19961218）

MULTI・LÅY正RED SOLID COMBUSTIBLE ▲RTICLE ÅNDITS

MÅNIJFÅCTIJRE，INVENTOR（s）：KimJon基－Hyun、Cirli爪Eun－Hee

（US），ASSIGNEE（s）：Suf〉ernOVa Clean World（US），PATENT NO∴

5，912，192（19ウウ0615），FILED：く19980828）

PROCESS FOR PREPÅRING ALKYL T正RT・鼓UTYL ETIIERS

AND Dl・N－＄UTENE FROM FIELD BUTÅNES，INVENTOR（s）：

NierlichFranz，OlbrichPaul，DrosteWilhelm，MuellerRichard，Toetsch

Walter〈DE），ASSIGNEE（s）：HuelsAktiengesellschart（DE〉．PATENT

NO∴5，912，191（19990615），FILED：（19970724）

ÅLXÅLINE C瓦LLULASES，INVENTOR（s）：VOn der Osten Claus．

Schulein Martin（DK），ASSIGNEE（s）：Novo Nordisk A／S（DK），

PATENT NO∴5，912，157（19990615），FILED：（19960909〉

METIlODS OF M瓦ÅSURINGÅNÅLYTES WITII耳▲RRIE又WEBS，

INVENTOR（s）二CaldwellJ．Michael（US），ASSIGNEE（s）：Next¢C

ApplicationsInc（US），PATENT NO∴5，912，116（19卵0615），FILED：

〈i9950607〉

RECORDING MATERIÅL AND PRODUCTION METIlOD

TIIEREOF，INVENTOR〈s）：ItoKatsuya，ⅩotaniToru．SuzukiToshitake

（JP），ASSIGNEE（s）：ToyoI】osekiKabushikiKaisha（JP）．PATENT

NO∴5．ウ12，085（19990615），FILED：く19960607）

COMPOSITlONS FOR REDUCING BODY ODOR，INVENTORくs）：

Trinh Toan、Bartolo Robert GreきOry，Dodd MichaelTbomas．Lucas

Juliet Marie、Buckner Robin Yaき¢r，Kajs Theresa Marie（US），

ASSIGNEE（s）：The Procter＆Gamble Company（US），PÅTENT

NO∴5．911，976（19990615〉，FILED：（19971008〉

METHOD FOR MAXING ZEOLITE SSZ－44，INVENTOR（s）：

Nakagawa Y11mi（US）．ASSIGNEE〈s）：Chevron ChemicalCompany

LLC（US）．PATENT NO∴5，911，968〈19990615），FILED：（19970908

PROCESS FOR PURIFYING EX打ÅUST GÅS瓦S，INVENTOR（s）：

MiyoshiNaoto．Matsumoto Shinichi，Tanizawa Tsu爪eyuki，Ⅰ印Chi

Satoshi．Tanaka Toshiaki、Takeshima Shinichi，Kanazawa Takaaki，

HayashiTakahiro，SaikiMotohisa，Dohmae Kazuhiko，Yamazaki

Kiyoshi，SuzukiTadashi，Kasahara Koichi，TateishiSyuji（JP），

ASSIGNEE（s）：CatalerIndustrialCo Ltd，KabushikiKaisha Toyota

Chuo Xenkyu5ho．ToyolaJidosba XabwshikiKaisha（JP）．PATENT

NO∴5，911，960（19990615），FILED：（1卵51017）

METIlOD OF PURIFYING GÅSES CONTÅINING NITROG五N

OXIDES ▲ND ÅN APPARÅTUS FOR PURIFYING GÅSESIN A

STEÅM GENERATION BOILER．INVENTOR（s）：VielLamare

Charles，Hiltullen Matti〈FI〉，Lee Yam（US），ASSIGNEE（s〉ニFoster

WheelerEnerきiaOy〈FI）、PATENTNO．：5，911，956（199ウ0615），FILED：

（19971126）

METIIOD AND APP▲RÅTIJS FOR TRIGGERING AN ARTICLE

CONTAINING AN OXIDIZABLE ORGÅNIC COMPOUND，

INVENTOR（s〉：Becrart MichaelLり Sylvia R．Karina，Thomas

Jerrrey A．（US），ASSIGNEE（s）：CryovacInc（US），PATENT NO・：

5．911．910（19990615）．FILED：〈19971029〉

INSITU ZEOLITE FILTER＄ED SYSTEM FOR THE REMOVÅL

OFMETÅL CONTAMINANTS，INVENTORくs）：RoseJameAnne（US）．

PATENT NO∴5，911．876（19990615），FILED：（19971020）

SYSTEM FOR GEOTHERMAL PRODIJCTION OFELECTRICITY，

INVENTOR（s〉：Sllne11James H．（US〉，PATENT NO．：5，911．684

（19990615〉、FILED：（19970829）

EXHÅUST GASI■URIFYING APPÅRÅTU5；ÅND METIIOD FOR

INTERNAL COMBUSTIONENGINE，INVENTOR〈s）：TaIlakaHiroshi．

110u Takaaki（JP〉，ASSIGNEE（s）：ToyotaJidosha KabushikiKaisba

〈JP），PATENT NO∴5、911，68i（19990615），FILED：（19970603）

VACIJUM STÅBILIZER ÅND METlIOD FOR TlIE

MÅNUFÅCTIJRE TIIEREOF，INVENTOR（s）こ Porta Pao10 De11a．

ManiniPaolo，Be110niFortunato，Ferrario Brl】mOく汀）．ASSIGNEE〈s）：

SaesG¢tterS S PA（汀）．PATENTNO∴5．911，336（19990615〉，FILED：

（19960607）

DETERGENT ÅND DISPERSÅNT COMI＞OSITIONS FROM HIGII

TEMPERATURE POLYMERIZÅTIONPRODUCTS，INVENTOR（s）：

FreemanMichaelBeれnet1．LarsoIIGaryRobert，MerrittRichardFoster，

PaikYiHyon，ShulmanJam Edward，SwiftGraha恥WilczynskiRoberl

（US〉，ASSIGNEE（s）：Rohm and Haas ComI）any〈US），PATENT NO∴

5、910．531（19990608〉，FILED：〈19970210）
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RECORDING SHE五T ANDIMÅG瓦 FORMING METHOD．

INVENTOR（s）：KobayashiTakashi，Nomura Tatsuya（JP），

ASSIGNEE（s）：FujiPhotoFilmCoLtd（JP）．PATENTNO∴5，91仇359

（19990608），FILED：（19961003〉

ERS・1〈lZEOLITEÅNI〉 PROCESS FORITS PREPARATION，

INVENTOR（s）：CarluccioLuciano，MilliniRoberto，Be11ussiGiuseppe

（IT），ASSIGNEE（s）：Eniricerche Sp AくIT〉，PATENTNO．：5，910，299

（1粥90608），FILED：（1卵70305）

EX打AIJST MÅNÅG正MENT SYSTBM CONTROL，INVENTORくs）：

Hemingway Mark DaYid，Pamphili＄NicbolasÅlexander（US）．

ASSIGNEE（s）：GeneralMotors Corporation（US），PATENT NO∴

5，910，293（19990608），FILED：（19970722〉

METはOD FO且 WAT瓦R REMOV▲L FROM CORROSIVE GÅS

STR瓦AMS．INVENTOR（s）こAIvarezJr．Daniel，SpiegelmaれJeffrey

J．くUS），ASSIGNEE（s）：AeronexInc（US〉，PATENT NO．：5，910，292

（19990608），FILED：（19970819）

SURGERY PLUME FILTER DEVICE ▲ND METfIOD OF

FILT五RING，INVENTOR（s）：SkallaRandyMarc，AhrensCarlAustin，

GarnerJr．RobertKeith，WilkinsonB柑dleyCarl（US）．ASSIGNEE〈s〉：

EnviroSurgicalInc（US）．PATENTNO．：5、910，291（19990608〉，FILEDニ

（19960603）

ELECTRORHEOLOGICÅL FLUID COMPOSITIONINCLUDING

拝YDROCARβON COMPOUND HAVING AT LEA5T ONE

UNS▲TIJR▲TED且OND，INVENTOR（s）こOno Sa10ru．Aizawa Ryuji，

Asako Yoshinobu（JP），ASSIGNEE〈s）：Nippon ShokubaiCo Ltd（JP）．

PATENT NO∴5，910．269（199ウ0608〉，FILED：〈19970519）

FCC UNIT CÅTALYST STRIPPER，INVENTOR（s〉：Senior Richard

C．．Sma11ey Chris10Pher G．，Holta几Timothy P．（US）．ASSIGNEE〈s）：

MobilOilCorporation（US），PATENT NO∴5，910．240（1卵90608），

FILED：（19980901）

REFRIGERÅTINGÅPPÅRÅTIIS．INVENTOR（s）：Fujita Makoto．

Amo Yoshikazu（JP），PATENT NO∴5，910，161（19990608）．FILED：

（19970402）

DIFUNCTIONAL CÅTÅLYST EFFECTIV正 lN WAX

打YDROISOMERIヱÅTION AND rROCESS FOR PR瓦PARING

IT．INVENTOR〈s〉：CaratiAngela，FlegoCrisli几a，CalemmaVincenzo

（IT）．ASSIGNEE（s）こAgjp PelrOliS p A，E8iricercbe S p A（1T）．

PATENT NO∴5，908，968（19990601），FILED：（19971120）

C▲TÅLYST BÅSED ON▲ MORDENITE ZEOLITE MODIFIED

WITIICERIUM，▲NDITSIJSEIN TH正ISOMERISATION OF

ANÅROMATIC CSCUT，INVENTOR（s）：BeIlaZZiEric．Alario Fabio，

Marcilly Christia爪（FR）．ASSIGNEE（s）：Ins【i【山Fra几Cais du Petrole

（FR），PATENT NO∴5，908，967（19990601）．FILED：（19960724）

METHOD FOR PRODUCING TRIMETIIY1．HYDROQUINONE

DIESTER，INVENTOR（s）：TakahashiIkuo，CbikamoriMasahiro（JP），

ASSIGNEE（s）：DaicelChemicalIn血stries Ltd（JP），PATENT NO・：

5，908．956（19990601）．FILED：（19971217）

PROC五SS FOR PR瓦PARATION OF EPOXY COMPOUNDS

ESSENTIÅLLY FR五E OF ORGÅNIC flÅLID瓦S，INVENTOR（s）こ

Au A爪drew TりNafzigerJ．Lowell（US），ASSIGNEE（s）：The Dow

ChemicalCompany（US），PATENTNO∴5，908，943（19990601），FILED：

（19961008）

CO▲TED MET▲L FLUORIDE P▲RTICLES AND A DENT▲L

COMPOSIT10N CONTAINING COÅTED MET▲L FLUORIDE

P▲RTICl。ES，INVENTOR（s）：Kawashima Mitsunobu，Hino Kenichi

（JP），ASSIGNEEくs）：Kuraray Co Ltd（JP），PATENT NO∴5，908，879

〈19押0601）．FILED：（1卯70725）

COLON ORILEUM・SPECIFIC STEROID DERIVATIVES．

INVENTOR（s）こBrattsand Ralph Lennart，Edman Peter，Hogberg

Thomas，Nilsson Stinabritt、Thalen Bror Arne．UlmiusJan Erik

（SE），ASSIGNEE（s）：AktiebolagetAstra（SE〉，PATENTNO∴5，90S，833

（19990601），FILED：〈19961213）

MICROPOROUS CRYSTALLINE M▲TERI▲L，A r10CESS FOR

ITS PREPÅRATION ▲ND ITS USE IN DETERGENT

COMPOSITIONS、INVENTOR（s〉：Zatta Agostino．MatlioliPier

Domenico，RabaioliMaria Roberta．RadiciPierino，Aiel10 Rosario．

Crea Fortunato（IT），ASSIGNEE（s）：Condea A叩uSta S p A（IT），

PATENT NO∴5，908，823く19990601）．FILED：（19970626）

DY瓦 TRANSFER INIlI耳ITING COMPOSITIONS WIT打

SPECIFICALLY SELECTED META1．LO CATALYSTS，

INVENTOR（s）：Labeque Regi爪e，Jo血nsto乃James Pyott（BE），

ASSIGNEE（s〉：Procter＆Gamble CompanyくUS〉，PATENT NO．：

5，908，821〈19990601）．FILED：（19961111）

PEROXYÅCIDS、INVENTOR（s）：OakesJobn，Thornthwaite David

William（GB〉．ASSIGNEE（s〉：LeverBrothersCompanyくUS），PATENT

NO∴5，908，ぎ20く19990601），FILED：（19ウdiO24）

LUBRICATING OIL FOR COMPR瓦SSION－TYPE

REFRIGERÅTORS，INVENTOR（s）：Egawa Tatsuya，Kawaguchi

Yasu11iro，TeradaIzumi，ShimizuNobuaki（JP）．ASSIGNEE（s）：IdemilSu

Kosan Co Lld（JP）．PATENT NO∴ 5，908，818（19990601），FILED：

（19960517〉

COPPER・SILVER ZEOLITE CÅTÅLYSTS、INVENTOR（s）：Kbaras

KarlC．C．（US）．ASSIGNEE〈s）：ASECManuracturing（US），PATENT

NO∴5．908，806〈19990601）．FILED：（19970516）

0ⅩYGEN ▲芯SOR”NG RESIN，DEOXIDIZING MIJLTトLÅYER

STRUCTURE USING RESIN，ÅND PÅCK▲GING CONT▲INER，

INVENTOR（s）：OtakiRyoji，Kashiba Takashi，Ito Yoshiki（JP），

ASSIGNEE〈s）：MitsubishiGasChemicalCompanyInc（JP〉，PATENT

NO．：5．908，676〈19990601）．FILED：（19970630〉

M瓦TlIOD FOR MODIFYING AROMÅ・CONTAINING GÅS，

INVENTOR（s）：SakanoTadaaki（JP）、ASSIGNEE（s）：AjinomotoGeneral

FoodsInc くJP〉、PATENT NO∴ 5．908．652（19990601）．FILED：

（19971209）

ANIMAL FEED CONTAINIⅣG MOl－AS5E5 おENTONITE AND

ZEOLITE．INVENTORくs）：Kemp Philip WりNo昭ber Thomas Hall

〈AU），PATENT NO∴5，908，634（19990601）．FILED：（19961114）

PROCESS FOR PRODUCING CIILOlINE、lNVENTOR（s〉：Abekawa

Hiroaki．Ito Yoshiaki，HibiTakuo（JP）．ASSIGNEE（s）：Sumi10mO

ChemicalCo Lld（JP〉、PATENTNO∴5．90甚，607（19990601）．FILED：

（19970SOS）

M瓦丁杜OD FOR PRODUCING nYDROGEN IIÅLIDE ▲ND

OXYGEN，INVENTOR（s〉：Tange Kyoichi（JP），ASSIGNEE（s〉：Toyota

Jidosha KabushikiKaishaくJP），PÅTENT NO∴5，908、606（19990601〉，

FILED：（19980911）
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▲PPARÅTUS FOR GROWING ZEOLITE CRYSTÅLS FROM AN

AQUEOUS SOLUTION，INVENTOR〈s〉：StenzelChristia爪，Lenski

Harald，Wiesbeck Werner，Demmerle Frank（DE），ASSIGNEE（s）：

Dornier GmbHくDE）．PATENT NO∴5，908，604（19990601），FILED：

（19961223）

PROCESSOFMAKINGPOl。YPROPYL正NEFI≠ER，INVENTOR（s）：

Gow几der MohallRり Zamora E血ardo E．．NguyenJay くUS），

ASSIGNEE（s）：Fina Technolo甚yInc（US），PATENT NO．：5，908．594

（19990601），FILED：（19970924）

YTTRIUM CONTAINING ZEOLIT宜Y CRÅCKING CATALYST．

INVENTOR（s）：Chitnis Girish K．，KowalskiJocelyn A．（US），

ASSIGNEE（s〉：Mobi10ilCorporation（US）．PATENTNO．：5，908，547

（19990601），FILED：（19930715）

ÅCTIVÅTED CLÅY COMPOSITION ÅND M宜THOD，

INVENTOR（s）：Brooks David DりHansen Darlene M・，Shaked Dov

（US），ASSIGNEEくs〉：Oil－DriCorf10ration ofAmerica（US），PATENT

NO∴5．908，500（19990601），FILED：く19970806）

ORGÅNIC

SOLVENT

Mikio．Seki

Engineering

（19990601），

SOLVENT RECOVERING SYSTEM ÅND ORGÅNIC

RECOVERING METIlOD，INVENTOR（s）：Akamalsu

Kenji，Hata Taketo（JP），ASSIGNEE（s）：Toho Chemical

and Construclion Co Ltd（JP），PATENT NO．：5．908．490

FILED：〈19980112）

DEVICE STRUCTIJRE FORIONTOPVORESIS，INVENTOR（s〉：

Higo Nar血ito，ÅdachiHirotoshi，Meno TalSuya（JP），ASSIGNEE（s）：

Hisamitsu Pharmac¢uticalCoInc（JP）PATENT NO∴ 5－908，400

（1卵90601），FILED：（19970620）

DEHUMIDIFYING POUC札INVENTOR（s〉：Cuna皿anJoaquin Paz．

Heaner David Prince，Hanlon DavidJ．くUS），ASSIGNEE（s）：Telra

Techno10giesInc〈US）．PATENTNO∴5．907，90S（19990601），FILED：

（19ウ71001）

LOWIPRESSUR瓦 MERClTIY VÅPOUR DISC11ÅRGE LAMP，

INVENTOR（s）：Ligt血art Fra爪CiscusノLSりVan Den80呈ert Wiiiem

J．，Van HaastrechtJoIlanneS Tユ，Kais¢rRenateくDE〉，ASSIGNEE（s）：

U S Philips Corf〉Oration（US〉，PÅTENT NO．：5，907，216（19990525）．

FILED：く19950713）

METlIOD AND▲PP▲RÅTUS FOR TREÅTMENT OF FREON G▲S，

INVENTOR（5）：Harashima KeiichiくJP），ASSIGNEE（s）：NEC

Corporation（JP），PATENT NO∴5，907，077（19990525）、FILED：

〈19970314）

PROC瓦SS FOR SELECTIVELY SEPÅRÅTING付YDROGEN，

OR BOTIIⅥYDROGEN ÅND CAR芯ON MONOXIDE FROM

OLEFINIC HYDROCARBONS．INVENTOR（s〉：Ou Di－Yi．Vaughn

Steph¢n Neil，DamielLawrence GilbertくUS〉，ASSIGNEE（s）：Exxon

ChemicalPatentsInc（US），PATENT NO∴ 5，907，076く199ウ0525），

FILED：（19970623）

SOLID ▲CID SUP瓦RCRITICÅL ÅLKYLÅTION REÅCTIONS

USING C▲RBON DIOXIDE ÅND／OR OTHER CO・SOLVENTS，

INVENTOR（s）：Subramaniam Bala，Clark MichaelC．（US），

ASSIGNEEくs〉：TheUniversilyOfKansas（US〉，PATENTNO∴5，907，075

〈19990525〉，FILED：（19970611）

CATÅLY5T COMPOSITION ÅND PROCESSES T打EREFOR

ÅND TIIEREWITII，INVENTOR（s）：Wu An－hsiang，Drake Charles

Å．（US），ASSIGNEE〈s）：Phillips PelrOl¢um Company（US），PATENT

NO∴5，907，074（19990525）．FILED：（19970113）

ÅROM▲TICALKYLÅTIONPROCESS，INVENTOR（s）：GhoshAshim

Kumar（US），ASSIGNEE（s）：FinaTechno10gyInc（US）．PÅTENTNO∴

5，907，073（19990525）．FILED：（19980224）

MULTI・ST▲GE PROCESS FOR TREATING N・PÅR▲FFINS，

INVENTOR（s）：Ramirez de Agudelo Maria Magdalena くVE），

ASSIGNEE（s）ニInleveP．SA（VE），PATENTNO∴5，907，072（19990525），

FILED：〈19971202）

PROCESS FOR THE POLYMERIZ▲TION OF CYCLIC ET‡IER，

lNVENTOR（s）こSetoyamaTohru，KabataYoshio，Kanagawa，Kobayashi

MitsuharuくJP），ASSIGNEE（s）こMitsubishiChemicalCorporationくJP〉，

PATENT NO∴5、907．054〈19990525），FILED：く19970602）

CATALYST FOR PURIFYING AUTOMOBILE EXはÅUSTS AND

M定丁打ODOFMÅNUFÅCTURINGT¶ECÅTALYST，lNVENTOR〈s）：

ParkSang－Cheo1．PakCha爪－ho（KR），ASSIGNEE（s）：Samsu爪gEleclro－

MechanicsCoLtd（KR）．PATENTNO∴5．906，95阜（19990525）．FILED：

（19961011〉

CATÅLYST FO又 POLYMERIZATION OF ÅN OLEFIN，

ÅND METHOD FOR PRODIJCING AN Ol一瓦FIN POLYMER，

INVENTORくs〉：Hamura Satoshi，Yasuda Hisami，Yoshida Toru，Sato

Morihiko（JP）、ASSIGNEE（s）：TosohCorporation〈JP），PATENTNO∴

5．906、955（19990525〉、FILD：（19971216）

INJECTION MOLDEDÅRTICLE USED WITIIPHOTOSENSITIVE

MÅTERIÅL，INVENTOR（s）：Akao Mutsuo（JP），ASSIGNEE（s）：Fuji

PhotoFilmCo Ltd〈JP〉，PATENTNO．：5，906．813（19990525〉、FILED：

（19970623〉

PROCESS FOR REMOVING AMMONIÅFROM G▲SIFICÅTION

GAS，INVENTOR（s）：LepI〉alahliJukka（FI）．ASSIGNEE（s）：Valto爪

Tekni11ine爪Tutkismuskeskus〈FI），PATENTNO∴5，906，803（19990525），

FILED：（19970620）

FILTER WITh ZEOLITIC ▲DSORBENT ATTÅCIIED TO

INDIVIDUÅL EXPOSED SURFÅCES OF AN ELECTRET・

TRE▲TED FI芯ROUS MÅTRIX，INVENTOR（s〉：Cohen B¢rnard，

Jameson Lee Kirby（US）、ASSIGNEE〈s）：Kimberly Clark Worldwide

Inc（US〉．PATENT NO∴5、906，743（19990525），FILED：（19950524）

PROCESS SCHEME FOR rROCESSING SOUR FEED IN

ISOMERIZATION DEWAXING．INVENTORくs）：Chou Tai－Stlen筈

（US），ASSIGNEE（s）：Mobi10ilCorf〉Oralion（US〉，PATENT NO∴

5．906，729（19990525〉，FILEDニ（19971208）

PROCESS FORINCREÅSED OLEFIN YIEl－DS f■ROM HEAVY

FEEDSTOCKS、INVENTOR（s）：Iaccino Larry Lee，Coute Nicolas

P．〈US），ASSIGNEE（s）：Exxon ChemicalPate几tSInc（US），PATENT

NO∴5，906，728（19990525）、FILED：（19960823〉

ÅIR PURIFICÅTION PROCESS，INVENTOR（s）：Jain Ravi，Tsenき

James K．〈US〉，ASSIGNEE（s）：The BOC GroupInc〈US）．PATENT

NO∴5，906，675（19990525），FILED：〈19り70930）

PROCESS AND ÅPPÅRATUS FOR SEPÅRÅTING GÅS

MIXTIJRES，INVENTORくs）：Tan Ziming，ToppelKar10．（US），

ASSIGNEE（s）：The BOC GroupInc（US），PATENT NO．：5，906，674

〈19990525），FILED：（19971216）

PRESSURE SWING SYSTEM WITIIAIJXILIÅRY ÅDSOR芯ENT

BED、INVENTORくs）：ReinholdIlI，Herbert W．．Huber Mark，King

David R．（US）、ASSIGNEE（s）：Nitrotec Co叩OrationくUS），PATENT

NO．：5，906，673（19990525）．FILED：〈19970515）
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CLOS瓦D・LOOP FEED且ACK CONTROL FOR OXYGEN

CONCENTRATOR，INVENTOR（s）：MichaeIs Gregory A．，Birangi

Homayoun，Polaseck David D．（US）、ASSIGNEE（s）：Invacare

Corporation（US）．PATENT NO∴5，906．672く19990525）．FILED：

（19970612〉

OPTIC▲LILLUMINÅTIONDEVIC軋INVENTOR（s）：MoriTakashi，

YamadaJin，NagatsukaJun，Hasegawa Shinichi，Hagiwara Shigeru

（JP），ASSIGNEE（s）：NikonCorporatio几（JP〉，PATIミNTNO．：5，906．429

（19990525），FILED：（19970725）

PROC瓦SS FOR THE ISOM瓦RIZATION OF P▲RÅFFINS，

INVENTOR（s〉：Galperin Leonid B．（US）．ASSIGNEE（s〉：UOP LLC

（US），PATENT NO∴5，905，181（19990518），FILED：（19971229）

HYDROC▲RBON CONVERSION CAT▲LYST COMPOSITION

AND PROCESSIミS TIIEREFORANDTIIEREWrr札INVENTOR（s）：

Drake Charles A．、Wu An－hsiang（US）．ASSIGNEE（s）：Phi11ips

Pelroleum Compa爪y（US），PATENT NO∴5，905．179（19卵051S），

FILED：（19981014）

M瓦丁出OD OF PRODIJCING l，4・BUTÅNEDIO1． ÅND

TETRÅHYDROFURAN F又OM FURÅN，INVENTOR（s〉：FischerRolf，

Pinkos Rolr（DE），ASSIGNEE（s）：BASF Aktieng¢Sellschaft（DE），

PATENT NO．：5．905，159（19990518）．FILED：（19970916）

はETEROCYCLIC 恭ⅠÅRYL COMPOUNDS AND

PHARMACEUTICÅL／COSMETIC COMPOSITIONS COMPRISED

T打EREOF．INVENTORくs）：Diaz Philippe，Nice，Thoreau Etienne

（FR〉，ASSIGNEE〈s）：Ce几tre Imternational De Recherches

DermatologiquesGalderma（FR），PÅTENTNO∴5，905，088（19990518），

FILED：（19970630）

SYSTEM FOR DELIVERING HYDROPHOBIC LIQUID BLEACH

ÅCTIVÅTORS，lNVENTORくs）：ChapmanBenjaminEdgar，TriIlhToan

（US），ASSIGNEE（s）：Procter＆GambleCompanyくUS）．PATENTNO∴

5，905，067（19990518），FILED：（199SO127）

HYDROTRE▲TING CÅTÅLYST COMPOSITIONÅNDPROCESSES

TIIEREFORÅND THEREWITII，INVENTOR（s）：Wu An－hsiang，

DrakeCharles A．（US），PATENTNO∴5．905，051（19990518）．FILED：

（l卵70604）

LIQUID SEPTIC TÅNK TREÅTMENT COMPOSITION．

INVENTOR（s）：CooneyJr．Edward Matthew．Smia10Wicz Dennis

Thomas，TobeyJr．JamesF．，JiminezLuiz（US），ASSIGNEE（s）ニReckilt

＆ColmamInc．TobeyJr．James F．（US），PATENT NO∴5，905．037

（19舛0518），FILED：（1996080S）

PVÅ．方ASE TIIERMOPL▲STIC COPOLYMER ÅND ITS

PkODUCTIONI■ROCESS ÅND USE．INVENTORくs〉：Hanada

Kazuyuki，KuriyamaKatsumi（JP），ASSIGNEE（s）：DainichiseikaColor

＆Chemicals Mfg Co Ltd，Ukima Co10ur＆Chemicals Mrg Co Ltd

（JP）．PATENT NO∴5．904，974〈1卵90518），FILED：（19970625）

MET打OD AND AI＞PÅRATUS FOR TREÅTING ÅN ARTICLE

CONTÅINING AN OXIDIZÅBLE ORGÅNIC COMPOUND，

INVENTOR（s）：BecraftMichaelLりEcofrMartiIIJ．．SylviaR．Karina，

ThomasJefrr¢y A．（US〉，ASSIGNEE〈s）：CryovacInc（US）．PATENT

NO∴5，904，960（19990518），FILED：（l卵71029）

ÅLUMINOSILICATES，INVENTOR（s〉：Araya Abraham（GB），

ÅSSIGNEE〈s）：Crosrield Limiled（GB），PATENT NO．：5，904，914

（199905柑）、FILED：（19970728）

PROCESS FOR OおTAINING ▲ HIGII・HYDROGEN，LOW・

CARBON・MONOXIDE G▲S．INVENTOR（s）：Bohm Gustav，Stanerf

Theodor．Stei几Wa爪delJur阜en（DE），ASSIGNEE（s〉：DaimleトB¢爪Z

ÅG（DE）．PATENT NO．：5．904，913（19990518）．FILED：〈1卵70130〉

METIIODS FOR REMOVING AND DECOMPOSING METI‡YL

BROMIDE FROM FUMIG▲TION．INVENTOR（s）：Yate息Scott R．．

GanJia爪ying（US）．ASSIGNEE（s〉：TheRe皇e山s ofthe University of

Calirornia・TheUnitedStalesorAmericaasrepresenledbytheSecrelary

Of Agriculture〈US〉，PATENT NO∴5，904．909（l卵9051S）．FILED：

（19970821）

PROCESS FOR FLUID CATALYTIC CR▲CKING OF OILS，

INVENTOR（s〉：Fujiyama Yuichiro（JP），ASSIGNEE〈s）：Nippon Oil

Co Ltd．Petroleum Energy Center（JP），PATENT NO∴5，904．837

〈19990518），FILED：（19971003）

DU▲L FEED REÅCTOR HYDROCR▲CKING PROCESS，

INVENTOR〈s）：Thakkar Vasant P．（US）．ASSIGNEE（s〉：UOP LLC

（US），PATENT NO∴5，ウ04，835（19990518），FILED：（19971024）

M瓦丁拝OD OF SUおLIMING MÅTERIÅL IN CVD FILM

PREPAR▲TION METHOD，INVENTORくs〉：TasakiYuzo．Sato

Mamoru，YoshizawaShuji，OnoeAtsusbi，Chikuma Kiyorumi，Yoshida

Ayako（JP），ASSIGNEE〈s〉：Dowa Mining Co Ltd，Pioneer Electric

Corporation（JP）．PATENT NO∴ 5，904，771く1999051名〉，FILED：

く19970403〉

CELLULÅSE・CONTAINING W▲SHING AGENTS，INVENTOR〈s）：

Maurer Karl－Heinz，W¢iss Albrecht（DE），ASSIGNEE（s）：Henkel

Kommanditgesellschart aur Aktien（DE〉，PATENT NO∴5，904，736

（19990518）．FILED：（19971121）

DETERGENT COMPOSITIONS CONT▲INING POl－Y．

ETIIYLENEIMINES FOR 正NHANCED STÅIN REMOVÅL．

INVENTOR（s）：Gutierrez Eddie叩S），Wu Shamg－Ren（CN），Racherla

Uday．VermeerRobert（US），ASSIGNEE〈s）：L¢YerBrothersCompa爪y

（US），PATENT NO．：5．904，735（19990518），FILED：く19970804）

CLEANING COMPOSITIONS CONT▲INING BLE▲CH ▲ND

ST▲且ILITY・ENIl▲NCED BNヱYMES．INVENTOR（s）：RaiSaroj．

ScheperWilliam Michael、TaylorLucilleF10renCe．CaravajalGregory
Stephen，Burckelt－St．Lauren‖amesCharlesTheophil¢Roger，Pramod

Kakumanu（US），ASSIGNEE（s）：TheProcter＆GambleCompa爪y（US）．

PATENT NO∴5．904、161（19990518），FILED：（19960228〉

ÅLKYLÅROM▲TICS PRODUCTION．INVENTOR（s）：Co11ins Nick

A．，Mazzone Dominick N．，Vemkat Chaya R．（US），ASSIGNEE（s〉：

MobilOilCorporationくUS〉，PATENT NO∴5．902，917〈199ウ0511〉，

FILED：（19971126）

PREPARÅTION OF ARALXANOIC ACIDSÅND ESTERS USING

MIXED LIGAND CATÅLYST，INVENTOR（s）：WllTse－Chong

（US）．ÅSSIGNEE〈＄）：Albemarle Corporatio几（US〉．PATENT NO∴

5，902，音98（19990511〉．FILED：（19980226）

CYÅNOおUTYLATION OFÅMMONIÅ，ALKYL▲MINES ÅND

HYDRÅZINE WITI13・PENTENENITRILE，4・PENTENENITRILE

OR MIXTURES THEREOF．INVENTOR〈s〉：Herkes Frank Edward

（US〉、ASSIGNEE（s）：Eldu Pont de Nemours a爪d CompaIlyくUS〉，

PATENT NO∴5、902、883（19卵0511），FILED：（1997121阜）

BLEACIれNGÅGENT．INVENTOR（s）：Laき爪emOHans，JigstamMo皿ica

くSE），ASSIGNEE（s）：EkaChemicals AB（SE〉，PATENTNO∴5，902，783

（19990511〉，FILED：（19960823）
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D瓦TERGENT COMI■OSITIONS COMPRISING STÅ且ILISED

POLYAMINO ▲CID COMPOUNDS、INVENTOR（s）：HallRobin

Gibson（OB），WilleyÅ1an David（US〉．ÅSSIGNEE（s）：Procter＆

Gambl¢Comflany〈US），PATENTNO∴5，902，782（19990511），FILI三D：

（19980205）

SYNTIIESIS OF MICROrOROUS CERÅMICS，INVENTORくs）：

DismukesJohn PicketしJohnsonJack Wayne，CorcoranJr．Edward

William．Val10neJoseph，PizzulliJr．JamesJりAnderson MichaelP・

〈US），ASSIGNEE〈＄）：Exxon Research and EnきineerinきCo（US），

PATENT NO∴5，902、759（19990511），FILED：く19970121）

ION CONDUCTIV瓦 MÅTERI▲L AND ELECTROCIIEMIC▲L

D正ⅤICE COMPRISING TIIE SAME，INVENTOR（s）：NieJi爪，Kita

Fusaji，MurakamiKoji、KawakamiAkira，KobayashiHiroshi．Sonoda

Takaaki〈JP），ASSIGNEE（5）ニHiracbiMaxellLld（JP），PATENT

NO∴5，902，69暴く19990511），FILED：（19960229）

COÅTED SODIUM PERCAR芯ONÅTEPARTICLES，A PROCESS

FOR TIIEIR PREPARÅTION ▲ND TnEIR USE，INVENTOR（s）：

Bertsch－FrankBirgit，BewersdorrMartれKlasenClaas－Juerg¢n，Lieser

Thomas．Mueller Klaus，Rollman爪Jue柑ell（DE），ASSIGNEE（s）：

DegussaAktieけgeSe11schaft（DE），PATENTNO．：5，902．682（19990511），

FILED：（19960116）

ULTRAVIOLET SHIELDING COMPOSITE FINE PARTICLES，

METIlOD FOR PRODUCING T拙E SÅM正，▲ND COSMETICS．

INVENTOR（s〉：OshimaKe山aro，KozakiShunji，ImaizumiYoshimobu，

Miyake Toshio，Nishimura Toru，Tsuto Keiichi，Sugawara Satoshi．

TorizukaMakotoくJP）．ASSIGNEE（s）：KaoCorI）Oration（JP）．PATENT

NO∴5，902，569（199ウ0511）．FILED：（19970827）

MÅTERIÅL WITII MICROPOROUS CRYST▲LLINE WÅLl。S

DEFININGÅN▲RROW SIZE DISTRIBUTION OF MESOPO又ES，

AND PROCESS FOR PREPARING SAME，INVENTOR〈s）：Lujano

Juan，Romero Yilda．CarrazzaJose（VE）．ASSIGNEE（s〉：Imtevep S

A（VE），PATENT NO∴5，902，564（19990511），FILED：（19981026）

FIVE・COO又DINATEl＞打OSP打0又OIJS COMPOIJND，P又OCES5

FORrRODUCINGTIIES▲ME▲NDITSIJSE，INVENTOR（s）：Inui

Naoki．KikuchiTaketoshi，Fukuda Kanako．Sanada Takashi（JP），

ASSIGNEE（s）：Sumitomo ChemicalCo Ltd（JP），PATENT NO∴

5，902，516（199ウ0511），FILED：（19970807）

0ⅩYGEN GEN瓦lÅTING DEVICE，INVENTOR〈s）：Phi11ips Robert

John，SimonsÅdriam（GB），ASSIGNEE（s）：Normalair－Garrett〈Holdings〉

Limited（GB）．PATENTNO．：5，902，379〈19990511），FILED：〈19970515）

METIlOD OF FORMING A CLIJMI■ÅBLE ANIMAL1．ITT五R

MIXTURE，INVENTORくs）：Patten音illMaurice Glenn．GlynnJerry

Dean，Jones Martin Allen（US）、PATENTNO．：5，901，661く19990511）．

FILED：〈19960808）

INX UNIT FOR USEININKJET RECORDING ANDINKJET

RECORDING METI‡OD，INVENTOR（s）：Ichizawa Nobuyuki，Yui

Tosbilake，SuzukiAIsu5血i，Yamashjta XuI】ichj，Hashi∬】OtO Xe刀〈JP），

ASSIGNEE（s）：FujiXerox Co LtdくJP），PATENT NO∴ 5，900，899

（19990504），FILED：（19970520）

LIJMINESCENT SCREEN INCLUI〉ING Å LUMIN宜SC瓦NT

ZEOl。ITE，INVENTOR（s）：Kynast Ulrich HりWeiler Volker U．

（DE），ASSIGNEE（s）：U S Philiips Corporation（US），PATENTNO∴

5，900，695（19990504），FILED：（19970207）

PROCESS FOR ADSORPTIVE SEPARÅTION OF METÅⅩYLENE

FROM XYLEN瓦MIXTURES，INVENTOR（s）：Kulprathipanja Santi

〈US），ASSIGNEE（s）：UOP LLC くUS〉，PATENT NO∴ 5，900，523

〈19990504），FILED：〈19970808）

CATÅLYSTS FOR CONV瓦RTING METIIANE OR PURIFIED

NÅTURÅLG▲S，PR宜PÅRÅTION TIIEREOF，ANDPROCESSFOI

PREPÅRÅTION OF ETHYLENE USING TIIE C▲TÅLYSTS．

INVENTOR（s）：ParkDaeChul，AhnPyungKwon〈KR），ASSIGNEE（s）：

Korean ResearchInstilute or ChemicalTechnology（KR），PATENT

NO．：5，900，521（19990504）．FILED：（19951114）

ÅROMÅTICS ALKYL▲TION，INVENTOR（s）：Mazzo爪¢DomiIlick

NりMarler David O‥Kevi11e Kathlee爪MりGreen Larry A．（US），

ASSIGNEE（s）：MobilOilCorporatiom〈US），PATENTNO．：5，900，520

（19990504），FILED：（19950123）

C▲T▲LYTIC PROCESS FOR THE SELECTIV瓦 ÅLXYL▲TION

OFPOLYCYCLICÅROMÅTIC COMrOUNDS，INVENTOR（s）：Notte

Patrick Pierre Bernard，Poncelet Georges MarieJoseph Luc，Remy

MarcJoseph Henri，Lapdinois Pierre Fernand MarcelGhislain，Van

Hoecke MarinaJeanne Madeleine（BE），ASSIGNEE（s）：SoluliaI爪C

くUS），PATENT NO∴5．900，519（19990504），FILED：（1996102阜）

HEATINTEGRATIONIN ÅLKYLÅTION／TR▲NSÅLKYLATION

PROCESS，INVENTOR（s）：MerrillJamesTりTudorJosephHomn（US），

ASSIGNEE（s）：Fina Techno10gyInc〈US）．PATENT NO∴5．900．51基

（1卵90504），FILED：〈19961030）

PRODUCTION METIIOD OF ヱ・CYCLOHEXENE・1・OL，

INVENTOR（s〉：Ishida Hiroshi，Ono Mitsuji，Chono MasazumiくJP〉．

ASSIGNEEくs）：AsahiKaseiKogyo KabushikiKaisha（JP），PATENT

NO∴5．900，513〈19990504），FILED：‖姻80206）

PREPAR▲TION OF AMINES FkOM OLEFINS OVER ZEOLITES

OF TIIE TYPE PSH・3，MCM－ヱ2，SSZ・25 0R MIXTURES

THEREOF，INVENTORくs）：Eller Xarsはn，Mu11er Ulrich，Kummer

Rudolf．StoI）S Peter〈DE〉，ASSIGNEE（s〉：BASF Aktieng¢Sellschaft

（DE）．PAT王ミNT NO∴5，900，50き（19990504），FILEDニ（1996071β）

HETEROGENEOUS V▲PORP技▲S五CAR且ONYLÅTION PROCESS，

INVENTOR（s）：Tustin（；eraldCharles．ZoeIlerJoseI）hRobert，Browning

Jr．Horace Lawrence，Single10n Andy Hugb（US）．ASSIGNEE（s）：

EaslmanChemicalComfIaれy（US）．PATENTNO∴5－900，505く19990504）．

FILED：（19980122〉

PROCESS FOR THE PREPÅRÅTION OF
．BPSILON．・

CÅPROLÅCTÅM、INVENTOR（s〉：TeramotoKouji，KandaYu，Tezuka

Makoto，UchiboriToshio，Sano Hiderumi（JP），ASSIGNEE〈s）：

Mits11bishiChemicalCorporalion（JP〉，PATENT NO∴5，900．482

＝卵90504），FILED：（19970319）

AROMATICI■OLYCARBON▲TE・STYRENE POLYMER RESIN

COMPOSrrION．INVENTOR（s）：NishiharaHajime，Watanabe Akihiro

（JP）、ASSIGNEE（s）：AsahiKaseiKogyo KabushikiKaisha（JP），

PATENT NO．：5，900，446（19990504），FILED：（19960826）

TAおLETCONTÅINING恭UILDERS，INVENTOR〈s）：Seit¢rWolfgang，

JunきDieter，KochOtto．Steverman11Birgit（DE），ASSIGNEE（s）：Henkel

Kommanditgesellschaft aⅥf Aktien（DE），PATENT NO∴5．900，399

（19990504），FILED：（19961010）

MÅCHINE DISHWÅSmING TÅネLETS CONTÅINING AN OXYGEN

おLEÅClISYSTEM、INVENTOR（s）こNichoIso爪John Richard．Piatek

Bozena Mariamna、Lang DavidJohn．SecemskiIsaacIsrael（US），

ASSIGNEE（s〉：LeverBrothersComf〉any（US），PATENTNO∴5．900，395

〈19990504），FILED二〈19961223）
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METIIOD OF AND PROI）UCTS FOR PROMOTINGIMPROVED

GROWTII OF PLÅNTS ÅND MORE W▲TER．瓦FFICIENT

GROWING SOIL OR OTHER MEDIA AND THfミ LIKE WITH

ZEOLITE CRYSTALS TREATED WITH PREFERABLY WATER－

BASED PLANT－DERIVED NUTRIENT EXTRACTIONS AND THE

LIKE，INVENTOR（s）：Rines Robert H．（US），ASSIGNEE（s〉：Å110r

Foundalion（US），PATENT NO∴5，900，387（19卵0504），FILED：

（19961125）

PROCESS FORINCREÅSING T打E ÅCTIVITY OF ZEOl一ITE

CONTÅINING PARTICULATE SOLIDS，INVENTOR（s〉：Davis

RobertEりBartholicDavidB．（US），ASSIGNEE（s）：NewLifeCatalyst，

IncくUS）．PATENT NO∴5，900，383（19990504〉，FILED：（19960102）

ÅLIPHATIC・ÅROMÅTIC COPOLYESTERS ÅND CELLlTLOSE

ESTER／POLYMERおLENDS，INVENTOR（s）：Buchanan Charles

M‥Gard爪er Robert M．，Wood Matthew DりWhite Alan W‥Gedon

StevenCりBarlowJL FredD．〈US〉，ASSIGNEE（s）：Easlma爪Chemical

Compa爪y（US）、PATENT NO∴ 5，900，322（1卵90504），FILED：

（19961210）

ÅNTトBÅCTERIALCOMPOSITIONS，INVENTOR〈s〉：Engl¢rPhillip

V．くUS），ASSIGNEE（s）：ZeoliticsInc（US），PATENTNO∴5，900．258

（19990504），FILED：く19960201）

MAMMALIAN EXCREMENT TREATING MÅTERIÅL ÅND

PROC瓦SS FOR PRODIJCING THE SÅME，INVENTOR（s）ニIto

Hiroshi（JP）．ASSIGNEE（s）：Kabushikikaisha Daiki（JP），PATENT

NO∴ 5，900，253（19990504），FILED：（19970709）

DRYING ÅGENTS FOR NON・FOÅMED POLYURETIIÅNES，

INVENTOR（s〉：HouseDavid W．（US），ASSIGNEE〈s）：UOPLLC（US），

PATENT NO∴5，900，226〈19990504），FILED：（19970409）

PROCESS FOR TREATING NITROGEN OXIDE．CONTÅINING

GÅS USING Å CERIUM ZEOl一ITE，INVENTOR（s）：Ito Eri（JP），

C．M．van den Bleek Cornelis Maria，Van Bekkum Herman H．，J．C．

Ja爪SemJacobusCo川elis．R．J．HullermansRonaldJohallneS，P．M．Lugt

PieterMartin（NL），ASSIGNEE（s）：Technische Universiteit Delft（NL），

PATENT NO∴ 5，900．222（19990504），FILED：（19961119）

METHODOFMÅKINGI＞ÅPER，INVENTOR（s）：NaganLeoE・（US）．

ASSIGNEE（s）：Sortwell＆ Co（US），PATENT NO∴ 5，900，116

（19990504），FILED：（19970519〉

METIIOD FOR DETERMINING SPECIFIC MATERIAL

C拙ARACTERISTICS，INVENTOR（s）：Becker Achim，MenzelJan

（DE〉，ASSIGNEE（s）：Filterwerk Mann ＆HummelGmbH（DE）．

PATENT NO．：5，898，309（19990427），FILED：（19961002）

SIJI＞PORTED CÅTALYST CONTÅINING RHENIUM ÅND

ÅLUMINUM PROCESS FOR THEI＞REPÅRÅTION T打EREOF

ÅND USE FOR THE METATHESIS OF OLEFINS，INVENTOR（s）：

Commereuc Dominique（FR），ASSIGNEE（s）：Instilut Fran cedilla ais

du Petrole（FR〉，PATENT NO∴ 5．898，092（19990427）．FILED：

（19970523）

ÅROMÅTIC ISOMERIZATION USING Å MODIFIED

SILICOÅLUMINOPHOSPHÅTE．INVENTOR（s）：HammermanJohn

Ivor，Flanlge爪Edith Marie，Gajda GregoryJ．．HolmgrenJennifer Sり

Lesch David A．，Patton Robert Lyle，Reynolds Thomas Matlhew，

Roeseler Cara Moy（US），ASSIGNEE（s）：UOP LLC（US〉，PATENT

NO∴5，898，090（19990427）、FILEDこ（19971217）

HYDROCAR且ON AROMATIZÅTION PROC瓦SS USING A

ZEOLITE，lNVENTOR（s）：Drake Charles A．，Wu An－hsiang，Yao

Jianbua（US〉，ASSIGNEE（s）：Phillips Petroleum Company（US）．

PATENT NO．：5、898，089（19卵0427），FILED：（19970阜28）

PROCESS FOR PREPARÅTION OFÅN ESTER，INVENTOR（s）：

TakaharaIchiro．KadobayashiMasumi．Kami几aka Noriaki（JP），

ASSIGNEE（s）：Matsumo10YushトSeiyaku Co Ltd（JP），PATENT

NO∴5．898，077〈19990427），FILED：（19971007）

HYDROCARおON CONVERSION CÅTÅLYST COMPOSITION▲ND

PROCESSES THEREFORÅND TIIEREWIT札INVENTOR（s）：Wu

An－Hsiang，DrakeCharlesん（US），ASSIGNEE〈s）：PhillipsPetroleum

ComI）any（US）．PATENT NO∴ 5，898，011（19990427），FILED：

（19970828）

METHODS▲ND COMPOSITIONS FOR REDUCING且ODY ODOR，

INVENTOR（s）：Trinh Toan，Barto10Robert Gregory，Dodd Michael

Thomas，LucasJulietMarie，BucknerRobimYager，KajsTberesaMarie

（US）．ASSIGNEE（s）：TheProcter＆GambleCompany（US）．PATENT

NO∴5，897，856（19990427）．FILED：〈19971008）

METHODSÅND COMPOSITIONS FOR R五DUCING BODYODOR，

INVENTOR（s）：Trinh Toan．Bartolo Robert Gregory，Dodd Michael

Thomas，LucasJulielMarie．BucknerRobinYager．K如sTheresaMari¢

（US），ASSIGNEE（s）：TheProcter＆GambleCompamy（US），PATENT

NO．：5，897，855（19990427），FILED：（19971008）

CAT▲LYTIC CONVERTER HAVINGÅCATÅLYST WITIINOおLE

METÅL ON MOLECULAR SI瓦VE CRYST▲L SIJRFACE AND

METHOD OF TREATING DIES瓦L瓦NGINE EXHÅUST GÅS WITlI

SAME，INVENTOR（s）：Kharas KarlC．Cり Robota H¢inzJ．（US），

ASSIGNEE（s）：ASEC Ma爪ufacturing（US），PATENT NO∴5，897，846

（19990427〉，FILED：（19970127）

M瓦THOD FOR MÅNUFACTURING CIlITOSAN FI瓜ER，

INVENTOR（s）：KawasakiShiro（JP）．ASSIGNEEくs）：Japan Exlan

Company Limited（JP），PATENTNO．：5．897．821（19990427），FILED：

（19970826）

SPIRAl。WOUND EXTRACTION C▲RTRIDGE、INVENTOR（s）：

Wisted Eric E．，Lundquist Susan H．（US）．ASSIGNEE（s）：Minnesota

Minillg and Manuracturing Company（US）、PATENT NO∴5，897，779

（19990427）．FILED：（19970213）

DESULFIJRIZATION PROCESS FOR REMOVAL OF

REFRACTORY ORGÅNOSULFUR H五TEROCYCl。ES FROM

PETROLEUM STREAMS，INVENTOR（s）：McVicker Gary BりHo

Teh C．，Soled StuarしDaage Michel，Krycak Roman，Miseo Saba10，

BuchhoIz Viktor，Lewis William E．（US）．ASSIGNEE（s）：Exxon

Research and Engineering Co（US）．PATENT NO．：5，897，768

（19990427〉、FILED：（19970228）

METIlOD FOR PRODIJCING A COVERING，INVENTOR（s）：

Sugihara Shozo（JP）、ASSIGNEE（s）：Sugihara HouseiKoきyO Co Ltd

（JP）．PATENT NO∴5，897，734（19990427），FILED：（19961127〉

SYNTHESIS GAS DRYINGÅND CO2REMOVÅL．INVENTOR（s）：

Golden Timothy Christopher，BarnesJr．David Richard（US），

ASSIGNEE（s）：Air ProducIs
and ChemicalsInc（US），PATENT NO∴

5，897，686（19990427）．FILED：（19971022）

HYDROCÅRBON CONVERSION CATALYST COMI10SITIONÅND

PROCESSES TIIEREFOR AND TII瓦REWITII，INVENTOR（s）：

YaoJianhua，DrakeCharlesA．（US），ASSIGNEE（s）二PhillipsPetroleum

Company（US），PATENT NO∴ 5，895，828（19990420），FILED：

（19970604）
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PROCESS OF RECOVERING USEFUL MAT瓦RlÅL TnROUGII

CRÅCKING OFIILASTIC MATERIAL，INVENTOR（s）：Takahashi

Toshiki，Fukushima Taはuto，Ta爪imoto Yoshio，Muraoka Akemi（JP），

ASSIGNEE（s）：MazdaMotorCorporation（JP），PATENTNO∴5，895，827

（19990420），FILED：（19970624）

ION AI〉SORBENT，INVENTOR（s）：MouriMotoya，Kimura Toshio，

Ueda Takeshi（JP〉，ASSIGNEE（s）：Takeda ChemicalIndustries Ltd

（JP），PATENT NO∴ 5，895，796（19990420），FILED：（19970814）

IN・SITU CRYSTÅLLIZ宅D ZEOLITt： CONTÅINING

COMPOSITION（LAトISC），INVENTOR（s）：LaiWenyihFrankくUS），

ASSIGNEE（s）：Exxom Researc血and E叩ineering Company（U5），

PATENT NO∴5，895，769（19990420），FILED：く19970729）

BATTERY ELEMENT CONTAINING MACROPOROUS

ADDITIVES，INVENTOR（s）：CloughThomasJ．（US），ASSIGNEE（s）：

EnsciImc 〈US），PATENT NO∴ 5，895、732（19990420），FILED：

（1り960702）

CATÅLYTIC COMPOSITIONS ÅND METIlODS FOR

SIJPPRESSION OF 拙ÅLOG瓦NÅTION OF ORGÅNIC

COMPOUNI）S WITII OXID▲TION PRODUCTS OF

HALOGENATED ORGANIC COMPOUNDS IN GÅSEOUS

EMISSION STREAMS．INVENTOR（s）：Nguyen Pascaline HりCben

JamesMりWanChun呈－Zong，Chen Sbau－LinFrank，HuZhicheng（US），

ASSIGNEE（s）：EngelhardCorporation（US），PATENTNO∴ 5，895，636

（19990420）．FILED：く19971202）

SOLÅR COLLECTO又，INVENTOR（s）：Groesswang He主力Z（AU）．

PATENT NO．：5．894，837く19990420），FILED：（19980223）

（62）

EXHAUST EMISSION CONTROL DEVICE FOR DIESEL

ENGIN瓦S，INVENTOR（s）：Wakamoto Koutaro（JP）．ASSIGNEE（s〉：

Komatsu Ltd（JP）、PATENT NO∴ 5，894．728（19990420），FILED：

（19971229）

REDUCT10N OF NOx IN THE EXHÅUST GÅSES FROM

INTERNAL COM芯USTION ENGINES CONTÅINING EXCESS

OXYG瓦N．1NVENTOR（s）：KharasKarlC・CりHenk，MichaelGeorge．

Robo吼HeinzJuergen（US〉，PATENT NO∴5，き94，06き（19990413），

FILED：（19921214）

CATAl。YST FOR PURIFYING EXHAUST GÅS，INVENTOR（5〉ニ

TakadaToshihiro（JP）．ASSIGNEE〈s）：ToyotaJidoshaKabushikiKaisha

（JP），PATENT NO∴5．894、013（19990413），FILED：〈19970828）

PURIFYING METHOD ÅND PURIFICATION SYSTEM FOR

LÅKESÅND MÅRSIIES，INVENTOR〈s）：Yoda Hiroaki，Nakadaira

Shiro，Masuda Toshio，MizumoriTakashi，TsuzukiKoichiくJP）．

ASSIGNEE（s）：HilaChiLtd（JP），PATENTNO∴5，893，978（19990413〉、

FH－ED：（19970204）

CATÅLYTIC REDUCTION SYST瓦M FOR OXYGEN．RICH
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ゼオライト学会法人会員名簿

（平成11年4月現在，五十音順）

1．旭化成工業（株）

2．出光興産（株）

3．イハラケミカル（株）研究所

4．エヌ・イー・ケムキヤツト（株）

5．鹿島建設（株）技術研究所

6．川崎製鉄（株）技術研究所
7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22．

23．

24．

（株）クボタ

（株）コスモ総合研究所

昭和シェル石油（株）

触媒化成工業（株）

（株）ジャパン・エナジー

新東北化学工業（株）

住友化学工業（株）

住友金属鉱山（株）中央研究所

大同ほくさん（株）

武田薬品工業（株）生活環境事業部

千代田化工建設（株）

帝人（株）

東京ガス（株）

東ソー（株）東京研究センター

東ソー（株）ファインケミカル事業部

東燃（株）

東燃化学（株）

東北電力（株）応用技術研究所

25．東洋シーシーアイ〈株）

26．（株）豊田中央研究所

27．日揮（株）

28．日東化学工業（株）

29．日本化学工業（株）

30．日本ケッチェン（株）

31．日本鋼管（株）

32．日本酸素（株）

33．日本石油（株）

34．日本ビルダー（株）

35．日本ベル（株）

36．日本モービルカタリスト（株）

37．富士石油（株）

38．北陸電力（株）

39．丸善石油化学（株）

40．水澤化学工業（株）

41．三井化学（株）

42．三菱化学（株）

43．三菱重工業（株）長崎研究所

44．ヤマホ工業（株）

45．ユニオン昭和（株）

46．ユニチカ（株）

47．ライオン（株）

本誌vol．16，No．1に掲載いたしました法人会員名簿の中で，一部社名に誤

りがありました。謹んでお詫び申し上げ，あらためて本号に掲載いたします。
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篇集後記

ゼオラ イト 〈64）

本号で高石名誉教授に“私のゼオライト研究遍歴’’をお書きいただくことになり，ついつい昔のこと

に思いが馳せた。私共のゼオライト研究は1963年に開始したが，当時，高石教授の学友であり，唯一

日本名のついた天然ゼオライトユガワラライト発見に関し，桜井欽一先生と共同発表された林瑛氏

と，その弟子である月舘隆明氏の指導の下に研究を行い，1969年に日本で始めて工業生産に成功する

ことができた。当時，私共の合成研究はA，X，Y，モルデナイト程度であったが，原料にアロフェンを

用いた研究等も行い，若き日の小坂丈予先生（現東京工業大学名誉教授）ご指導の下にご一緒に採掘な

どもした。高石教授に吸着とゼオライト結晶，イオン交換やその測定方法などを御指導いただいたのは

この頃からで，今日まで30数年になる。教授のご指導について思うと，理論に基づく実験を行うのは

当然のこととして，データに現れる変化を見落とさないこと，その為には精度の高い測定をする必要が

あること等の印象が強く残っている。また先生はかねがねゼオライト研究者Barrer教授を大変尊敬して

おられるようにお見受けしている。Barrer教授のゼオライト研究の功績はもとより，生渡現役研究者と

いう側面も評価しておられるのではないかと思われと，喜寿をお迎えの先生の姿勢と重なってしまう。

これ以上思い出話をすると－■私はまだ現役でしてね，まだ過去は回想したくないですよね‖と先生に

お叱りを受けそうなので，ゼオライトを愛する諸兄とともにゼオライトの大いなる発展を祈りつつ筆を

置く。 （S．M．）

ゼオライト（Zeo＝teNews Letters〉鳶集委員

委員長

中田真一（秋田大工学資源）

幹 事

山崎淳司（早大理工）

相本康次郎（ジャパンエナジー）

大久保達也（東大大学院工）

荻原成騎（東大大学院理）

川勝 健（触媒化成工業）

里川重夫（東京ガス）

宍戸哲也（広島大工）

杉本道雄（出光興産）

鈴木邦夫（工技院物質研）

Editors．in．Cbier

ShinichiNakata（A舶Jd〃〃fve和∫秒，Aた∫ね）

●

Managlmg Editor

AtsushiYamazaki（Wd∫edα肋ルビ和音秒，7b秒0）

K（カiroAimoto（ノ呼α〃E〃e柑γC（フ甲．，7bdd）

Tatsuya Okubo（乃e U〃Jve和音けq′7b秒0，7b秒0）

ShigenoriOgihara（乃βU〃ルピ柑fけqr乃たγ∂，7b秒β）

KenKawakatsu（C（IfdJ．Cゐe椚．血d CoリJJd，馳wα∫αたf）

Shigeo Satokawa（Tb秒o C‘7∫C〈，．エJd．，乃秒0）

Tetsuya Shishido（〃よrβ∫ゐJ椚d肋≠ver∫f秒，〃汁0∫ゐ∫椚α）

MichioSugimoto（んね椚JJ∫“Ab∫d乃C〈フ．エJd．，∫odeぎd“和）

KunioSuzuki（抽〃．血5f．地上訂．Cわe瓜尺eざ．，乃止uわa）

高木由紀夫（エヌ・イーケムキヤツト）YukioTakagi（Ⅳ．且C〃EMmrCo呼．，乃秒0）

野末泰夫（東北大大学院理）

馬場俊秀（東工大工）

日比卓男（住友化学工業）

森下 悟（東ソー）

書川正人（東レ）

Yasuo Nozue（れ娩0血L加ルe作fけ，5e〃dai）

ToshihideBaba（Tb秒0加古dfu総ofTbc血】OJ嘲′，7坤0）

Takuo Hibi（ざumifoJ刀OCわe一刀JcaJCo．エfdリれ止γ0）

Satoru Morishita（m50〃Co呼．，Tb秒0）

Masahito Yoshikawa（7b柑γ加d．，加c．，jⅥ噂り′a）
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